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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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プロローグ




「……ん……あっ!?」

　隆起した桃色の突起を指先で転がされ、堪たまらずフレイヤの口から甘い吐息が漏れる。

　絞るように鷲わし摑づかみにされた白磁の乳房は、ことさら熱を帯び、じわりと汗が浮かんでいた。

「だ、ダメ……っ」

　もちろん本当に拒否しているわけではない。

　状況が状況だし、仕方のないことだとも理解している。

「ま、待って……。そ、そんなにされたら……んんっ!?」

　だがそうでも言わないと、この身体の奥底から駆け上がってくる快楽に、意識を支配されてしまいそうだったのだ。

「……行くぞ」

「──っ!?」

　烙らぐ那なの言葉を聞いた瞬間、フレイヤの鼓動がより一層の高鳴りを見せる。

　今もフレイヤの腰を抱く少年──片かた桐ぎり烙那は、〝世界を滅ぼす運命〟を持つ者である。

　そしてその覚醒を防ぎ、また彼に滅びの力を制御させるため、自らの乳房から〝聖蜜〟を与えることができる者──それがフレイヤたち〝戦女神ヴアルキユリア〟だったのだ。

　とはいえ、フレイヤも年頃の少女である。

　烙那が悪いやつではないということは知っているのだが、彼女自身、こういうことをされるのは初めてだし、何よりファーストキスですら、つい先ほど経験したばかりなのだ。

　にもかかわらず、烙那の唇は、今し方奪ったフレイヤの口元を離れ、その少し下方──豊かに実った胸の先で、つんっと上を向くように存在感を示している、ピンクの敏感な突起へと向かっていった。

「はぅ……んっ……」

　何故かは分からない。

　通常はここから幾度も逢おう瀬せを重ね、互いに信頼と愛を育み合った後、やがて身も心も一つに結ばれていくのだろう、とフレイヤはそう思っていた。

「んっ……や、あ……」

　なのに、彼の顔がそこに近づけば近づくほど、彼の呼気が肌を撫なでれば撫でるほど、フレイヤの鼓動は高鳴りを増し続け、身体の隅々にまで熱が浸透していく。

　それは吐息にも反映され、熱っぽく、そして艶あでやかに彼女の色香を彩っていった。

「あっ……」

　その時だ。

　先ほどからずっと感じていた、下腹部の湿り気が、いよいよ外に溢あふれ出だしそうになってしまい、フレイヤは思わず両りよう股ももに力を込める。

「ら、らぐ……」

　同時に、なんとも言えぬ切なさが込み上げ、烙那にもっと強く抱いてくれと、もう一度自分の唇を奪ってくれと懇願しそうになってしまった。

　──このままでは戻れなくなる……。

　そう直感したフレイヤは、おぼろげな意識の中、烙那に手を止めて貰もらうよう頼もうとする。

　彼の手が、今にも下腹部へと移動してしまいそうだったからだ。

「ちょ、ちょっと待って……。そ、そこはまだ──あっ!?」

　が、時すでに遅し。

　烙那の唇は、フレイヤの敏感な部位へと到達し、舌先でこれを弄ぶ。

　またその手も、ぐっちょりと濡ぬれそぼったショーツの中へと侵入済みで、フレイヤの固くなった〝それ〟に、擦るような刺激を与えてきた。

「あ、い、いや、ダメ……あ、ああああああああああああああああああっ!?」

　瞬間、この上ない快楽にとらわれたフレイヤは、烙那の頭を抱え込むように抱きながら、人目もはばからず嬌きよう声せいを上げた。
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一章　終末の王




　──怒り。

　それが今この瞬間、片かた桐ぎり烙らぐ那なを包む、ただ一つの感情だった。

　何故これほどの怒りに包まれているのかは分からない。

　だがどんなに抑えようとしても、胸の奥から溢あふれてくるのだ。




　──殺せ、という怒りの感情が。




　烙那に牙を剝むいた眼前の男を、今すぐ八つ裂きにしろ、と。

「──」

　始まりは唐突だった。

　なんの変哲もない、明日の祝日に胸躍らせていた、普段通りの帰り道で──突とつ如じよ血ち飛沫しぶきが舞った。

　最初はそれがなんなのかも分からなかった。

　陽も沈んでいたし、猫でも飛び出してきたのかと思ったほどだ。

　だが次の瞬間、胸元に焼けるような痛みが走った。

〝何か〟に斬り裂かれたのだと気づいた時、烙那の意識は暗転した。

　するとどうだ。

　身体の奥底──それこそ〝魂〟とも呼ばれるような根底の、さらに深しん淵えん部ぶから、うねるような奔流が駆け上がってくるではないか。




「──う、おああああああああああああああああああああああああああああっっ!!」




　そんな原始的欲求さえをも超越する代物を、たかが理性如ごときでどう抑えられようか。

「──何っ!?」

　赴くままに解き放たれた〝それ〟は、烙那の胸を裂いた男を、まるで大蛇が如き大顎を以もつて襲いかかった。

「が、がああああああああああああああああああああああああああああああっっ!?」

　皮膚を焼き、肉を焦がし、骨すらをも残すまいと猛る〝それ〟を、男は幾度も振り払おうとするが、もがけばもがくほどに絡みつき、一層男の身体を蝕むしばんでいく。

　男を包んだのは、全ての色を吞のむ淀よどんだ焰ほむら。

　一片の輝きさえも許さない──〝黒色〟の炎だった。




「……あれ？」

　目を覚ました烙那の瞳に映ったのは、どこまでも続く真紅の床だった。

　手触りから察するに、床の正体は絨じゆう毯たん──それもかなりお高いものであろう。

　何故そんなものの上で寝ていたのか。

　少なくとも、烙那の家にこのような代物は存在しない。

　床は基本的にフローリング仕立てだし、そもそもこんな高価そうなものを買えるほど、片桐家の懐事情は温かくはないからだ。

　ならばここは一体どこなのか。

「…………」

　ゆっくりと身体を起こしながら考えるも、就寝前の記憶は曖昧で、何も思い出すことが出来なかった。

　と。




「──おはよう、烙那。よく眠れたかしら？」




「えっ？」

　ふいに背後から声をかけられ、烙那は反射的に振り返り、

「──って、うおおっ!?」

　同時に眼前の光景に見入ってしまった。

「ふふ」

　だがそれも頷うなずける話であろう。

　何故なら烙那の視線の先──中世の王さま辺りが鎮座しそうな、豪ごう奢しやな装飾の椅子に、一人の金髪美女が優雅に座っていたからだ。

「──」

　しかもただ座っていたわけではない。

　彼女はそのすらりと伸びた足を組み、どこか妖艶な笑みを浮かべながら、下着同然の恰かつ好こう──いわゆる〝ビキニアーマー〟的な装いで座っていたのだ。

「～～っ!?」

　そんな堪たまらない光景を、寝起きのテント設置中に見せられたら、これはもう理性も吹き飛ぶというものである。

　ぷつんっ、と呆あつ気けなく烙那の理性は弾け飛び、




「──ほ、惚ほれました！　俺と結婚してください！」
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　勢いで土下座からのマジ告白をしてしまった。

「うふふ、いきなりどうしたの？」

「ぶふうっ!?」

　女性がその宝石みたいなオッドアイで、挑発的に小首を傾げれば、グラビアくらいでしか見たことのない、特盛りサイズの爆乳がぷるんっと跳ね、堪らず烙那の鼻から真っ赤な花が咲いた。

「あらあら、大変」

「ふごっ!?」

　腰を上げ、悠然と近づいてきた女性に、烙那の鼻血が加速度的に量を増していく。

　ぱっと見ただけでも、下着同然の恰好だとは思っていたのだが、さらに下は布地の薄いショーツのような感じになっており、少し動いただけでも、色々と見えてしまいそうだったからだ。

「？」

　慌てて距離を取った烙那に、女性は再度首を傾げ、立ち止まってしまう。

「だ、大丈夫！　大丈夫ですから！」

　彼女の接近を手で制しつつ、烙那はポケットから取り出したティッシュで、荒々しく血を拭いた後、きちんと鼻をかんでから、そいつを再度ポケットにねじ込んだ。

「──よし、これで大丈夫！　なので、お姉さんは椅子に戻っていただけると……」

「ふふ、分かったわ。ありがとう、烙那」

「い、いえ……」

　どうして彼女は自分の名前を知っているのだろうか。

　しかも呼び捨てだし……、と訝いぶかしむ烙那だが、女性がくるりと踵きびすを返した際、Ｔバックになっている美尻が目に入り、

「──ぶっ!?」

　再び鼻血を噴き出してしまった。

「？」

　女性がどうしたのかと振り返るも、烙那はバレぬよう素早く鼻血を拭き取っていた。

「だ、大丈夫です！」

「ふふ、面白い子ね。──さてと」

　椅子に座り直した女性は、やはり足を組み、肘掛けに頰ほお杖づえを突いて話し始める。

「…………」

　改めて彼女の姿を見やった烙那は、その美しさにしばし見とれてしまった。

　年齢は烙那よりも少し上、二〇歳前くらいであろうか。

　実際に見たことはないのだが、かの有名な〝世界三大美女〟とやらも、彼女の前では霞かすんでしまうのではないかと言えるほど、とにかく美しい女性だった。

　なんとかその美しさを表現したいとは思うのだが、まったくと言っていいほど、彼女を飾る言葉が思いつかない。

　まさに〝絶世の美女〟──そうとしか言えないほどの美貌を持つ女性だったのだ。

　そしてあのスーパーモデルもかくやというプロポーションである。

　烙那が勢いでプロポーズしてしまったのも、仕方のない話であろう。

　目のやり場に困る装いゆえ、気を抜くとまた鼻血が飛び出しそうになる烙那だったが、そこは男の意地で耐え続けていた。

「まずは自己紹介から始めましょうか。私はオーディン゠フリーズスキャルヴ。この〝神しん天てん界かい〟を統治する者で、あなたからすれば、〝神さまの中の王さま〟ということになるのかしら？」

「なるほど。俺は……って、はあ？　いや……えっ？」

　女性ことオーディンの言っていることが理解出来ず、烙那は困惑する。

〝オーディン〟と言えば、ゲームなどにもよく出てくる、北欧神話の神さまである。

　それを自称するあのセクシーな美女と、この〝玉座の間〟のような内装の部屋を見る限り、まさかとは思うが、そういう設定のいかがわしいお店にでも、強制的にご案内されてしまったというのであろうか。

　それならば、意識が飛んでいることや、あのオーディンなる女性が、下着みたいな恰好をしていることも頷ける。

　だがこれだけ強引な案内を受けた店である。

　入っただけでも高額な席代を取られそうなのに、彼女の誘いに乗ったとあらば、これはもう高校生のバイト代で払えるような額ではないだろう。

　でも個人的にはお願いしたい！　ちくしょう！　と内心涙ながらに冷静な判断を下した烙那は、なるべく被害の少ないうちに、さっさとこの場を去ろうと考える。

「あ、あのー」

「何かしら？　烙那」

「あ、いえ……その、そろそろ帰ろうかなぁと……」

「あら、もう帰っちゃうの？　まだ私のお話も終わっていないのに？」

「え、ええ、実は病気の母の看病を……」

　愛想笑いを浮かべつつ、烙那はそろりと後ろを振り返るが、

　──ずんっ！

「ひいっ!?」

　突如目の前に赤みを帯びた刃を突きつけられ、堪らずホールドアップしてしまった。




「──戯ざれ言ごとを。お前の母は、今も考古学を探究する者として、精力的に活動中だ。よもや忘れたとは言わせんぞ？」




「そ、そういえばそうだった……。あはは……」

　未だ両手を挙げ続けている烙那に、そう睨にらみを利かせるのは、シルクのような銀髪をなびかせる、怜れい悧りな顔立ちをした美少女だった。

　年齢は烙那と同じ、一七歳くらいだろうか。

　身に纏まとうのは、動きやすさを考えて作られたであろう、ドレスタイプの軽けい鎧がいだ。

　かなりお金をかけているのか、彼女の握る剣ともども、コスプレにしては、些いささか精巧すぎる造りのようにも見えた。

「剣を下ろしなさい、フレイヤ。彼は現状をきちんと理解出来ていないだけよ」

「し、しかしこいつは今逃亡を図りました！　やはり滅めつ望ぼう側の間者では」

「──フレイヤ」

「──っ!?　……承知しました」

　オーディンに一喝された少女ことフレイヤは、しぶしぶ剣を引き、腰の鞘さやへとこれを収める。

「よろしい。あなたもこちらにいらっしゃいな」

　それを確認したオーディンは、今し方放った剣けん吞のんな眼光から一転して、先ほどの柔和で蠱こ惑わく的てきな面持ちへと戻っていた。

「はい。──というわけで、お前も回れ右だ」

「お、おう」

　フレイヤにそう促された烙那は、仕方なく一八〇度方向転換し、彼女もまたオーディンの傍らへと赴く。

　そうして整然と姿勢を正したフレイヤの姿は、やはりコスプレの領域に留まるようなものではないように思えた。

「さて、では改めて紹介するわ。この子はフレイヤ゠ヴァナディース。恐らく覚えていないとは思うのだけれど、昨日の夜、あなたが〝フェンリル〟に襲われていたところを助けてくれたのよ？」

「……助けた？　それに襲われてたって……」

　顔を曇らせる烙那に、オーディンは頷きながら言う。

「ええ。信じられないでしょうけど、あなたは襲われ、瀕ひん死しの重傷を負った。普通ならそこで命潰ついえるはずだったのだけれど、あなたは通常の人間ではあり得ない〝神しん化か〟を果たし、私たちと同じ〝神〟として転生した。これは紛れもない事実よ」

「いや、そう言われても……」

〝私は神です〟と自分で言うやつほど、怪しいやつはいない。

　無条件でそれを信じろというのは、さすがに無理な話だと思うのだが……。

「そうね、確かに信じられないという気持ちは分かるわ。でもね、この世界には私たちのような〝神〟と呼ばれる者たちが存在するの。人間界風に分かりやすく言えば、〝異世界の異能力者〟といったところかしらね」

「異世界の異能力者……」

「そう。そして私はそれらの〝王〟として君臨する者。その私があなたをこの玉座の間へと招いたのは、何も酔狂でというわけではないわ」

「えっ？」

　それは一体どういう……、と彼女の意味深な物言いに、烙那は眉根を寄せる。

　すると、オーディンは小さく息を吐いた後、厳かな口調で言った。

「これから私が話すことを、きっとあなたはすぐには受け入れられないでしょう。それでも話を聞いて貰もらえるかしら？」

「まあ、俺も状況をきちんと知りたいですからね」

「そう。ありがとう、烙那」

　頷いた烙那に、オーディンも微笑む。

「じゃあ説明させて貰うのだけれど、あなたは昨夜襲われたの。私たちと同じ、〝神〟と呼ばれる者にね。記憶が定かではないのは、恐らくそのショックによるものでしょう」

「はい」

「で、あなたを襲った相手なのだけれど、彼の名はフェンリル。この神天界と、あなたたちの住む人間界双方の滅亡を企む、《滅望の使徒》と呼ばれる破壊者たちの一人よ」

「《滅望の使徒》……」

　反はん芻すうするように呟つぶやく烙那。

「そうよ。でも彼らだけの力では、当然、この広い両界を滅ぼすことなんて出来はしないわ。私たちのような、対抗する勢力もいるしね」

「なるほど」

「ところで、あなたはこの世界がどうやって出来たか知っているかしら？」

　ふとそんな質問をされた烙那だったが、世界の誕生など、〝ビッグバンから始まった〟ということくらいしか知らず、言葉を濁す。

「ふふ、別に恥じることじゃないわ。じゃあまずはその辺りのことを、簡単に説明しましょうか」

「はい、お願いします」

　そう烙那が首肯すると、オーディンは静かに語り始めた。

「──この世界は、〝闇〟から始まったと言われていてね。気が遠くなるほどの長い間、文字通りずっと暗黒の時代が続いていたの。でもいつの頃からか、そこに《原初の王》と呼ばれる者が生まれ、暗黒の世界が純粋な暗黒ではなくなり始めた。当然、〝闇〟はこれを許さず、王の身体を〝九つ〟に引き裂いたのだけれど、引き裂かれた部位は、それぞれ〝光〟になったり〝大地〟になったりと、暗黒の世界に様々な〝変革〟をもたらしていった」

「まさかそれが俺たちの世界に？」

「ええ、そうよ」

　結論を述べた烙那に、オーディンは大きく頷いた。

「そうして王の力により、世界はこのような姿へと落ち着いたのだけれど、《原初の王》──すなわち〝始まりの王〟が存在する以上、当然、〝終わりの王〟もまた存在するわ。それが《神々の黄昏たそがれ》と呼ばれる最終戦争に、幕を引くという者──《終末の王》」

「《終末の王》……」

「そう。この世の全てを、その闇の炎で焼き尽くすという、最強にして最悪の神。それが《終末の王》」

　そこで一旦話を切ったオーディンは、瞳を閉じ、改めて烙那の顔を見据えながら告げた。




「──あなたのことよ、烙那」




「──なっ!?」

　驚きよう愕がくに顔を強張らせる烙那に、オーディンは言葉を止めることなく続けてくる。

「さっきフレイヤがあなたを助けたと言ったけれど、彼女は元々人間界に侵入したフェンリルを追っていたの。そうして見つけたのが、〝黒い炎〟に包まれたまま、気を失っていたあなただった」

「俺が、黒い炎に……？」

　啞あ然ぜんとする烙那の問いに答えたのは、当事者であるフレイヤだった。

「そうだ。それだけならば、フェンリルの攻撃でも受けたのかと思ったのだが、お前は人の身にもかかわらず、すでに神化を果たしていた。ゆえに、私はこれを不審に思い、姫さまの居城である、この〝神しん皇おう宮きゆう〟へと連れてきたのだ」

「…………」

「そしてあなたは目を覚まし、今に至るというわけ。まあ私たちが〝神〟であるということすら、あなたは未だに半信半疑だと思うのだけれど、さらに〝世界を滅ぼす王〟だと言われても、余計頭を悩ませてしまうわよね……」

　恐らくは思考の追いついていないであろう烙那を慮おもんぱかり、オーディンはそう優しく語りかけてくれたのだろう。

　が。




「──よっしゃああああああああああああああああああっっ!!」




「「──えっ!?」」

　当の烙那はガッツポーズをしながら歓喜の声を上げており、思考が追いついていないのは、むしろ彼女たちの方であった。

「お、おい!?　気でも触れたのか!?」

「はっはっはっ！　ある意味そうかもな！　何せ、こんなにテンションが高いのは久しぶりだからな！」

「「？」」

　怪け訝げんそうに顔を見合わせる女性陣に、烙那は相変わらずのハイテンションで言う。

「つまり俺は、そのなんちゃらっていう最強の神さまなんだろ？」

「あ、ああ、まあそうらしいが……」

「おう。で、そこの綺き麗れいなお姉さんが、神さまたちの王さまってことは、やっぱり一番強いやつのお嫁さんになりたいよな？」

「……はっ？」

　途端にジト目を向け始めたフレイヤだが、勢いに乗っている烙那は、一切引かずに言う。

　むしろ言わずにはいられなかったのだ。

「そう！　今この瞬間！　俺は超美人でおっぱいの大きい、えっちなお姉さんを嫁に出来る権利を手に入れたんだぜひゃっほーい！」

「ば、馬鹿も休み休み言え！　た、確かに姫さまには、まだお相手はいらっしゃらないが、だからと言って、何故そこに貴様の名前が出てくる!?」

　当然、フレイヤが躍起になって反論してくるも、すでに無敵状態の烙那は、逆に彼女の肩にぽんっと手を置き、男らしい顔で言った。

「まあそう妬やくな、フレイヤ。なんなら側室にしてやってもいいんだぜ？」

「──よし、処刑を始めるとしようか。それでこの戦もジ・エンドだ。後、私の名を軽々しく呼ぶな。死ね。身体にも触れるな。死ね」

　フレイヤが額に青筋を浮かべながら剣の柄を握る。

　と。




「──ぷっ、あっはははははははははははははっ！」




　突然そんな吹き出すような笑い声が、室内に響き渡った。

「「……？」」

　烙那たちが揃そろって声のした方に視線を向けると、そこではオーディンが、お腹を抱えて笑っていた。

「あーおかしかった……」

　そうしてひとしきり笑った後、オーディンは指で涙を拭ってから頷いた。

「──いいでしょう、烙那」

「おお!?」

「ひ、姫さま!?」

「ふふ、そう慌てないでちょうだい。確かに私は強い男が好きよ？　でもあなたの強さはまだ分からないし、あなたは曲がりなりにも《終末の王》──せっかく結ばれたとしても、この世界がなくなってしまったら、なんの意味もないでしょう？」

「た、確かに！　新婚旅行とか困りますもんね！　な？　フレイヤ！」

「わ、私に聞くな！　そして気安く名前を呼ぶな！　せめて〝さん〟をつけろ、〝さん〟を！」

「おう、分かったぜ！　サン゠フレイヤ！」

「誰だそいつは!?」

　必死に突っ込むフレイヤに微笑みを向けつつ、オーディンは言う。

「だからあなたがもしこの《神々の黄昏》から、世界を救うことが出来たのならば、私はあなたを認め、喜んであなたのものになりましょう。その時は、何をするのもあなたの自由──私もあなたを心の底から愛してあげる。もちろん心身ともに、ね？」

「心身ともに……っ」

　それを聞いた瞬間、烙那の頭の中にぽわぽわと桃色の情景が思い浮かんだ。

　──時は終戦後。

『──おめでとう、烙那。ついに戦いを終わらせたのね？』

　天蓋付きベッドの上に寝転んだオーディンが、全身をカラフルなリボンでラッピングされた状態で、烙那にうっとりとした視線を向けてくる。

『ああ、もう何も心配はいらない。これからはずっと一緒だ、オーディン』

『ああ、烙那……』

　潤んだ瞳で烙那の名を呼んだ後、オーディンはしゅるりとリボンの結び目を解ほどいていく。

『抱いて、烙那……』

『もちろんだ』

　頷けば、烙那の鎧よろいが一瞬でパージし、自慢のドラゴンスレイヤーが露わになった。

『大きい……』

　これを目にしたオーディンは、もちろん恍こう惚こつの表情を浮かべ、もじもじと両りよう股ももを擦り合わせる。

『ねえ、お願い……。早く来て……』

　オーディンが両足を開き、ベッド脇の烙那に手を差し伸べてくる。

　秘部はリボンに隠れて見えないが、準備は万全のようだ。

『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっ!!』

『ああ凄い!?　大きい!?　こんなの初めてぇぇぇ～～～～～～っっ!?』

　──ＨＡＰＰＹ　ＥＮＤ。

「…………」

　──世界は俺が救う！

　一通りの妄想を終えた烙那は、内心ぐっと拳を握り、三み度たび垂れてきた鼻血にしっかりとティッシュで栓をした後、当社比三倍くらいの爽やかな顔で言った。

「──分かりました。この私が必ず世界を救ってみせます。愛するあなたのために！」

「いや、誰なんだお前は……」

　男気溢れる烙那の傍らで、何故か一人顔を引ひき攣つらせているフレイヤだった。
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　そんなこんなで、絶世の美女たるオーディンを嫁にするため、烙那は《終末の王》の力を我が物にし、〝最強の神〟になることを決意する。

　が、ふとオーディンから、もう一つ話しておかなければならないことがあると言われ、彼女の話に耳を傾けることにしていた。

　もちろん烙那の右隣には、未だにジト目なフレイヤの姿もある。

「で、もう一つの話ってのはなんですかね？　姫さん」

「なっ!?　き、貴様、言うに事欠いて、我らの王に向かって〝姫さん〟とは何事だ!?」

　牙を剝き出しにして嚙かみついてくるフレイヤに、烙那は飄ひよう々ひようと答える。

「いや、だって〝女王さま〟って呼ぶより可愛いだろ？　お前も〝姫さま〟って呼んでたし」

「わ、私は臣下だからいいんだ！」

　えー、と不満を露わにする烙那だが、そこであることを思いつき、両手を叩たたく。

「あ、そうだ。どうせならお前にもつけてやろうか？　もっとフレンドリーになれるよう、〝フレ〟繫つながりで〝フレちゃん〟とか」

　──びきっ。

「……ほう？　貴様の首はよほど私に刎はねられたいと見えるな？　なんなら今すぐにでも刎ねてやろうか？　このサン゠フレちゃんがな」

「そ、そんなに怒るなよ……」

　途端に声のトーンが氷点下になったフレイヤに、さすがの烙那も身を震わせる。

　真面目な感じだとは思っていたが、確かに少々冗談が通じづらいようだ。

「えっと、やっぱり姫さんも普通に呼んだ方がいいですかね？」

　そう控えめに尋ねた烙那だったが、彼女はとくに嫌がる素振りを見せず、ふふっと笑ってくれた。

「別に構わないわ。あなたの呼びたいように呼びなさいな」

「おお、よかった。あ、でも呼びたいようにってことは……お、オーディン……ぶっ!?」

　ごんっ！　とフレイヤに殴られた烙那は、そのまま胸ぐらを摑つかまれて凄まれる。

「調子に乗るなよ……？」

「す、すみません……」

　割と本気で涙目になった烙那に、オーディンは苦笑いを浮かべていた。

「さて、話を戻すけれど、実は気を失っているあなたを調べた際、分かったことがいくつかあってね」

「分かったこと？」

「ええ。その辺りのことに関しては、私よりも〝彼女〟に直接聞いた方が早いわ」

「彼女？　──って、うおわあっ!?　座敷わらし!?」

　突如自身の左側に現れた人影に、烙那は驚き、ばっと身を引く。

　と。




「……失礼な」




　抑揚のない声でそう言ったのは、寝ね惚ぼけ眼まなことおかっぱ頭が印象的な、小柄な少女だった。

　年の頃は烙那の妹──〝結灯むすび〟と同じか、それよりも少し下、一〇歳前後くらいであろう。

　丈の合っていないぶかぶかのローブを身に纏っているため、口元が隠れており、歩く時も、これを引きずりながらぽてぽてと歩いていた。

「うーん」

　なんというマスコット感であろうか。

　このゆるキャラ的な愛らしさは、やはり〝座敷わらし〟とでも形容するのが、一番近しい気がする。

　なんかぽてぽてしてるし。

「──ヴォルヴァさま、お久しぶりです」

　が、そんな烙那とは裏腹に、フレイヤは少女ことヴォルヴァに対し、恭うやうやしく頭を下げており、

「……お久しぶり」

　彼女もまた、フランクな感じでこれに応えていた。

　どうやらこのヴォルヴァなる少女も、オーディン同様、フレイヤより〝位〟的なものが高いらしい。

「彼女は《神託の巫み女こ》──ヴォルヴァ。分かりやすく言えば、〝霊視の出来る預言者〟ってところね」

「こんなちびっ子が預言者……って、あいたっ!?」

「……ちびっ子ではない」

　ぽかり、とヴォルヴァにお腹を叩かれた烙那は、叩かれた箇所を擦りつつも、ちょっと可愛いなと思ったりしていた。

「彼女の預言はほぼ一〇〇パーセントの確率で当たるの。たとえば最近だと、〝近々《終末の王》が現れる〟ということや、それに先立って〝《神々の黄昏》が始まる〟ということなどかしらね」

「おお、確かに」

「で、その彼女にあなたを霊視して貰ったところ、色々と〝視みえた〟らしいのよ」

「へえー」

　感心しつつも、半信半疑な烙那の胸中を察したのか、ヴォルヴァはぽつりと呟くように言った。

「……あなたが所持するえっちな本は三冊。傾向は年上巨乳色強め。隠し場所は机の二段目に作られた隠し棚の中」

「すみません信じますからもうやめてください」

　渾こん身しんの土下座で懇願する烙那に、ヴォルヴァはどうよとばかりに薄い胸を張った。

「や、やべえぜ、フレイヤ……。こいつは本物だ……」

「当然だ。何せ、私たちの大切な巫女さまなのだからな。後、私を名前で呼ぶな」

　烙那がヴォルヴァの霊視能力に冷や汗を垂らしていると、オーディンが笑いながら言った。

「どうやら彼女の力が分かって貰えたようね。──じゃあお願い、ヴォルヴァ」

「……分かった」

　こくり、と小さく頷いたヴォルヴァは、烙那を見上げながら語り始めた。

「……視えたのは、黒い炎を纏い、自らの胸を搔かきむしる獣の姿。でも完全じゃない」

「完全じゃない？」

「……ええ。あなたはフェンリルの爪を受けた影響で、〝半覚醒状態〟にあるらしい。これはフェンリルが〝黒炎を受けて退散した〟という、フレイヤの証言から鑑みても、ほぼ間違いないと言える」

「半覚醒？　いや、でもとくに何も変わらないように見えるんだけど……って、うおお!?　なんだこれ!?　制服がずたぼろじゃねえか!?」

「いや、今さら気づいたのか……」

　フレイヤにそう突っ込まれた烙那の学ランは、胸元部分が大きく欠損しており、せっかくのお気に入りが見る影もなかった。

「……でもよく見て欲しい。あなたの胸元には、別段なんの傷痕もないでしょう？　それはわたしたちが治したわけではない」

「おお、本当だ！　ほら見ろよ、フレイヤ！」

「はいはい、それはよかったな」

　冷たく突き放しつつも、すでに名前に関しては諦めたらしく、〝気安く呼ぶな〟とは言ってこなかった。

「ふふ、仲良くなれたようでよかったわ」

　その変化に思うところがあったのかは分からないが、オーディンはそんな烙那たちの様子を、微笑しながら眺めていた。

　もっとも、烙那的にはフレイヤよりも、むしろオーディンの方と仲良くなりたかったのだが……。

「……元来、《終末の王》には〝半覚醒〟というものが存在しない。何故なら、あなたは時が来るまで王を守る〝殻〟のようなものだから。なのにあなたは耐え、王が生まれ出でるのを抑え込んだ。つまりこの状況は、様々な偶然が折り重なった末、成り立った結果だと言える。おかげで、あなたは半覚醒の〝副作用〟とも言える力を使えるようになった。獣のように荒ぶるその様から、わたしはそれを〝狂戦士化〟と名付けた」

「〝狂戦士化〟って……」

　なんだか物騒な名前だな……、と思いつつも、烙那の鼓動は微かに高鳴っていた。

　どんなものかは分からないが、行使出来る力が増えれば増えるほど、オーディンを嫁に出来る可能性も高くなるからだ。

　が。

「……そう、〝狂戦士化〟。でもこれはあなたの中のヒビ割れた蛇口を捻るような、文字通り諸もろ刃はの剣みたいなもの。一度使えば、制御出来る限界まで、《終末の王》の力を引き出すことが出来るけれど、同時に流れ込む王の意志が自我と混ざり、あなたを別の〝何か〟へと蝕んでいく──そういう力」

「こ、こえぇ……」

　高鳴っていた鼓動が一気に消え去り、烙那は子犬のようにぷるぷると身体を震わせる。

　自分を散々おちょくってくれた烙那が、そのような状態に陥ったことに、フレイヤは若干の優越感でも覚えたのだろう。

「なんだ、怖いのか？　まったく情けないやつだ」

　腕を組み、不遜かつ勝ち誇ったような顔でそう言い放つフレイヤだったが、




「──なので、フレイヤの胸を吸って欲しい」




「そうそう、私の胸を吸って……はっ？　は、はあああああああああああああっ!?」

　突如ヴォルヴァにそんなことを言われ、彼女は思わず声を裏返らせてしまった。

「え、お前のおっぱい吸ってもいいの!?　マジで!?」

　途端にぱっと瞳を輝かせる烙那に、至極当然、フレイヤは真っ赤な顔で自らの身体を抱き、声を荒らげ始めた。

「い、いいわけないだろう!?　……って、おい、お前!?　一体何を想像している!?　や、やめろ!?　そんな目で私を見るな!?」

「……ハア、ハア……」

　荒い鼻息で呼吸する烙那の顔は、それはもうだらしなく伸び切っており、やはりぽわぽわと桃色の光景が思い浮かんでいた。

　──時は深夜。

『……まったく、お前は甘えん坊さんだな……』

　どこか期待したような顔をし、フレイヤが乱れた服装でベッドに横たわっている。

『……ほら、早くこっちに……』

　大方、烙那が欲しくて堪らないのだろう。

　その証拠に、フレイヤの胸元にある敏感な突起は、烙那を指名するかの如く、びんびんに屹きつ立りつしていた。

『頼む……。もう我慢が……』

『ああ、任せておけ』

　烙那の服が一瞬にしてパージされ、自慢のグレートソードが露わになる。

『ああ、やっぱり大きい……』

　当然、これを目にしたフレイヤは恍こう惚こつの笑みを浮かべ、両股を擦り合わせ始める。

　やれやれ、どうやら吸うだけでは終わらなそうだ。

　ふっと小さく嘆息し、烙那はフレイヤのもとへと赴いた。

『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっ!!』

『ああ、凄いぃ!?　こ、こんなの初めてぇぇぇ～～～～～～っっ!?』

「──ＨＡＰＰＹ　ＥＮどばっふっ!?」

「そ、そんなことがあって堪るか!?　い、いい加減にしないとぶっ飛ばすぞ!?」

　妄想中だった烙那を剣入りの鞘でぶっ飛ばしたフレイヤは、その足でヴォルヴァのもとへと言い寄りに向かう。

「も、もうぶっ飛ばされてるんですけど……」

　もちろんぶん殴られた烙那は、床に突っ伏し、ぴくぴくと瀕死状態に陥っていた。

「い、いきなり何を仰おつしやっているのですか!?　いくら《神託の巫女》とはいえ、さすがにお戯れがすぎます！」

「……別にわたしは戯れてなんかいない。そうする必要があるから、そう言ったまでのこと」

「で、でしたらなおさら意味が分かりません！　どうしてこの変態に私の……む、胸を吸わせなければならないのですか!?」

　フレイヤの猛抗議をものともせず、ヴォルヴァはさも当然のように言う。

「……それは、そうやって定期的に戦女神ヴアルキユリアの〝聖蜜〟を与えないと、《終末の王》として覚醒してしまう上、これを欠いた状態で狂戦士化すると、力を抑制出来ずに暴走してしまうから」

「で、でもそんな破は廉れん恥ちなこと……えっ？」

　再びぽんっと肩を叩かれたフレイヤが振り向けば、鼻血止めのティッシュを鼻に詰めつつ、やはり烙那が男らしい顔で言った。

「──諦めろ。どうやらお前のおっぱいは俺に吸われる運めべっ!?　はばあっ!?　お、おま!?　往復はやめろよ!?」

「うるさい！　お前は黙ってろ！」

　フレイヤのビンタ二連発で、脳が揺れている烙那に苦笑いを浮かべつつ、今度はオーディンが口を開く。

「まあ落ち着きなさい、フレイヤ。確かに聖蜜を手っ取り早く得るには、私たちのような女神──戦女神の〝胸〟から吸うのが一番なのだけれど、だからと言って、別に〝母乳〟というわけではないから、心配せずとも、変なプレイにはならないわ」

「そ、そんな心配していません！」

「あらそうなの？　それは残念」

「残念!?」

　どういうことかと両目を見開くフレイヤだが、オーディンはこれを華麗にスルーして話を続ける。

「まあ端的に言うと、聖蜜はいずれ〝母〟になる私たち戦女神の──〝生命を創造する〟エネルギーのことなの。このエネルギーを取り込むことで、破壊の象徴たる《終末の王》の力を中和させ、ついでに狂戦士化も安定させようという試みなわけ」

「だそうだ。あー、これはもう仕方ないわぁー」

「黙れ、この変態！　そして鼻の穴を膨らませながら言うな！」

　彼女の言うとおり、自制しつつも、烙那の顔は期待に溢れており、興奮からか、鼻のティッシュがぽんぽんっと軽快に飛んでいった。

　何せ、性格はどうであれ、美少女のおっぱいを吸ってもいいと言われたのである。

　むしろ期待するなと言う方が無理であろう。

　というより、すでに烙那は美お味いしく頂く気満々であった。

　後は許可さえ下りれば、いつでもゴートゥーヘブンなのだ。

「でも聖蜜の効果はそれだけじゃないらしくてね。あ、ちなみに〝聖蜜〟というのは、私が名付けてみたの。どう？　神聖でありつつも、どこか色気を孕はらんだ感じがするでしょう？　なかなかいいネーミングセンスだと思わない？」

「わ、分かりましたから、早く続きを話してください！」

　そう急かされたオーディンは、あらあらと悪いた戯ずらっぽい笑みを浮かべて言った。

「まあいいわ。で、効果の話に戻るのだけれど、どうやら聖蜜を得て狂戦士化すると、それを与えた者の〝特性〟も同時に得ることが出来るらしいの」

「……特性？」とフレイヤ。

「ええ。つまりフレイヤならば、〝火属性の力を得られるようになる〟ということね。あ、でも聖蜜は与える者が〝純潔〟かつ〝性的絶頂〟を迎えた時じゃないと得られないらしいから、そこは気をつけないといけないわね」

「……わね」

「へえー（ちらっ）」

「こ、こっちを見るな!?　そ、そういうことならなおのこと、私は絶対に吸わせたりなどしないからな!?」

　怒髪、天を衝く勢いでそう言い切るフレイヤだが、

「あんなこと言ってますぜ？　姐あね御ご」

「あらあら、困ったわねぇ」

「……それは困った」

　烙那たちはやれやれと呆あきれたように、三人揃って彼女の方を見やった。

「ちょ、ちょっと待て!?　私は別に何も悪くないだろう!?　なんなんだこの空気は!?」

　当然、まったく意味が分からないとばかりに、フレイヤは一人声を荒らげる。

　彼女の気持ちが分からないわけではないが、真面目な話、オーディンとしても悩ましい事柄なのであろう。

「でも、確かにこのままじゃ問題ね」

　ゆえに、何か考えでもあるのか、オーディンはその豊満な胸の谷間から、親指サイズの小道具を取り出し、それを烙那に差し出しながら言った。

「ねえ、烙那。ちょっとこれを左手の薬指に着けて貰ってもいいかしら？」

「えっ？　あ、はい」

　ほのかに温もりの残る〝それ〟をオーディンから受け取った烙那は、言われたとおり、左手の薬指に着ける。

　オーディンに手渡されたのは、何やら文字が彫られた黄金の指輪だった。

　が。

「あれ!?　消えた!?」

　烙那が指輪を着けた瞬間、それは一瞬だけ目ま映ばゆく輝いたかと思うと、すうっと煙のように消えてしまった。

「……準備完了」

「ええ、ばっちりね」

　相変わらずの寝惚け眼でそう言うヴォルヴァに、オーディンも頷く。

　だがせっかくのエンゲージリング（？）を、貰った早々なくした烙那は、当然、冷静でいられるはずもなく……。

「やべえ!?　なくした!?」

　懸命に辺りを探すも、指輪の〝ゆ〟の字すら、見つけることは出来なかった。

「心配しなくても大丈夫よ。それは《ニーベルングの指輪》という神々の宝物で、〝運命を引きつける効果〟があってね。元々装着者と同化する仕様なの」

「え、あ、そうだったんですか……」

　なんて心臓に悪い……。

「ふふ、驚かせてごめんなさいね。これは着けた場所によって、様々な効果をもたらしてくれるのだけれど、左手の薬指は〝異性との絆きずなを深めてくれる〟の」

「へえー」

　異性との絆かぁ……、と烙那が指輪の消えた薬指を見据えていると、

「……早速試してみる」

　そう呟きながら、ヴォルヴァが背中を押してきた。

「お、おい!?　ちょっと!?」

　突然のことに驚くも、烙那はされるがまま、フレイヤのもとへと誘いざなわれる。

「……ふん」

　しかし彼女のご機嫌は未だに斜めのままで、腕を組み、憮ぶ然ぜんとこちらに睨みを利かせていた。

「お、おい、さすがに今は無理なんじゃないのか？」

「……そんなことはない。確かに効力はそんなに強くはないけれど、《ニーベルングの指輪》の力は本物。だからこうやってあなたを押す──とっ」

「おわっ!?」

　どんっ！　と強めに背中を押された烙那は、つんのめるようにフレイヤの方へと進み、

「ぬわあっ!?」

「えっ？　──うわあっ!?」

　途中で足をもつれさせた挙げ句、彼女を巻き込む形で床に倒れ込んでしまった。

「あらあら、早速効果が出たみたいね」

「……ええ。ぐっじょぶ」

　そんな両者の声が、どこからともなく聞こえてくるが、当の烙那はそれどころではなかった。

「……ふごふご……っ!?」

　というのも、何故かは分からないのだが、いきなりやたらと息苦しくなったからだ。

　例えるなら、目の前を何か柔らかくも温もりのある、〝布状のもの〟に覆われた感じだった。

　しかも石せつ鹼けん臭しゆうに混じって、何やら烙那の〝男〟の部分を刺激する、淫いん靡びな香りまで漂ってくるではないか。

「……ふごごっ？」

　これは一体どういうことなのか。

　体勢は未だに前のめりのままだし、もしかしたら、フレイヤの腹部辺りにでも、顔を埋うずめてしまったのではないか。

　そう考えた烙那は、早々に起き上がろうと、地面を摑んでいるはずの両手に力を込める。

　が──むにゅっ。

「ひゃうっ!?」

「……ふごっ？」

　そこでフレイヤの声が耳じ朶だを打ち、烙那はどうしたのかと不思議に思う。

　しかし今は起き上がることの方が先決だ。

　ゆえに、烙那はそのまま勢いよく顔を上げた。

「──っぷはあ!?　……はあはあ……死ぬかと思った……って、おおう!?」

　そのおかげで、なんとか開けた視界を取り戻した烙那だったが、同時にびくっと固まってしまった。

「……う、ん～……えっ……？」

　何故なら、烙那の眼下には、やはり顔を紅潮させたフレイヤがいたからだ。

　それも、




　──烙那の手によってＭ字に開脚させられた状態で。




「い、いや、これはその……」

　烙那自身、未だに状況が理解出来ていないのだが、手はフレイヤの太ももをがっしりと摑んだままの上、目の前には薄桃色の可愛らしいショーツが、筋はもちろんのこと、細部まで確認出来るくらい、はっきりとその姿を現していた。

「～～っ!?」

　そう、どうやら烙那は、今まで彼女のスカート内に頭を突っ込んでいたらしく、顔を覆っていた布状のものは、彼女のショーツだったようなのだ。

「き、貴様……っ」

「お、落ち着け！　こ、これは不可抗力というやつで……で、でもあれだ！　お前の太もも、めちゃくちゃ柔らかいし、パンツからも石鹼のいいにおぶっ!?」

　至極当然、烙那の顔にフレイヤの拳が深々とめり込んだ。

　その後、「は、離せぇ～っ!?　あの変態を殺して私も死ぬんだぁ～っ!?」と暴れ回るフレイヤを、なんとか取り押さえることに成功したオーディンたちは、ジャガイモのような顔になった烙那に治癒術をかけつつ、例の指輪についての事情を話し始めた。

「まあ今風に分かりやすく言うと、指輪の力で〝ラッキースケベ体質〟になったってことかしらね？」

「いや、〝ことかしらね？〟って……。確かにラッキーかもしれないですけど、その後にこうやってぶん殴られたら台なしじゃないですか……」

　殴られた頰を擦りながら反論する烙那だが、

「ふふ、そう思うでしょう？」

　オーディンは意味深な笑みを浮かべながら言った。

「でも見てごらんなさい──あのフレイヤの顔を！」

「えっ？」

　ドヤ顔のオーディンに促され、微かな期待を胸に、鎖で拘束中のフレイヤを見やれば、




「──こ、殺してやるうぅ～っ！」




「「…………」」

　彼女は未だに殺意を剝き出しにしながら、鎖を引き千切らん勢いで喚わめき散ちらしていた。

「……（ちらっ）」

「……ちょっとヴォルヴァ、話が違うわよ？　指輪を使ってえっちな感じになれば、万事上手くいくんじゃなかったの？」

「……おかしい。この人間界の書物ではそうなっていた。恐らくはまだ始めたばかりだから、効力が薄いのでは？」
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「なるほど。でももしかしたら、もっと過激にいかないとダメなんじゃないかしら？　いっそ下着を脱がせるくらいの勢いで」

「……確かに。その可能性は十分にある」

「…………」

　いや、ねえよ。

　何やら漫画本らしきものを取り出し、密談を始める二人に、烙那は白目をむきながら、内心突っ込みを入れる。

　すると、両者の間で結論が出たのか、オーディンは一つ咳せき払ばらいをしてから言った。

「安心なさい、烙那。そういうことなら、私にいい考えがあるわ」

「…………」

　嫌な予感しかしない烙那だった。







「──というわけで、今日からこのクラスの副担任になりました、臨時講師のオーディー゠Ｎ゠フリーズスキャルヴです。これからよろしくね、皆さん」

「「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっ!!」」

　休日明けのホームルームで、艶然と微笑む新任の女教師に、クラスの生徒たち（主に男子）がこれでもかと沸き上がる。

　が、それもそのはずであろう。

　何せ、彼女はさらさらのブロンドに、ボンッキュッボンッのパーフェクトなスタイルを持つ、超絶的な美女だったからだ。

　しかもスーツに身を包んではいるものの、彼女の豊満な胸元を預かるには、些かブラウスのサイズが心こころ許もとないと見え、今にもボタンが弾けてしまいそうだった。

　その上、スリットの入ったスカートもぴちぴち──身体のラインがくっきりと浮き出ているではないか。

　なんという破壊力。

　さすがはオーディンお姉さま女教師バージョン（眼鏡付き）である。

　まあ、それに関しては眼福としか言えないのだが……。

「……はあ」

　しかしどうしてこうなった……、と烙那は頭を抱える。

　あれから〝場所を変える〟と言い出したオーディンの指示に従い、《虹の橋》なる門をくぐったところ、まさかの片桐家に到着したのである。

　どういう原理なのかという話は、この際おいておくとして、だ。

　当然、家には烙那の妹──〝結灯〟がおり、『お、お兄ちゃんが、外国の綺麗な人を連れてきた……。しかもコスプレ……』と固まっていたのだが、お茶を用意してくれた際、オーディンからあらかたの事情を説明され、なんとか状況を把握したようだった。

　そこまではよかったのだ。

　問題は、その後にオーディンが、〝フレイヤを居候させて欲しい〟と頼んできたことだった。

　フレイヤも初耳だったのか、出されたお茶を吹き出す始末だ。

　なんでも《神託の巫女》──ヴォルヴァの預言でも、フレイヤが〝唯一《終末の王》に並び立てる〟と言われているらしく、なるべく彼女には、烙那の側にいて、絆を深めて欲しいのだとか。

　確かに泊めること自体には、なんの問題もない。

　両親は考古学者として、ともに世界中を飛び回っているゆえ、空き部屋もそれなりにはあるからだ。

　家事さえ手伝ってくれるのならば、結灯の許可が得られ次第、いくらでも泊めてやることは出来るだろう。

　もっとも、それは彼女が〝同年代の女の子〟でなければ、である。

　それどころか、オーディンには及ばずとも、フレイヤはかなりの美少女なのだ。
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　そんな女の子と一つ屋根の下で暮らすなど、倫理的によいものなのか。

　というより、指輪のせいで、いつラッキースケベが起こるかも分からないし、いずれは彼女の聖蜜を得なければならない間柄だ。

　もちろんフレイヤの気持ちもあるだろうが、そのうち〝一線〟を越えてしまうのではないか──そう杞き憂ゆうを抱いていた烙那は、当然、此こ度たびのことにも難色を示したのだが、

『──あなたが《終末の王》だと知られた以上、いずれは滅望側の者たちが接触してくるでしょう。その際、あなたが《終末の王》の力を使いこなせると言うのであれば、これらに対抗することも出来るのだけれど、現状、そうではないわ。ならば護衛役として、そして聖蜜の譲渡役として、戦女神が側にいるのが一番だと思うの』

　と、ぐうの音も出ないことを言われてしまった上、味方のはずの結灯にまで、

『──え、別にいいんじゃない？　私、お姉ちゃん欲しかったし』

　などと言われてしまったものだから、とんとん拍子にフレイヤの居候は決定──しかも〝側にいる〟ということは、もちろん学校にいる間も含まれるので……。

「あ、でも教師ではあるけれど、皆さんとは年も近いから、なんでも相談してね──とくに〝恋の悩み〟とか」

「「うほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっ!!」」

　こうなったというわけである……。

　だが何も、オーディン自ら女教師として着任しなくともよかったのではなかろうか。

　いや、事実とても似合っているので、何がダメというわけではないのだが……。

「ふふ♪」

　最中、ふと質問攻めに遭っていたオーディンと目が合い、彼女は烙那にだけ分かるようウインクをしてくれた。

「──っ!?」

　それに胸を射貫かれた烙那は、内心欲望に流されている自分に、滝のような涙を流しながらも、〝金髪ボイン万歳〟と拳を握った。

　と。




「──ど、どうして泣いてるの、片桐くん!?」




　後ろの席に座っていた、クラスメイトの水みな瀬せ姫ひめ乃のが、驚いたように尋ねてきた。

　姫乃はふわっとしたショートカットの似合う、純和風な美少女で、誰に対しても分け隔てなく接する優しい性格のため、男女問わず人気が高い。

　クラス委員も務めているので、烙那たちからは〝委員長〟の愛称で親しまれていたりするのだ。

「あ、いや、ちょっと自然の恵みに感謝をな……」

「？」

　不思議そうに小首を傾げた後、姫乃は未だ話題の中心になっているオーディンを見ながら言う。

「それにしても、凄く綺麗な先生だね」

「だな」

　まあ俺の嫁になるお姉さまなんだけどな！　とは言いたくても言えず、烙那も大人しく姫乃の話に耳を傾ける。

「あ、そういえば、今日は〝転入生〟も来るらしいよ？　それも同じく外国の子なんだって」

「ああ、まあ……あれだ。仲良くしてやってくれ」

「うん、もちろん。って、片桐くんもでしょ？　ちゃんと仲良くしてあげようね」

「ああ、そうだな……」

　烙那が黄昏たそがれながら返事をすると、このままでは埒らちが明かないとでも考えたのか、〝ザ・平凡〟の言葉がよく似合う担任（眼鏡）が、普段の五割増しくらいのイケボで言った。

　なお、いつもは坊ちゃん刈りスタイルの髪型なのだが、現在はワックスでばりばりのオールバックになっている。

「ほらほら、お前たち。オーディー先生が困っているだろう？　いや、すみませんね。まったく好奇心旺盛な年頃なもので」

「いえいえ、お気になさらず。それよりも、そろそろ〝彼女〟の紹介を」

「ええ、もちろんです。──君、入りたまえ」

　トレードマークの眼鏡をくいっと上げた担任は、目力強めに、廊下で待機しているであろう転入生を呼ぶ。

　いや、誰なんだあんたは……、と烙那が胡う乱ろんな視線を向けていると、横開きの扉をがらがらと開けながら、一人の少女が室内に姿を現した。

「──」

　彼女は色素の薄い銀髪を風になびかせ、気品のある所作でオーディンたちのいる教卓付近まで赴く。

　おお、と再び静かな歓声が上がると、少女は足を止め、自らの名を口にした。




「──フレイヤ゠ヴァナディースです。よろしくお願いします」




「…………」

　ええ、知ってますとも。

　オーディンが副担任になった以上、フレイヤがこのクラスに来ない理由はないのだから。

　しかしまあさすがは美少女──制服がここまで似合うとは……。

　元々華がなかったわけではないが、彼女らが加わったことで、クラスが一層華やかになった気がする。

　男子たちも、さぞかし明日からの登校が楽しくなることだろう。

「ヴァナディースさんもオーディー先生と同じ、北欧の小国出身でな。日本の文化に興味があるということで、オーディー先生の紹介の下、我が校に留学してきたというわけだ。二人とも独学で日本語を学んだらしく、言葉に関してはなんの問題もないそうだから、色々と教えてあげるように。それと──水瀬」

「あ、はい」

「一応クラス委員として、後で彼女たちに校内の案内をしてやってくれ。どうせならということで、オーディー先生も生徒たちに案内して欲しいそうだ」

　と促しつつ、少々残念そうな様子の担任だったが、本人の希望とあらば仕方がない。

「はい、分かりました」

　姫乃に校内の案内を任せた後、担任はそれでとフレイヤの席を指し示した。

「ヴァナディースさんの席は、窓側二列目の、最後尾一つ手前──片桐の隣だな。あいつの後ろには、クラス委員の水瀬もいるし、分からないことがあったら彼女に聞くといい」

「はい」

　静かに頷き、フレイヤは自分の席に向けて悠然と歩を進める。

　途中、フレイヤは烙那の前で足を止め、こう言ってきた。

「というわけで、ここでもよろしく頼むぞ、烙那」

「お、おう」

　頷いた烙那に満足そうな顔をし、フレイヤも席に着く。

「え、えっと、ヴァナディースさんって片桐くんとお知り合いなの……？」

　事情を知らない姫乃が戸惑ったように問うと、フレイヤは首を縦に振りながら言った。




「──ああ。私はこいつの家に住んでいるからな」




「ええっ!?」

「「は、はあああああああああああああああああああああああっ!?」」

「ちょ、おま!?　それは別に言わなくてもいいだろ!?」

「む、そうなのか？　まあ大したことでもないだろう。許せ」

「……はあ」

　言わずもがな、次の休み時間、烙那はフレイヤとどういう関係なのかと、姫乃を含めたクラスの生徒たちに、散々問とい質ただされることになるのであった。





◇






　烙那が質問攻めに遭っていた頃。




「──がああああああああああああああああああああああああああっっ!?」




「「「「「「「「「…………」」」」」」」」」

　何度目かも分からない絶叫が轟とどろく中、どことも分からぬ薄暗い室内に、十角形の机を囲む、九つの〝気配〟があった。

　灯りはほのかな輝きを放つ白亜の机のみゆえ、室内がどのような構造になっているかは定かではないが、〝人〟らしき気配があるのは確かなようだった。

　もっとも、薄らと姿が見えているのは三人だけで、残りの六人は、周囲の暗闇にほとんど同化している感じなのだが。




　──《滅望の使徒》。




　それが彼ら九人と、未だ悲鳴を上げ続ける一人を合わせた、一〇人の総称である。

「ふふ、フェンリルともあろうものが、随分と手酷くやられたようだね」

　そう無邪気な笑みを浮かべるのは、一〇代後半と思おぼしき外見の美少年。

　どこか母性をくすぐるような、子どもっぽい雰囲気を持つ魔神──〝ロキ〟だった。

「かっかっかっ、不作法者にはよい薬じゃろうて。しかし驚いたわい。まさかたまたま襲った人間の小僧が、我らの求む《終末の王》じゃったとはのう」

　自慢の髭ひげを撫なでながら言うのは、見た目七〇代くらいの好こう々こう爺や──〝ウトガルザ〟だ。

「のう、おぬしもそうは思わぬか？　ヘル」

「…………」

　姿が見えているのは、この二人の他、フードを目ま深ぶかに被った女性──〝ヘル〟だけであったが、彼女はウトガルザの問いに無言を貫いていた。

「なんじゃ、相変わらず愛想のないやつじゃのう」

　とはいえ、ヘルの声を聞いた者など、この一〇〇〇年以上、誰一人としておらず、それを承知のウトガルザゆえ、返答が来ることを期待して問うたわけではない。

「まあ無愛想なのは、他のやつらも似たようなものなのじゃがな」

　周囲をぐるりと見やり、嫌みったらしく言うウトガルザだが、当の本人たちからの反応は、ヘル同様、一切なかった。

「やれやれ、つまらんのう……」

「はは、まあそう拗すねないでよ。然るべき時が来れば、彼らも応えてくれるさ」

「ならよいのじゃがな」

「そうそう、何事も前向きに考えないとね。それよりどうだい？　どうせフェンリルはしばらくあの状態だし、今度は君が出向いてみるというのは？」

　ロキのご指名を受けたウトガルザは、意外だと言わんばかりの表情で言った。

「なんじゃ、よいのか？　儂わしはてっきり、おぬしが行くものじゃとばかり思っておったのじゃがな」

「はは、まあそれでもいいんだけどね？　でも〝彼女ら〟がこの状況でどう動くのか、ちょっと見てみたい気もするし、何より僕たちの《王》には、〝最高の状態〟で目覚めて欲しいじゃない？」

「じゃから儂を〝当て馬〟にすると？」

　鋭く放たれたウトガルザの問いだったが、ロキは満面の笑みを浮かべながら、大きく頷いて言った。

「うん、もちろん。だってそれで死んじゃったんなら、それが君の〝運命〟ってやつだからね。だからせいぜい頑張ってよ、ウトガルザさん」

「かっかっかっ、相変わらず口の減らない小僧じゃのう。じゃが承知した。ならば次は儂が行くとしよう」

　ウトガルザが席を立ち、使徒たちに背を向けて歩き始める。

「あ、分かってるとは思うけど」

　すると、ロキが念を押すようにこう告げてきた。




「──君の目的は、《王》の器を〝壊すこと〟じゃないからね？」




「──」

　しかし返答は戻らず、ウトガルザの姿が闇の中へと消える。

「ちゃんと分かってるのかな？　まあいいや。じゃあ僕たちもこれで解散ってことで。何かあったらまた呼ぶから」

「「「「「「「────」」」」」」」

　ロキがそう言った直後には、すでに七人の気配はなく、彼は一人未だ悶もだえ続つづけているフェンリルの叫びを、どこか楽しそうに聞き入っていたのだった。





二章　戦女神ヴアルキユリアたちの訪問




　放課後。

「……はあ、疲れた」

　ぐたりと机に上体を投げ出し、烙らぐ那なは大きくため息を吐つく。

「お疲れさま。大変だったね」

　そんな彼に労ねぎらいの言葉をかけてくれたのは、やはりクラス委員の姫ひめ乃のだった。

　あれからクラスメイトどころか、他クラスの生徒たちからも質問のオンパレードを受けることになった烙那は、フレイヤのことを、最終的に〝考古学者である母親の遠い親戚〟ということにし、これを乗り切ったのである。

「でも驚いたよ。まさか片かた桐ぎりくんに、あんな綺き麗れいな親戚の人がいたなんて」

「ああ、まあな。といっても、数日前に会ったばかりなんだけどな」

「え、そうなの？」

「おう。だからほぼ初対面みたいなもんだ」

「あ、そうなんだ……」

「？」

　どこかほっとしたような素振りを見せる姫乃に、烙那は首を傾げていたのだが、




「──烙那。姫さ……オーディー先生から話があるそうだ」




「おう、今行く」

　フレイヤに呼ばれ、席を立った。

「じゃあまた明日な、委員長」

「あ、うん。ヴァナディースさんもまたね」

「ああ」

　と、頷うなずいたフレイヤだったが、ふと思い出したように言った。

「そうだ。私のことは〝フレイヤ〟でいい。その方が水みな瀬せも呼びやすいだろう？」

「あ、じゃあ私のことも〝姫乃〟でいいよ。よろしくね、フレイヤさん」

「ああ、分かった。こちらこそよろしく頼む、姫乃」

　互いに微笑み合った後、フレイヤは烙那を連れ、廊下へと移動していく。

　フレイヤに連れられ、烙那が物置と化している空き教室へと赴くと、そこではすでにオーディンが机に腰かけ、優雅に待ち構えていた。

「ふふ、来たわね」

「うっ……」

　組み直した足の艶なまめかしさに、烙那が生唾を吞のみ込こんでいると、オーディンはいつものように微笑した後、フレイヤに目配せで指示を出した。

「──《結界呪》展開」

　すると、フレイヤは何やら術式を発動させ、教室全体がドーム状の結界らしきものに包まれる。

「これは……」

　結界内の壁は半透明で、流動的に動く幾何学模様のようなものが浮かんでおり、さらに耳を澄ませば、どこからともなく女性の歌声のようなものまで聞こえていた。

「──《結界呪》。私たち神々の張る隔離領域よ。要は〝結界〟ってやつね。でもこの空間内で負傷以外の〝損害〟が生じた場合、それは初めから〝存在しなかった〟ことになるから、迂う闊かつにそこら辺のものを壊さないようにね」

「りょ、了解です……」

　何それ超こえぇ……、と身を縮こまらせる烙那に微笑みを向けつつ、オーディンは用件を話し始める。

「さて、まあ大体の察しはついていると思うのだけれど、やっぱり男女の仲を発展させるには、〝学校〟というシチュエーションが一番だと思うの。とくにこういう空き教室って、なんかえっちな感じもするじゃない？」

「……それはあのちびっ子の入れ知恵ですか？」

　そう半眼を向ける烙那だが、オーディンはその問いに答えることなく、ただうふふと微笑み続けているだけであった。

　──完全にクロである。

　あの座敷わらしには、一度割とガチで、お尻をぺんぺんしておいた方がよさそうだ。

「まあそんな顔をしないでちょうだい。もちろん護衛という面も兼ねてのことだし、私たちがここにいる以上、滅望側も迂闊には手を出せないでしょうからね。それから他の生徒たちとは、下校の時間をずらした方がいいと思うの。そうすれば、万が一の時でも、被害を最小限に抑えられるし」

「なるほど」

　確かにそれで姫乃をはじめとした、他の生徒たちに被害が及ばないというのであれば、烙那が言うことは何もない。

「もちろん安全面を考えるのであれば、本当は王宮で保護するのが一番なのだけれど、でもあなたには変わらない日常を送らせてあげたいからね。だからこの辺りで妥協してちょうだいな」

「うぅ、もちろんですぜ、姫さん……」

　烙那がオーディンの気配りに男泣きしていると、彼女はぱんっと両手を叩たたき、こんな提案をしてきた。

「というわけで、せっかくのいいシチュエーションだし、早速絆きずなを深めていきましょう」

「え、あの……」

「まずはお互いのことを知るところから始めるのがいいわね。昨日はなんだかんだでどたばたしていたし。ほら、お見合いの場もこうして用意しておいたわ」

　ウインクしながらそう言うオーディンに促され、半ば強引に、烙那たちは向かい合うようにして席へと着かされる。

　その直前、オーディンからフレイヤはただ不器用なだけで、憮ぶ然ぜんとしているのは、いつものことだと耳打ちされたので、気は進まずとも、そういうつもりでお見合い（？）に臨んだのだが、

「…………」

「…………」

　空気は剣けん吞のんそのもので、烙那は救いを求めるように、部屋の隅にいるオーディンへと視線を送った。

（──頑張りなさい！）

「……はあ」

　ぐっと親指を立て、恐らくはそんなことを言いたいのであろうオーディンの視線に、小さく嘆息しつつ、しぶしぶ烙那の方から話題を振ることにした。

「あー、なんだ、その……きょ、今日はいい天気だったな」

「ああ」

　烙那に話しかけられたフレイヤは、彼の方をちらりと一いち瞥べつした後、そう返事をした。

　話しづれぇ……、と項うな垂だれそうになるも、烙那はなんとか話を続けようとする。

　フレイヤに関わりのある話題ならば、彼女も少しは乗ってくれるはずだ。

「えっと……い、委員長……水瀬はいいやつだろ？」

「そうだな。好感の持てる女子だとは思う」

　……おっ？

「あ、ああ、あいつはいつも皆のことを気にかけてるからな。先生も言ってたけど、この学校で何か分からないことがあったら、基本的にはあいつに聞くといいぞ。大体のことを知ってるしな」

「ああ、そうさせて貰もらう」

（いい滑り出しよ！　その調子で徐々に聖蜜の話に持っていきなさい！　なんなら今この場で吸っちゃってもいいわ！　その時はちゃんと席を外すから！）

「…………」

　無茶言わんでください、姉さん……、と内心白目をむく烙那だが、一応会話にはなってきたので、徐々に軌道修正を図ることにする。

「でも驚いたぜ。本当にお前たちのような〝神さま〟がいるとは、さすがに思わなかったからな」

「まあそうだろうな。基本的に両界間の移動は禁じられているし、今回のような、それこそ世界規模の危機でもない限り、その存在を知ることもなかったはずだ」

「そうなのか。じゃあ神話とか、そういう感じで話が残ってるのは、誰か人間界に来たやつが伝えたってことなのか？」

　烙那がそう問うと、フレイヤは素直に頷いて答えた。

「ああ、その可能性が高いと言える。恐らくはどこかの馬鹿が、過去の神託を元に作り上げたのだろうさ。口外するなど以もつての外ほかなのだがな」

「なるほどなぁ」

（何やってるの、烙那！　男ならガッといきなさい！　ガッと！）

「…………」

　もうあのお姉さまが王命でも出した方が早いんじゃなかろうか……。

　肩を落としてため息を吐きつつも、烙那は指示通り少々強引に話を持っていくことにした。

「で、話はがらりと変わるんだが……」

　──ぎろりっ。

「いや、やっぱり変えなくてもいいかなぁ……」

　今にも射い殺ころされそうなフレイヤの眼光に、攻勢に出ようとしていた烙那は、一八〇度方向転換し、再び守りに入っていた。

（こら、気合い入れなさい！　そんなんじゃ私をものに出来ないわよ！　あなたはそれでもいいの!?　えっちなことし放題よ！）

　微妙に痛いところを突いてくるオーディンに、烙那もぐぬぬと唇を嚙かみ締しめていたのだが、それだけは勘弁だとついに覚悟を決める。

「なあ、フレイヤ」

「なんだ？」

　こ、こえぇ……。

　王宮ではノリで普通に会話をしていたのだが、いざこうして面と向かうと、何故こうも緊張するのか。

　それ以前に、本当にフレイヤはこの状態が〝いつものこと〟なのだろうか。

　どう見てもご機嫌が斜めのように思えるのだが……。

「いや、その……ほら、今は世界の危機なわけだろ？」

「ああ、そうだな」

「で、俺はお前から聖蜜とやらを吸って、定期的に中和だかをしないと、いくら頑張ったところで、いつかは《終末の王》ってのになっちまうんだよな？」

「……らしいな」

「そりゃお前の気持ちは分かるし、俺だって無理強いはしたくないさ。そんなんで世界を救ったところで、全然嬉うれしくはないからな」

「…………」

「だからさ、吸うとか吸わないとかって話はとりあえず置いといて、今は姫さんの言うとおり、お互いのことを知るところから始めないか？」

　烙那がそう提案すると、フレイヤは逸らしていた視線をこちらへと向けた後、小さく息を吐いて居住まいを正した。

「……まあ、そうだな。確かにお前の言うとおりだ。私も誇り高き戦女神の一人として、いずれは覚悟を決めなければならないのは承知している」

　だがその前に……、とフレイヤは伏し目がちに問うてきた。

「お前、まだ私が怒っているのではないかと思っているだろう？」

「いや、まあ……はい」

　そりゃショーツ越しとはいえ、股間に顔を突っ込んだ上、今朝もほとんど会話のないまま、転入生だからと先に家を出てしまったのだ。

　避けられていると思うのが普通であろう。

　が。




「──やはりそうか……」




　烙那の返答を聞いたフレイヤは、少々落胆した様子だった。

「も、もしかして怒ってないのか？」

「当然だろう？　確かにあの時は突然のことに驚き、些いささか取り乱しはしたが、あれは《ニーベルングの指輪》のせいであって、お前のせいではない」

「お、おう」

　そう言ってくれるのは純粋に嬉しいのだが、あれで〝些か〟なのか……。

「あの変態を殺して私も死ぬんだぁ～っ!?」と暴れ回っていたフレイヤを思い浮かべ、黄昏たそがれたような表情になる烙那。

　そんな烙那を前に、フレイヤは恥ずかしそうに下を向き、つんつんと両手の人差し指同士をぶつけながら言った。

「その、私はあまり人付き合いが得意ではなくてな……。個人的には普通にしているつもりなのだが、何故か皆やたらと私に気を遣うというか……。今日もクラスの者たちが話しかけてはくれたのだが、次第に彼らの顔色が曇って……はあ……」

「なんつーか、お前も大変なんだな……」

　頭を抱えるフレイヤに、烙那はそう労いの言葉をかける。

　先ほどオーディンが〝不器用な子〟だと言っていたが、確かに彼女はそこら辺に関して、色々と疎い節があるようだ。

　しかしフレイヤがそういう性格であるというのであれば、それを踏まえた上で、親交を深めればいいだけの話である。

　別段難しいことではないはずだ。

「なあ、フレイヤ」

「うん？　なんだ？」

「いや、やっぱり人付き合いの基本って、〝笑顔〟から始まると思うんだよ」

「笑顔？」

「ああ。だからちょっと笑う練習をしてみるのはどうだ？　ほら、こうやって口角を上げてさ？」

　にっと手本を見せた烙那に、どこか戸惑った様子のフレイヤだったが、ふいに顔を赤くさせながらぼそりと呟つぶやいた。




「……やだ。恥ずかしい……」




「…………」

　あ、可愛い……、と思わず呆ほうけてしまった烙那だった。







　フレイヤと少しだけ打ち解けられるようにはなったものの、目まぐるしく変化する状況に、少々気疲れした烙那は、とりあえずこのくらいにして、後は帰宅してからにしようと提案する。

　しかしフレイヤは、まだオーディンと話があるとのことだったので、烙那は先に昇降口へと向かい、適当に時間を潰しつつ、彼女を待つことにしていた。

　と。




「──か、片桐くん！」




「おっ？」

　ふいに名を呼ばれ、振り返ってみると、何か用事でもあって残っていたのか、先ほど別れたはずの姫乃が、小さく手を振りながら佇たたずんでいた。

「あれ？　まだ帰ってなかったのか？」

「え、あ……う、うん。ちょっと頼み事をされて……」

　どこかよそよそしく答える姫乃だったが、烙那はとくに気にせず、笑いかける。

「お、そうだったのか。お疲れ」

「あ、ありがとう……。そ、それよりオーディー先生の用事はもういいの？」

「まあな。あれは時間をかけないとどうにもならんだろうし……」

「？」

「あ、いや、こっちの話だ」

　きょとんと小首を傾げている姫乃に、烙那は気にしないよう促す。

「そういう委員長も、これから帰るのか？」

「あ、うん。片桐くんもだよね？」

「おう。なんなら一緒に帰るか？　確か同じ方向だったはずだろ？」

　そう烙那が尋ねると、姫乃の顔が一瞬ぱっと明るくなったのだが、彼女はそれを抑えつつ、控えめに問うてきた。

「い、いいの？　てっきりフレイヤさんと帰るのかなって……」

「ああ、〝待ってろ〟とは言われたんだけど、まだかかりそうだからな。適当に置き手紙でも書いておけば大丈夫だろ。姫さ……オーディー先生もいるし」

「あ、そうなんだ……」

　勇気を出してよかった……、と呟くように続けた姫乃の声は、あまりにも小さく、烙那にはよく聞こえていなかった。

「うん？　なんだ？」

「あ、ううん！　なんでもないの！　じゃ、じゃあせっかくだし、一緒に帰ろっか？」

「おう、帰ろうぜ」

　そうしてフレイヤの下駄箱に置き手紙を入れた烙那は、姫乃を連れ、夕焼け映える帰路へと就く。

　道すがら、烙那は隣を歩く姫乃が、微かに笑みを浮かべていることに気がついた。

「なんか嬉しそうだな？　いいことでもあったのか？」

「えっ？　べ、別に何もないけど……。そ、そんなに嬉しそうだったかな？」

　恥ずかしそうに上目で問うてくる姫乃に、烙那はこくりと頷く。

「まあな。なんか楽しそうというか、嬉しそうというか。でも別に何もなかったんなら、俺の気のせいだったのかもしれないな」

「そ、そうだね……」

　やや赤みを帯びた顔でそう笑いつつ、姫乃は別の話題を振ってくる。

「ね、ねえ、片桐くん」

「おう、どうした？」

「え、えっと……」

「なんだ？　言いづらいことなら、別に無理して言わなくてもいいんだぞ？」

「あ、ううん、そうじゃなくて……。え、えっとね、片桐くんは覚えていないかもしれないけど、こうやって二人きりで並んで歩くの、実は二回目なんだよ……？」

　姫乃にそう言われたものの、烙那にそのような覚えはなく、そうだったっけと記憶を辿たどる。

　いつもは男子同士で帰っているし、姫乃も女子たちと一緒にいることが多く、二人きりで帰る機会は、今までに一度もなかったはずだ。

　たまに掃除当番などで下校が一緒になった時も、彼女の方が友だち待ちだったり、用事があったりと、なかなかタイミングも合わなかったからだ。

　だからこうして一緒に帰れたのは珍しく、ゆえに初めてだと思っていたのだが、どうやら違ったらしい。

「あれ？　二人で帰るのは初めてだった気が……」

　そう首を傾げる烙那に、姫乃はかぶりを振って答えた。

「中学生の時にね、私、大学生くらいの人たちに〝遊ばない？〟って声をかけられたことがあったの。もちろん私は断りたかったんだけど、あっという間に周りを囲まれちゃってね。そしたらなんだか凄く怖くなって、言葉が出なくなっちゃって……」

　その時の情景を思い出したのだろう。

　次第に姫乃の顔が暗あん澹たんたるものへと沈んでいく。

「〝誰か助けて〟って必死に心の中で祈っていたら、ふいに男の子の声がしたの──〝お前ら何してんだ？〟って」

「なんだそのイケメン!?　まるで漫画みたいじゃねえか!?」

　素で悔しがる烙那に、姫乃はふふっと微笑みながら続ける。

「うん、本当に漫画みたいだったんだよ？　まあさすがに大人五人が相手じゃどうにもならなかったみたいで、ぼこぼこにされちゃったんだけど、でもおかげで騒ぎを聞きつけた人たちが集まってきてくれて、結果的に私は助かったの」

「おお、そりゃよかったぜ。ならそいつに感謝しないとな」

「うん、そうだね」

　頷き、足を止めた姫乃は、咲き誇る花のような笑顔で、だからと恭うやうやしく頭を下げた。




「──あの時は本当にありがとうございました、片桐くん」




「……えっ？」

　当然、鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔で固まる烙那だが、途端に脳裏を一つの記憶が過よぎっていった。

　確かあれは中学二年の秋。

　買い物に出かけた際、財布を玄関に忘れたことに気づき、急いで取りに戻ろうとしたところ、途中で一人の女の子が男たちに絡まれている光景に遭遇した。

　本当は見て見ぬ振りをしようと思っていた。

　相手は大学生くらいの大柄な男子が五人──どう足あ搔がいても勝ち目なんかなかったからだ。

　でも絡まれている女の子の、とても怯おびえたような表情を目にした時、何故か烙那の足は彼女の方へと向かっていった。

　──勝てる見込みなんか何もない。

　だがそれでも、彼女を見捨てて家に戻ることなど、烙那には出来なかったのだ。

　もちろん大人五人になど敵かなうはずもなく、烙那は完膚なきまでに叩きのめされてしまったのだが、それだけの騒ぎに人が集まらないはずもなく、ほどなくして彼らは退散し、女の子も無事に解放されることになったのだ。

　先ほど姫乃が口にした、〝前に並んで歩いたことがある〟というのは、その際、烙那が強がって彼女を家の途中まで送った時のことを言ったのだろう。

「ああ!?」

　ようやく合点のいった烙那は、両手を叩いて声を張り上げた。

「もしかしてあの時の子って、委員長だったのか!?」

「ふふ、そうだよ？　やっぱり覚えてなかったんだ？」

「す、すまん。あの時とは随分と雰囲気が違ってたもんで……」

　そう、以前の姫乃はもっと髪も長く、前髪で顔を隠すような感じだったのだ。

「ううん、気にしないで。あの経験があってから、私ももっと強くならなくちゃって、髪もばっさり切っちゃったから」

「そうだったのか……」

　しかし全然気づかなかったな……、と顔を伏せる烙那を、姫乃はおかしそうに見つめる。

　二人が昔話に花を咲かせ、互いの絆がより深まったように思えた──その時だ。




　──突とつ如じよ周囲の空間が凍結した。




「「──っ!?」」

　何事かと揃そろって目を見開くが、烙那はこの空間に見覚えがあったことを思い出していた。

　空に浮かぶ半透明の幾何学模様に、どこからともなく聞こえてくる女性の歌声のような声音。

　先ほどフレイヤが張った隔離領域──《結界呪》である。

　まさかまたフレイヤかオーディン辺りが張ったのかと眉根を寄せる烙那だったが、




「──おぬしが《王》の器か？　小僧」




　どうやらその予想は外れたらしい。

　見ると、仙人のような風貌の老人が、滞空しながらこちらを見下ろしているではないか。

「え、な、何？　ど、どうしてあの人浮いてるの？　……片桐くん？」

「……っ」

　困惑する姫乃を庇かばうように、烙那が前に出る。

　烙那は直感していたのだ。

　──あれは味方ではない、と。

「かっかっかっ！」

　烙那に鋭く睥へい睨げいされた老人は、愉快そうに笑い、口元に蓄えられた髭ひげを撫なでた。

「さすがに勘は鋭いと見えるのう。さて、反応はどうかの？」

「──がっ!?　──ぐふっ!?」

「か、片桐くん!?」

　なんの前触れもなく、足元から襲いきた衝撃に、顎を打ち抜かれた烙那は、放物線を描きながら後方へと飛ばされ、数メートル離れた地面に背中から叩きつけられた。

「げほっごほっ……」

「だ、大丈夫!?　ああ、どうしよう……」

　一瞬呼吸が止まり、激しく咳せき込こむ烙那を、姫乃は介抱しようとしてくれるが、手が震えてしまったのか、何も出来ずにいるようだった。

「ふむ？　この程度の攻撃も躱かわせぬのか？　なんじゃ、随分と期待外れじゃのう」

　音もなく着地した後、老人はゆっくりと近づいてくる。

「……ぐっ」

　なんとか身体を起こそうとする烙那だが、思うように力が入らず、老人の接近をあっさりと許してしまった。

　と。

「や、やめてください！　どうしてこんな酷いことをするんですか!?」

　今度は姫乃が烙那を庇うように両腕を広げ、老人に憤りを孕はらんだ声を向けた。

「おやおや、威勢のいいお嬢さんじゃのう」

　すると、老人は不気味な笑みを浮かべた後、

　──ばしっ！

「きゃっ!?」

「委員長っ!?」




　──まるでゴミでも振り払うかのように、姫乃を弾き飛ばした。




「──うぐっ!?」

　そのままコンクリートの壁に叩きつけられた姫乃は、ぐたりと意識を失ってしまう。

「さて、これでゆるりと話が出来るわい」

「てめえ……っ」

　姫乃に手を上げたことなど、まったく気にも留めていない様子の老人に、烙那は歯を食い縛り、憤りという憤りをぶつける。

　がりっ、と歯の欠けるような音がし、嚙み合わせが一段と強くなった気がした。

「かっかっかっ、存分に憎むがよいわ。《王》の器たるおぬしに憎まれるなど、この老骨には身に余るほどの誉れじゃて」

「ふざけんな！　どうしてあいつに手を上げた!?　てめえらの狙いは俺だろうが!?」

　未だ力の入らぬ四肢に鞭むちを打ち続ける烙那が、そう声を荒らげると、老人は首を傾げながらこう言った。




「──はて？　意味などないぞ？」




「何……？」

「そうさな、あえて言うなら──〝邪魔だから払った〟かのう」

「──っ!?」

　それを聞き、烙那の瞳が大きく見開かれる。

　……邪魔だから払った、だと……？




　──バチッ！




　そんなことのために……、

　たったそれだけのことのために……、

　こいつは委員長を傷つけたというのか……？




　──バチバチッ！




　あいつは無抵抗だったのに……、

　なのにこんな……、

　こんな……っ。




　──バチバチバチッ！




　許さない……っ。

　許さない……っ！

　絶対に──許さないッ！

「──」

「ふむ？」

　幽鬼のように立ち上がった烙那の身体からは、ゆらりと〝黒いオーラ〟が立ち上っていた。

　まるで怒りや憎悪など──全ての〝負〟なるものが、その身体中から溢あふれているかのように。

　これがオーディンたちの言う、《終末の王》の力なのかは分からない。

　だがもう止められやしなかった。

　この渦巻き続けるどす黒い感情が、烙那の意志とは無関係に、身体を前へ前へと動かしていったからだ。




　──〝やつを殺せ〟と言わんばかりに。




　誘いざなわれるがまま、右手をかぎ爪状に固定した烙那は、それを自らの胸元へと持っていく。

　指先は肉を抉えぐるかの如ごとく皮膚に食い込み、シャツに真っ赤なシミが広がっていった。

　が、不思議と痛みは感じなかった。

　それどころか、心の奥底で、ある種の快楽にも似た感覚を覚えている気がしていた。

「ほう、ようやくやる気になったのかのう。ならばせいぜい楽しませてみよ」

　その時、烙那の脳裏にヴォルヴァの言葉が過ぎった。




『……視みえたのは、黒い炎を纏まとい、自らの胸を搔かきむしる獣の姿』




　そう、胸に刻まれたフェンリルの一撃によって、烙那は半覚醒状態へと陥ったのだ。

　──ガリッ！

　ゆえに、烙那の中に眠る《終末の王》の力を叩き起こす鍵は、あの時と同じく、自らの胸を搔きむしること。

　──ガリガリッ！

　けれど、彼女はこうも言っていた。

　これを欠いた状態で狂戦士化すると、力を抑制出来ずに暴走してしまう、と。

　だが、そんなこと……っ。

　──ガリガリガリガリッ！




「──知ったことかあああああああああああああああああああっっ!!」




「──なっ!?」

　烙那が自身の胸を引っ搔いた瞬間──その右手には老人の顔が鷲わし摑づかみにされていた。

「か、あっ!?」

　この驚き様だ。

　あまりの速度に避よける暇もなかったのだろう。

「うおあっ！」

「──がっ!?」

　そのまま老人の頭を地面に叩きつけ、大地にクレーターを穿うがつ。

「～～っ!?」

　老人は必死にこれを振ふり解ほどこうとするも、烙那の握力は万力が如き強きよう靱じんさを誇っており、指の一本すら剝はがせてはいないようだった。

「が、があああああああああああああああああああっっ!?」

　しかも烙那の身体は、いつの間にやら指先まで〝黒炎〟に包まれており、老人の顔を滅却せんと炎が猛る。

「うおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　さらに振りかぶった左腕にも炎が集束していき、バチバチッと青白い火花まで飛び始めた。

「──っ!?」

　何かを直感したであろう老人は、自身の右手に力を集中させ、これをがら空きになっていた烙那の腹へと、一気に放ってくる。

「ぐうっ!?」

「ぐっ……。かあっ！」

　今ので一瞬だけ顔の拘束が緩んだと思われ、隙を突いて烙那を蹴り上げた老人は、脱だつ兎との如くその場を離脱する。

「お、おのれぇ……っ」

　が、すでに老人の顔は大部分を焼かれ、無惨な姿へと成り果てていた。

「おあああああああああああああああああっ！」

「ちいっ!?」

　すかさず追撃に出た烙那の一撃を、飛ひ翔しようすることで辛うじて回避した老人は、乱れた呼吸を整えつつ、憎しみのこもった瞳でこちらを見下ろしながら、憤りをぶつけるように言い放った。

「この借りは必ず返してくれる！　それまでせいぜい恐怖に怯えながら過ごすがいい！」

　そうして老人は、憤怒の表情のまま、その姿を消失させていったのだった。







　その後、気を失った烙那は、遅れて到着したフレイヤとオーディンに助けられたらしく、姫乃ともども片桐家へと運ばれ、両者ともに無事意識を取り戻していた。

「……ふう、ちょっと落ち着いたな」

　ことり、と湯飲みをテーブルに置いた烙那の側には、老人に手を上げられた姫乃の姿もあったが、見た感じ目立った外傷もなく、それだけが烙那的にも不幸中の幸いであった。

　女の子の顔に傷が残るような事態にだけは、絶対になって欲しくなかったからだ。

「え、えっと……」

　とはいえ、やはり結灯むすびの時同様、状況の把握に手間取っているらしく、先ほどから妙によそよそしい感じだ。

「──さてと、そろそろ皆落ち着いたと思うから、先の襲撃について話を始めたいと思うのだけれど、誰か異存のある人はいるかしら？」

「「「…………」」」

「どうやらいないようね。じゃあ話を始めるけれど、でもその前に──」

　と、オーディンがフレイヤに目配せをすると、彼女は口調に険を含ませながら、烙那に対してこう尋ねてきた。

「──私が何を言いたいかは分かっているな？」

「ああ、すまん……。お前を待たなかった俺のミスだ……」

「そうだな。〝待っていろ〟と言った私の言葉を無視して、こうして実際に襲われた以上、どう繕おうがお前のミスだ」

　そう辛辣に事実を突きつけてくるフレイヤだが、そこに横から抗議の声が上がった。

「ちょ、ちょっと待ってよ、フレイヤさん。片桐くんはただ私を送ろうとしてくれただけで……。だ、だから彼だけのせいじゃなくて、責めるなら私のことも……」

「むぅ、そう言われてもだな……」

　フレイヤの剣幕に気け圧おされつつも、なんとか庇おうとしてくれる姫乃の姿に、烙那は内心申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

　何せ、あんなにも怖い目に遭ったのに、彼女は自分にも非があると言ってくれているのだ。

　分かっていたことだが、なんと心根の優しい少女であろうか。

　だが姫乃に非がないことはあきらか──いや、これだけは誰がなんと言おうと〝ない〟と断言出来る。

　ゆえに、烙那は感謝の意を伝えつつも、諭すように言った。

「ありがとな、委員長。でも俺は大丈夫だからさ」

「……片桐くん？」

「それとごめんな、危険な目に遭わせちまってさ。本当はもっと気をつけなくちゃいけなかったんだけど、やっぱり心のどこかで、現状を軽く考えてたんだと思う。だから怒られるのは当然なんだ」

「でも……」

　心配そうな、それでいてどこか寂しそうな表情を浮かべる姫乃に、さすがのフレイヤも胸が痛んだのか、わざとらしく咳せき払ばらいをしてから言った。

「ま、まああれだ。そもそも私がもっと早く用事を終わらせていれば、烙那が先に帰ることもなかったからな」

　ので……、とフレイヤはばつが悪そうな顔で続ける。

「私にも少なからず非があったと言えなくもないし……。それに、こうしてお前たちも無事だったわけで……。だ、だから次回から気をつければいいのではなかろうかと……」

　両手の指先同士をつんつんしながら、そう結論付けたフレイヤの頰ほおには、微かな朱が散っているようにも見えた。

「フレイヤさん……」

「か、勘違いはするなよ？　わ、私はあくまで状況を鑑みた上で、そうなのではなかろうかと判断しただけに過ぎんのだからな」

「ふふ、じゃああなたを引き止めた上、私たちがいるからと警備の手配を後回しにしていた私にも、少なからず責任があるわね。本当にごめんなさい」

「ひ、姫さま!?」

　深く頭を下げたオーディンに、フレイヤがぎょっと目を見開く。

　確かにフレイヤの理屈で言うのならば、彼女とともにいたオーディンも、無関係ではないのだろう。

「い、いえ、私の言いたいのはそういうことではなく……」

　だがそこまでは考えていなかったと思われ、フレイヤはなんということをしてしまったのかとおどおどしていた。

　とはいえ、それは烙那たちも同じである。

「い、いや、頭を上げてください、姫さん。別に姫さんのせいじゃないですし……」

「いえ、遅かれ早かれ、こうなることは予想出来ていたわ。今はこの辺りの警備も手配済みだからいいけれど、最初からそうせず、こうして襲撃を許してしまったのは、やはり私の軽率な判断があったからに他ならないの」

「で、でもそれは、〝変わらない日常〟を俺に送らせたかったからじゃないですか？」

「ええ、そのとおりよ」

　少しでもフォローしようとする烙那に、オーディンも複雑そうな表情を浮かべていた。

「けれど、それが裏目に出てしまった。あなたたちが遭遇したという老人は、恐らく《滅望の使徒》の一人──幻術使いの〝ウトガルザ〟でしょう」

「ウトガルザ……」

　件くだんの老人──ウトガルザの姿を思い出し、烙那の眉根にも力がこもる。

「まさかこんなにも早く〝使徒〟の一人が出てくるとは思わなかったわ。フェンリルを退けたことで、しばらくは様子を見ると思っていたのだけれど……」

　口惜しそうに表情を曇らせるオーディンに、姫乃が控えめな口調で言う。

「あ、あの……その、先ほどお話を聞かせてはいただいたのですが……えっと……」

「ええ、あなたが戸惑う気持ちは分かるわ。そして本当にごめんなさい。あなたを巻き込むつもりはなかったのだけれど、こうなってしまった以上、あなたの安全は、必ず私たちが守るから、それだけは信じてちょうだい」

「あ、いえ、それは別に構わないんですけど……」

「？」

　ちらっ、と姫乃に視線を向けられたフレイヤは、どうしたのかと不思議そうな顔をしていた。

　が、姫乃がとくに何も言ってこなかったため、それ以上突っ込むつもりはなさそうだった。

「その、お二人は片桐くんが世界を滅亡させるかもしれないので、それを防ぐためにやって来たんですよね……？」

「ええ、端的に言うとそうなるわね」

「で、その……〝聖蜜〟というのは、本当に吸わないといけないものなんですか……？」

「うーん……」

　控えめだが、どこか焦燥を覚えている様子の姫乃に、オーディンは頭を悩ませる。

　と。




「……いけないもの。これ以外に《終末の王》の覚醒を遅らせる手立てはない」




「えっ!?」

　どこから現れたのか、姫乃の隣にヴァルヴァの姿があった。

　びくっと肩を震わせた姫乃に、ヴォルヴァは軽く会釈をする。

「……どうも」

「あ、は、はい……。こんばんは……」

　啞あ然ぜんとしている姫乃の横を悠然と通り過ぎ、ヴォルヴァは、腕を組んで佇んでいたフレイヤへと近づく。

「……というわけで、そろそろ覚悟を決めるべき」

「そ、そんな簡単に言わないでください！」

　もちろん抗議の意を示すフレイヤだが、そこに同調する声があった。

「そ、そうですよ！　い、いくら世界の危機だからって、つ、付き合ってもいない女の子の胸を吸わせるのはどうかと思います！　というか、そのために〝同居〟ってどういうことですか!?」

　──姫乃である。

　何故か彼女は断固たる意志を持って、これに異を唱えていたのだ。

「姫乃……」

　突然かつ初めての同調者に、フレイヤが驚いたように目を丸くしていると、ヴォルヴァはぽてぽてと烙那のところへやってきた。

「……さすがに二対一は不利。助力を求める」

「何故俺!?　姫さんに頼めばいいだろ!?」

「……元々あなたの問題。ここは男としてびしっと言って欲しい」

「そう言われてもなぁ……」

　困ったように女子たちの方を見やるも、無言の圧力が全力で烙那を襲い、早々に視線を逸らしてしまう。

「……むぅ」

　そんな烙那に唇を尖とがらせたヴォルヴァは、ついに最終手段に出た。

「……終末の人。ちょっとそこを歩いてみて」

「いや、終末の人って……。こうか？」

　すっと腰を上げ、ゆっくりと歩き始めた烙那の足を、突如ヴォルヴァが両手で摑んできたのだ。

「……えいっ」

「のわあっ!?」

　当然、烙那はバランスを崩し、前方へと倒れ込んでしまう。

　そう、困った時の指輪頼みだ。

　ヘタレな烙那では埒らちが明かないとでも思ったのだろう。

「え、ちょ、片桐くん!?　──きゃっ!?」

　そして今回の犠牲は姫乃だったらしい。

　烙那は姫乃を押し倒す形で上に重なっていた。




　──もちろん彼女の胸元にがっつりと顔を埋うずめながら。




「ま、またお前は!?　というか、ヴォルヴァさま！」

「……そーりー」

　真っ先に反応したのは、やはり経験者のフレイヤだった。

「この！　早く姫乃から離れろ！」

「ふごごっ!?」

「や、ダメ……そ、そんなところ……あっ」

　なんとか烙那を引き剝がそうとするフレイヤだが、これも指輪の力なのか、力を加えれば加えるほどに、二人はもつれ合っていく。

　しかも烙那は、あの時同様に顔を覆われている状態ゆえ、次第に息苦しさも増しており、

「もごっ!?　ふごっ!?」

「あっ、ちょ、か、片桐くん!?　あ、だ、ダメぇ!?」

　ばたつかせた手がスカートの中に突っ込まれ、勢いでショーツをずり下ろしてしまった。

「うなっ!?」

「あらあら、可愛いお尻だこと」

　あまりのショックに白目をむくフレイヤと、どこか楽しそうな様子のオーディン。

「……これはいいもの」

　ヴォルヴァにいたっては、元凶であるにもかかわらず、烙那たちよりもお茶菓子の芋ようかんに夢中のようだった。

　それから苦心の末、なんとか解放された二人だったが、当然、互いに気まずくて顔を合わせることも出来ず、とりあえず姫乃はフレイヤに送られ、帰宅することになったのだった。
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　フレイヤに自宅まで送られた姫乃は、別れ際、この件に関しては気にしないよう気を遣われたのだが、そう簡単に割り切れるはずもなく、お風呂に浸つかりながら、一連の事柄について考えを巡らせていた。

「片桐くんが《終末の王》……」

　ちゃぷり、と波紋の伝う水面を眺めつつ、そう独りごちる。

　だが本当に気がかりなのは、烙那が世界の破壊者だということではなかった。




　──それを中和させるために必要な〝聖蜜〟の存在である。




　これをフレイヤなどの戦女神──しかもその〝乳房〟から吸わなければ、烙那の覚醒は一層進んでしまうとオーディンは言った。

　そのためにフレイヤを派遣し、現在は同どう棲せい中ちゆうなのだとも。

　そして先ほどの〝あれ〟は、それをしやすくするための行為らしいのだが……。

　見た感じ、まだ烙那はフレイヤの聖蜜を吸ってはいないようだったが、いずれは彼女も覚悟を決め、その時が来ることだろう。

〝あれ〟を繰り返した果てに、だ。

　そうなった時、果たして二人はそのままの関係でいられるのだろうか。

　烙那にしろフレイヤにしろ、思春期真まっ直ただ中なかの少年少女である。

　その二人があんな行為を繰り返し、あまつさえ、聖蜜を吸うほどの間柄になったとあれば、いつ〝その先〟に進んだとておかしくはない。

「…………」

　姫乃はそれが心配でならなかった。

　同時に、胸の辺りを何かもやっとした感情が包んでいく。

「……はあ」

　それが〝嫉妬〟というものだと理解していた姫乃は、先ほどからずっと自己嫌悪に陥っていた。

「嫌な子だな、私……」




　何故なら──姫乃は烙那が好きだったからだ。




　あの日、彼に助けて貰ってからずっと。

　だから烙那とそういう関係になりたいのは──いや、なるべきなのは、むしろ姫乃のはずなのだ。

　なのに、それを数日前に出会ったばかりのフレイヤに盗とられようとしている。

　もちろん今の彼女にそのつもりは毛頭もないだろう。

　だがやはり二人も男女──いつ心変わりするかも分からない。

　それ以前に、フレイヤが烙那とそのような行為に及ぶことを、仕方ないと理解しつつも、嫌がっている自分がいる。

　たとえ烙那が世界を滅ぼそうとも、出来ればやめて欲しいとすら思っている自分がいる。

「私って、いつからこんなわがままになったのかなぁ……」

　再度大きく嘆息し、姫乃は表情を曇らせる。

　何故烙那なのだろうか。

　何故烙那でなければならなかったのだろうか。

　いや、そこはもう頭を悩ませたところでどうしようもないのだろう。

　じゃあ聖蜜は……？　と姫乃は考える。

　聖蜜は本当にフレイヤでなければダメなのだろうか。

　オーディンから説明を受けた際、彼女はこう言っていた。

　聖蜜は生命を生み出す者──いずれ〝母〟となる、純潔の戦女神たちが持つ、〝創造〟のエネルギーだと。

　だがちょっと待って欲しい。

　生命を生み出せるのは、何も戦女神だけではない。

　姫乃のような〝人の女性〟だって、相手さえいれば、いずれは〝母〟になることが出来るのだ。

　それは〝創造〟とは違うのだろうか。

　──いいや、そんなことはない。

　自らの体内で、一〇ヵ月ほどの間、生命を育み続けるのだ。

　それが〝創造〟でないと言うのならば、一体何が〝創造〟だと言うのか。

　であれば、姫乃の身体にも、〝創造〟のエネルギーとやらが蓄えられている可能性はあるはずだ。

　ちゃんと〝純潔〟という条件だって満たしているのだから……。

　確かに〝神〟と〝人〟という違いはあるだろう。

　エネルギーの規模も、天と地ほどの差があるのかもしれない。

　だがそれでも、可能性が〝ゼロ〟だと言われるまで、絶対に諦めたくはない。

　だったら姫乃が今すべきことは──。

「……そうだよね。私もちゃんと決めないと」

　ある〝決意〟を胸に、姫乃はそう頷くのだった。





◇






「──があっ！」

　がんっ！　と荒々しく自室の本棚を蹴り倒したのは、この上ない憤怒の表情を浮かべた老人──ウトガルザだった。

《王》の器たる少年の思わぬ反撃に焼かれた顔には、一応包帯が巻かれているのだが、ところどころに血が滲にじんでおり、ずきずきと鋭い痛みが走り続けていた。

　憎い！

　憎い！

　憎い！

　憎い！

　あの小僧が──憎い！

「おのれっ！」

　──がしゃんっ！

　こうやって暴れていないと、痛みで我を忘れそうになるほどに。

「……はあ……はあ……っ」

　一通り室内の調度品などを破壊し尽くしたウトガルザだったが、そんなことで痛みが治まるはずもなく、ぎりっと歯を嚙み締める。

「こんなはずでは……っ」

　今回はただ様子見のつもりだったのだ。

《終末の王》の力がどれほどのものなのか──その片へん鱗りん程度を確認出来れば上々だ、と。

　だがウトガルザの顔は、自身の求めた〝片鱗〟により、醜く焼やけ爛ただれさせられてしまった。

　これが《王》の目覚めに必要なことは分かっている。

　しかし今も顔を焼いているかのようなこの痛みが、ウトガルザの感情を、絶えず逆撫でし続けていたのだ。

　と。




「──あーあ、もったいないなぁ」




「……っ」

　ふと背後からそんな軽々しい声が聞こえ、ウトガルザは血走った眼で振り返る。

　言わずもがな、そこにいたのはロキだった。

　ロキはウトガルザの眼光などものともせず、いつもの無邪気な笑みを浮かべながら言った。

「油断するからそういうことになるんだよ？　ウトガルザさん」

「黙れ！　貴様に言われんでも分かっておるわ！」

「あはは、ならいいんだけどね？　で、これからどうするつもりなのかな？」

「決まっておろう！」

　ロキに問われたウトガルザは、そう語気強めに言い放った。

　相手が誰かも考えず、口を滑らせてしまったのだ。

「これほどの屈辱を与えてくれたのじゃ！　ただ殺すだけでは腹の虫が治まらん！　絶望という絶望を味わわせ、じわじわと嬲なぶり殺ごろしにしてくれるわ！」

「なるほど。確かにそれは魅力的だね」

　そう笑ったロキだったが、次の瞬間、一転して冷酷極まりない視線を向けて言った。




「──でも、それは彼を〝壊す〟ってことだよね？」




「──っ!?」

　身体ごと握り潰されてしまいそうなほどの威圧感に襲われたウトガルザは、抑えることの出来ない震えに苛さいなまれ、声も出せずに固まってしまう。

　まるで蛇に睨にらまれた蛙かえる──たとえどう足搔いたとしても、この力関係を覆すことなど出来はしないだろう。

　それほどまでに強大な力に晒さらされたウトガルザは、今この場で殺されてもおかしくはないほどの緊張感に包まれながら、ロキの出方を待つ。




「──なーんて♪」




　すると、ロキは一瞬にして笑顔になり、おどけたように言った。

「そんなこと、僕が言わなくても分かってるよね。ごめんごめん。ほら、これでも一応この組織の頭だからさ。建前でもそういう態度を見せておかないとね？」

「…………」

「じゃあ頑張ってねー」

　未だ冷や汗を拭っているウトガルザに、再度笑いかけたロキは、そのまま悠然と踵きびすを返していく。

　一人その場に残されたウトガルザは、しばらく無言で俯うつむいていたのだが、

「……ぐっ」

　ふいに悔しさをぶつけるかの如く、杖つえの先端を床に叩きつけたのだった。





三章　雷の戦女神ヴアルキユリア




「──頼む！　おっぱいを吸わせてくれ！」

　──ごんっ！

「あいたーっ!?」

　自室にて、フレイヤにゲンコツを振り下ろされた烙らぐ那なは、そのまま胸ぐらを締め上げられる。

「お前、自分の言葉には責任を持てよ……？」

　あの時、空き教室で言ったセリフは一体なんだったのか──そう彼女は思っているのだろう。

　だが烙那とて、それは重々承知の上だった。

　しかしウトガルザに襲われ、為す術なく倒された挙げ句、聖蜜を欠いた狂戦士化の〝暴走状態〟に陥らなければ、姫ひめ乃のを守ることすら出来なかったのだ。

　確かにフレイヤが護衛についてはくれたが、いつまでも彼女に頼るわけにもいかないし、そもそも烙那はオーディンを嫁にするため、《終末の王》の力を自らのものにすることを誓ったのである。

　そのためには、戦女神の聖蜜で《終末の王》の意志を中和し、力のみを狂戦士化で引き出すしかない。

　そうしなければ、今日のような悲劇がまた繰り返されてしまう、と烙那はない知恵を絞って考え抜き、このような結論に至ったのだ。

　フレイヤに締め上げられながらも、その意を彼女らに伝えたところ、




「──分かったわ」




　一人軽けい鎧がい状態に戻っていたオーディンが、そう頷うなずき、自身の服に手をかけ始めた。

「えっ!?」

「なっ!?　ひ、姫さま、一体何を!?」

　当然、フレイヤが驚きよう愕がくに目を見開くが、オーディンは諦めたように言った。

「仕方ないでしょう？　烙那の言うとおり、状況も変わってしまったし、どちらにせよ、彼には強くなって貰もらわなければならないわ」

「で、ですが、何も姫さまが脱がなくとも……」

「いいえ。あれから私も考えてみたのだけれど、やはりこういうことは、〝王〟である私が率先して行わなければ、あなたたち臣下も納得出来ないと思うの」

「そ、それは……」

　言いい淀よどむフレイヤに、オーディンはふふっと微笑む。

「気にしないでちょうだい。むしろ反省しているの。同じ女性として、もっとあなたの気持ちを汲くんであげるべきだったって」

「姫さま……」

　胸に込み上げるものを感じているのか、涙ぐむフレイヤに、オーディンは静かに頷き、烙那の方を向く。

「というわけだから、とりあえずあなたには、私の聖蜜を吸って貰うわ。でも私も一応初めてだから……その、優しくしてちょうだいね……？」

　そう言って、ビキニアーマー状になっていた鎧よろいの、上部を止めていた紐ひもを外すと、ぽよよんっとビキニに包まれていた美巨乳──いや、美爆乳が露わになった。

「──っ!?」

　それはまるで悠久の時を経て磨かれた、珠玉の宝石が如ごとき完成度を持つ乳房だった。

　色白できめ細かな肌に包まれた、釣り鐘形のフォルムも、薄桃色のコケティッシュな先端部も、その何もかもが黄金比とも言うべき比率で混ざり合い、至高の一品としてここに完成を見ていたのだ。

「……さあ、烙那……」

　そんな宝物を下から持ち上げるように腕を組み、差し出してくるオーディンの顔は、すでに湯気が出そうなほど紅潮しており、それに連なって、白亜の乳房もほんのりと赤みを帯びていく。

「──」

　あのぷくりと屹きつ立りつする突起を吸い、聖蜜を得ることが出来れば、烙那は皆を守れるほどの大いなる力を、手に入れることが出来るのだろう。

　それは烙那の望んでいたことだし、そうさせてくれと頼んだのも彼自身である。

「～～っ!?」




　が──ぶぱあっ！




「「……えっ？」」

　突とつ如じよ散った鮮血の花びらに、女子たちは何事かと驚く。

　見れば、烙那はすこぶる幸せそうな顔で、鼻血を垂らしながら気絶していた。

　ああは言ったものの、やはり烙那には些いささか刺激が強すぎたらしい。

　ただでさえ、むしゃぶりつきたくなるほどのおっぱいが目の前にある上、これからなんらかの方法で、彼女を性的絶頂に導かなければならないのだ。

　その方法が、今まで参考文献（？）くらいでしか見たことのないような、とにかくえっちぃやり方でないといけないと分かれば、これはもう興奮が限度を超え、鼻血となって噴き出してしまうのも無理のない話であろう。

「ふふ、純粋な子だこと」

　情けなくも、ぽてりと気を失っている烙那の姿に、オーディンは柔和な視線を送りながら、外したビキニを着け直していく。

　最中、オーディンはフレイヤに向けてこう言った。

「安心なさい、フレイヤ。この状況を見ても分かるとおり、烙那は無理に事に及ぶようなことは絶対にしないわ。もしこの子があなたの聖蜜を心から求める時が来たのならば、それはきっと、彼にとって譲れない〝何か〟が起きた時でしょう」

「譲れない〝何か〟……」

「ええ、たぶんね。だからもしその時に、あなたがこの子の側にいて、彼の思いに共感することが出来たのならば、その時はお願い──彼に力を貸してあげてちょうだい」

「…………」

「ねっ？」

　白目をむいている烙那の頭を撫なでながら、そう笑いかけてくるオーディンに、フレイヤもふっと口元を綻ほころばせ、

「……そうですね。分かりました」

　そう、微笑むのだった。







　三〇分後。

「ＮＯぉぉぉ～っ!?」

「──きゃっ!?　い、いきなり何!?」

　なんの断りもなく部屋の扉を開けてきた烙那に、結灯むすびがぎょっとしていると、彼はそのままベッドへと飛び込み、添い寝用のクマさんぬいぐるみに抱きついた挙げ句、右に左にごろごろし始めた。

「いや、人のベッドで何してるのよ……」

　当然、実の兄の奇行に、眉をハの字にする結灯だったが、思い返すと、烙那が断りもなく部屋に入ってきたことなど、今までに一度もなく、ならば何かあったのではないかと考える。

「何？　フレイヤさんと喧けん嘩かでもしたの？」

　とりあえず可能性がありそうなことを結灯が尋ねると、烙那は滝のような涙を流しながら、首を横に振った。

「じゃあどうしたの？　ちゃんと言わないと分からないでしょ？」

　まるで母のような口調の結灯に、ついに烙那も重い口を開く。

「うぅ、実は姫さんが聖蜜を吸わせようとしてくれてな……」

「ふーん。〝姫さん〟って、確かオーディンさんのことだったわよね？」

「うん……」

「で、そのオーディンさんが聖蜜をってことは……えっ!?　も、もしかして……」

　思春期真まっ直ただ中なかの結灯ゆえ、色々と想像してしまったのだが、




「──いや、何も出来なかったんだ……」




　烙那が鼻水を垂らしながら再度首を振るのを見て、ただの杞き憂ゆうだったことに、ほっと胸を撫で下ろした。

「でも〝何も出来なかった〟ってどういうこと？　向こうはＯＫしてくれたんでしょ？」

「うん……。なのに俺は……俺は……っ!?」

　あああああああっ!?　とベッドの上で足をばたばたさせる烙那に、結灯も怒声を飛ばす。

「ちょ、ちょっとやめてよね!?　ほこりっぽくなるじゃない!?」

「うぅ、すまん……」

　結灯にすこぶる怒られた烙那は、しょんぼりと小さくなっていた。

「……はあ。で、どうしたの？」

　これに小さく嘆息した結灯は、烙那に続きを話すよう促す。

　すると、烙那は鼻水をすすりながら、ぽつりと話の続きを語り始めた。

「……うん。それで姫さんは、意を決して〝上〟を脱いでくれたんだけど、あんな美人さんの生おっぱいを、俺は間近で見たことなんてなかったから、つい興奮しすぎちまってな……。鼻血を噴き出して気絶しちまったんだ……」

「うわぁ……」

　烙那の話に些か引きつつも、ふと素に戻った結灯は、

（というか、なんなのよこの相談……）

　と、頭痛がしそうになっていた。

「しかも俺が気絶してる間に、姫さんは神しん天てん界かいだかに帰っちまったらしいし……」

　はあ……、と大きく肩を落とす烙那だったが、ふいに顔を上げ、結灯にこう頼み込んできた。




「──なので、俺におっぱいの吸い方を教えてくれ！」




「……はっ？」

　あまりに突拍子もない頼み事に、文字通り目が点になった結灯だったが、烙那は至極真剣に言っているらしく、構わず続けてくる。

「やっぱりこういうことは、吸われる側の意見も重要だと思うんだ！　だがフレイヤに聞いてもぶっ飛ばされそうだし、委員長ってわけにもいかん！　だったらもうお前しかいないだろ!?　頼む、妹よ！」

　真顔で懇願してくる烙那に、結灯は侮蔑のたんまりこもったジト目を向けた後、腰を上げ、部屋のドアを開けて言った。




「──私に兄なんていませんので、どうぞお引き取りください」




「な、何ーっ!?」

　それが予想外だったのか、烙那は驚きのあまり一瞬白目をむいたかと思うと、猛然と抗議してきた。

「ちょ、ちょっと待て、妹よ!?　お兄ちゃんは真剣なんだぞ!?」

「あっそう。じゃあ真剣に頑張ってね、自称お兄ちゃん。私、宿題やらないといけないから」

　ドアを開けたまま、再び机に戻った結灯は、ノートと教科書を開き、シャープペンを握る。

「ま、待て待て待て待て!?　兄の悩みよりも宿題の方が大事だってのか!?」

「当然でしょ？　分かったらそろそろ出て行ってくれない？　いい加減、勉強の邪魔なんだけど？」

　すでに目を合わせる気もなく、手を動かしながら淡々と言う結灯に、烙那もぐぬぬと唇を嚙かみ締しめる。

　このままでは本当になんの進展もないまま、追い出されてしまうとでも思ったのだろう。

「わ、分かった。ならまずは女の子との仲良くなり方を──」

　烙那は結灯に別のことを相談すべく、近づいて来ようとしたのだが、

「──うわっ!?」

「えっ？　──きゃあっ!?」

　途中で足をもつれさせたらしく、結灯の方に倒れ込んできた。

　がしゃんっ、と椅子ごと結灯を押し倒し、両者ともに床へと倒れ込む。

　だがすんでのところで烙那が結灯を庇かばったらしく、結灯は烙那の上に倒れ込むような形になっていた。

「あいたたた……。大丈夫か？　結灯……」

「う、うん……。ありが……えっ？」

　その瞬間、結灯は何が起こったのか、一瞬理解が出来なかった。

　ようやく思考が追いつき、妙にお腹が涼しいなと思えば、着ていたＴシャツが捲まくれ上あがっているではないか。




　──それもブラジャーごと、である。




「…………」

　つまり今の結灯は、烙那の下腹部に馬乗りになった上、彼の眼前に、上半身を惜しげもなくさらけ出していたのだ。

　最近少し胸元が膨らんできたので、思いきっていつものスポーツブラから、ちゃんとしたものへと付け替えたばかりだったのだが、やはり少し大きかったのだろう。

　いとも簡単にブラジャーは捲り上げられ、そのつぼみのような乳房が露わになっていた。

「──って、うおお!?　す、すまん！　今下げるから！」

「…………」

　結灯が呆ぼう然ぜんと佇たたずむ中、烙那は丸見えになった乳房を隠すべく、勢いよくブラジャーごとＴシャツを下げる。

　が──ずぼっ。

「げっ!?」

「～～っ!?」

　勢い余って、首元で止まるはずの襟えり刳ぐりが、肩口を通り越して、お腹まで到達してしまう。

　Ｔシャツの素材が柔らかかった上、大きめのだぼっとしたタイプだったからだ。

　頼みのブラジャーも、ストラップが広がった襟刳りに引きずられ、肘まで落ちてしまっていた。

「す、すすすまばあっ!?」

「早く出て行けえええええええええええええええええっっ!!」

　当然、烙那の頰ほおに渾こん身しんの一撃を見舞った結灯は、そのケツを蹴っ飛ばして、廊下へと追いやったのだった。







「そりゃ俺だって悪かったけどさ、何もあんなに怒らなくてもいいだろ……」

　廊下に締め出された烙那は、再度結灯とのコンタクトに臨むも、ドア越しに鉄壁の断交姿勢を取られてしまい、自室への帰投を余儀なくされていた。
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「……あれ？　なんだ、部屋に戻ったのか」

　すごすごと自室に戻ってきた烙那は、そこにフレイヤの姿がないことに気づき、恐らくは彼女用にあてがった、空き部屋にでも移動したのだろうと考える。

「まあいいや。なら風呂にでも入ってさっぱりするか」

　そう頷き、リラックスした頭で打開策を考えるべく、烙那は新しい着替えを手に、浴室へと歩を進める。

　しかし今日は色々なことがあったなぁ……、と本日の出来事を思い返しつつ、脱衣所で衣服を脱ぎ捨てた烙那は、鼻歌交じりに浴室への扉を横に開く。

　と。




　──目の前に一糸纏まとわぬ姿のフレイヤが立っていた。




「「……えっ？」」

　互いの視線が重なること数秒。

「～～っ!?」

　一瞬にしてフレイヤの顔が茹ゆで上あがり、烙那も事態の重さを把握する。

　最中、烙那の目に飛び込んできたのは、たゆんっとその存在感を露わにする、健康的な赤みを帯びた、二つの巨大肉まんだった。

　オーディン同様、左右できちんと均整の取れた、非常に美しくも豊かなバスト。

　それが烙那の眼前に、どうぞお召し上がりくださいませとばかりに差し出されていたのである。

「ち、違うんだ!?　お、俺はただ風呂に入ろうと思っただけで……い、今すぐ出て行くから、その……ほ、本当にごめん！」

　言って、脱だつ兎との如く駆け出そうとした烙那だったが、振り返ろうとした瞬間──またもや足がもつれてしまった。

　そう、どうやらこのタイミングで、結灯の時と同じく、指輪の力が発動したらしいのだ。

「うわっ!?　ちょっ!?」

「……えっ？　わあっ!?」

　体勢を崩した烙那が倒れ込んだのは、もちろん未だ啞あ然ぜんと佇むフレイヤがいる、浴室内方面だった。

　初めて会った時と同様、もつれ合うようにして浴室内へとなだれ込んだ二人は、まるでツイスターゲームのように、がんじがらめ状態になっていた。

「お、お前!?　い、一体どういうつもりで……あっ!?」

　途端に艶なまめかしい声を上げるフレイヤの下では、烙那がなんとか抜け出そうと、必死にもがいていた。

「く、苦しい……」

　しかし烙那の頭はフレイヤの股の下──太ももに挟まれるような感じになっており、烙那が動けば動くほど、フレイヤの敏感な部分を刺激していく。

「ちょ、やめ、そ、そんなに動かないで……んんっ!?」

　びくんっ、とフレイヤが身体を反らし、さらに烙那の頭を両りよう股ももで締め上げる。

　湯上がりのせいか、顔面に押しつけられた部位は、とにかくびちゃびちゃに濡ぬれており、烙那は軽く溺れかけていた。

「──ふぐっ!?」

　次の瞬間、烙那は自らの下腹部に、ぼふんっという衝撃を感じ、一瞬息苦しさを忘れてしまう。

「……はあ、はあ……」

「──っ!?」

　しかも何やら吐息のような熱い風が、断続的に吹きかけられているではないか。

　ま、まさか……っ!?　と烙那の脳裏に最悪の予感が過よぎる。

　頭を挟まれ、視界が塞がれているとはいえ、先ほどまでフレイヤの声は、仰向けに寝転んだ烙那の──〝正面斜め下方向〟から聞こえていたのである。

　そして下腹部付近に衝撃が走ったかと思えば、この股間に吹きつける熱い風だ。

「ほ[image: ]ｆじぇｗふぉい[image: ]えｗｊｆｈ[image: ]ｌ!?!?」

　となれば、答えは一つしかない。




　──身体の力が抜けたフレイヤが倒れた際、彼女の顔が烙那の股間を直撃したのだ。




　改めて考えてみれば、烙那は今フレイヤと、互いに裸でもつれ合っているのだ。

　その上、フレイヤの頭が烙那の股間部にあるのであれば、当然、烙那の頭はその逆──フレイヤの一番大事な部分に押しつけられていることになる。

　妙に濡れてはいるが、自然体の烙那とは違い、フレイヤの〝そこ〟は、余計なものが一切ない──つるつるのすべすべだった。

「──」

　そんなことを考えてしまった以上、これはもう不可抗力であろう。

　見えずとも、痛いくらいに怒張した〝それ〟の存在を、下腹部に感じた烙那は、すでに悟りの境地にいた。

「……え、な、に……!?」

　何故なら、フレイヤもまたやつの存在に気づいたらしいからだ。

　当然であろう。




　だってやつは──彼女の鼻先数センチのところにそそり立っているのだから。




「……あ、い、や……あ……あふんっ」

　ぱたり、とフレイヤが気を失った後、烙那も菩ぼ薩さつの笑みを浮かべながら、意識が昇天していったのだった。







　翌朝。

「…………」

「…………」

　なんとも気まずい空気が漂う中、烙那たちは並んで登校していた。

　あれから騒ぎを聞きつけた結灯の仲介によって、なんとかその場は収められたのだが、意図的ではないにせよ、年頃の男女があんなことになったのである。

　むしろ普通に接しろという方が、無理というものであろう。

　朝食時も一切会話がなかったし、一体これからどうすればよいのか。

「……はあ」

　せめて姫さんがいてくれたら……、と虚こ空くうを見上げる烙那だが、ふとそれではダメだとかぶりを振る。

　いつまでも頼りっぱなしでは、烙那自身のためにもならないからだ。

　ゆえに、烙那は一人頷き、勇気を出して話しかけることにした。

「な、なあ、フレイヤ」

　──ぎろりっ。

「うぐっ!?」

　すこぶる怖い顔で睥へい睨げいされた烙那だが、なんとか踏ふみ止とどまり、負けじと話を続ける。

「え、えっと、その……き、昨日は本当にすみませんでした！」

　足を止め、烙那が真摯に頭を下げると、フレイヤは小さく嘆息してから言った。

「……もういい。前にも言ったが、これはお前のせいではない。だが私も一応女なのだ。それが裸まで見られたどころか……く、口に出せぬような場所まで……」

「うっ……」

　互いに昨夜の光景を思い出し、赤い顔で無言になる。

　なんとも言えぬ静寂が二人を包むこと数秒。

「だ、だから……」

　フレイヤはばっと顔を上げ、こう声を張り上げた。




「──せ、責任を取って私を娶めとれ！」




「……はっ？　はあああああああああああああああああああああっっ!?」

　当然、何を言ってるのかと両目を見開く烙那だが、フレイヤは捲し立てるように言ってくる。

「と、当然だろう!?　あ、あのような破は廉れん恥ちな行為、生涯の伴はん侶りよたる者にしか許されないものだ！　である以上、意図的ではなかったにせよ、お前には責任を取る義務がある！　だ、だから私を娶れ！　今すぐにだ！」

「い、いやいやいやいや!?　さすがに今すぐは無理だろ!?」

「な、ならばこの戦が終わった後でも構わん！　と、とにかく娶れ！　分かったな!?」

「分かるか!?　そ、そりゃ申し訳ないことをしたとは思ってるけど……で、でもそれとこれとは話が別だろ!?　大体、俺は姫さんを嫁にする予定なんだぞ!?」

「う、うるさい！　姫さまとはまだ何もしていないだろ!?　なのに私は……く、口に出すのも憚はばかられるような場所に……か、顔まで埋うずめられたんだぞ!?」

「う、ぐっ……」

　痛いところを突かれ、烙那が言い返せずにいると、フレイヤは好機とばかりに、一転して悲壮感に満みち溢あふれた口調で畳み掛けてきた。

「それどころか、あんなにもおぞましい代物まで間近で見せられたのだ……。おかげで私は今朝方悪夢にうなされ、〝くっ、殺せ！〟と叫びながら朝を迎えた……（ちらっ）」

「ぐうっ……」

　フレイヤの放つ一字一句が、烙那の良心をがっつりと抉えぐっていく。

「もちろんまだ会ったばかりだし、お前のことを愛しているかと言われれば、現段階では首も横に振ろう。だがお前は言ったよな？　互いのことを知るところから始めればいい、と。ならば愛はこれから育めばいい──そうだろう？」

「ま、まあそうかもだけど……」

　半ば強制的に頷かされた烙那に、フレイヤは微笑みながら締めに入った。

「うん、お前ならそう言ってくれると思っていた。──後は分かるな？」

「…………」

　最後の威圧感が半端ではなかったのだが、ここで頷いては、オーディンとのラブラブな生活が消し飛んでしまう。

　とはいえ、別にフレイヤのことが嫌だというわけではない。

　彼女自身、かなりの美少女の上、スタイルもいいし、無愛想ではあるものの、性格だって悪くはないと思う。

　確かに色々と辱はずかしめてしまった以上、彼女に対して、責任を取らなければならないという気持ちもある。

　しかし烙那には、〝オーディン〟という心に決めた人がいるのだ。

　勢い任せだったとはいえ、プロポーズまでしてしまったわけだし……。

　が。

「さあ、答えを聞かせて貰おうか？」

「ぐ、むぅ……」

　フレイヤはお構いなしにじりじりと距離を詰めてくる。

　何せ、この威圧感だ。

　断った瞬間、即座に首を刎はねられたとしてもおかしくはないだろう。

　もっとも、烙那は《終末の王》ゆえ、そんなことはあり得ないと理解しているのだが、今のフレイヤならば、それもあり得るのではないかと思ってしまう。

「さあ」

「うぅ……」

　本気でどうしようかと頭を悩ませ、烙那が冷や汗を垂らしながら、壁際に追い詰められていると、




「──随分と楽しそうですね、フレイヤさま」




「「……？」」

　ふいにそんな声が横から飛び込み、烙那たちは何事かと揃そろって声のした方を見やった。

　そこにいたのは、烙那たちと同年代くらいであろう、二人の少女だった。

　一人は気の強そうな面構えの少女で、もう一人はどこかおどおどした感じの少女である。

　装いこそ一般的な洋服であるが、フレイヤを〝さま〟付けで呼んだ以上、彼女らも戦女神であろう。

　ウトガルザの襲撃を受け、オーディンも色々と手配したと言っていたし、恐らくはこの辺りの警護でも任されているに違いない。

　その彼女らが、一体なんの用なのだろうか。

　今し方声をかけてきたであろう、気の強そうな少女は、腕を組み、冷たい眼差しをこちらに向けながら言った。

「あんな出来事を起こしておいて、よくもまあそのように楽しんでいられますね？」

「いや、私は……」

　少女にそう言われたフレイヤは、途端に顔色を曇らせ、口を噤つぐんでしまった。

　あまりに突然のことに、烙那も状況が理解出来ずにいたのだが、少女の口振りから察するに、どうやらフレイヤは、過去に何かしらの〝事件〟を起こしたらしい。

　目上と思われるフレイヤに、ここまで辛辣に言えるのだ。

　何かよほどのことでもやらかしたのであろうか。

　烙那がことの成り行きを見守っていると、少女はフレイヤから視線を外し、烙那に対してこう告げてきた。

「で、あなたが《終末の王》？　だったらせいぜい気をつけることね──その人に殺されないように」

「あん？　それはどういう意味だ？」

　烙那の問いを聞いた少女は、フレイヤを憎しみのこもった視線で一いち瞥べつしてから言った。

「知らないなら教えてあげる。その人はね、実の姉であるフレイさまを死に追いやったのよ。フレイさまの愛剣──《レヴァンテイン》まで奪ってね」

「……っ」

　少女がそう吐き捨てるように言うと、フレイヤは唇を嚙み締めながら、鞄かばんの持ち手をぎゅっと握った。

　直感でしかないが、たぶん最初に会った時、烙那に突きつけてきた赤い刃の剣こそが、少女の言う《レヴァンテイン》であろう。

　それを奪い、フレイヤは実の姉──フレイを死なせたのだと少女は言った。

　ばつが悪そうにしているフレイヤの様子を見る限り、少女の言ったことは真実なのかもしれない。

　だがそこに至るまでの経緯は、その場にいた者たちにしか分からないはずだ。

「そうか。それは分かった。ところで一つ聞きたいんだが、その〝フレイ〟ってのは、フレイヤと仲が悪かったのか？」

「まさか。お二人は神天界一仲の良い姉妹だと言われていたわ。でもフレイさまの方が、何をするにも秀でていた。姫さまから宝剣──《レヴァンテイン》を授けられたのがその証拠よ」

「ふーん」

「となれば、双子の妹であるフレイヤさまが、フレイさまを疎ましく思い始めるのは当然でしょう？　何故同じ双子なのに、フレイさまだけが日の目を見るのか。何故自分ではないのかってね。そうしてある日、長年積み重なった鬱憤を晴らすことが出来る機会が巡ってきた。表向きは〝任務中の事故〟ってことになってるけど、皆言ってるわ──フレイヤさまがフレイさまを殺したんだって。《レヴァンテイン》だけ持って帰ってくるなんて、どう考えてもおかしいでしょ？」

「…………」

　言われ放題のフレイヤだが、彼女は一言も言い返さず、無言を貫いていた。

　全てが事実ゆえ、単に言い返せないだけなのか、それとも何か別の理由があるのかは分からない。

　しかし短期間ではあるが、彼女と過ごし、触れ合ってきた烙那には、どうしてもフレイヤが、そのようなことをするとは思えなかった。

「なるほどな。お前の言いたいことはよく分かったよ」

　だから烙那は言う。

　言われすぎて可哀想だからとか、そういう理由ではない。




　ただフレイヤを──信じたかったからだ。




「でもな、それは全部お前たちの想像だろ？　誰か一人でも、フレイヤがフレイを殺す瞬間を見たのか？」

「烙那……」

　烙那の言葉に、フレイヤが弱々しく顔を上げる。

　彼女は今にも泣き出しそうな表情をしていた。

「どうなんだよ？　見たのか？」

「そ、それは……。で、でも《レヴァンテイン》だけ持ち帰ってきたのよ!?　それも鞘さやごと！　そんなのおかしいでしょ!?」

「そうか？」

　むきになって反論してくる少女に、烙那は首を傾げる。

「たとえばフレイに何かあって、フレイヤに〝剣を託した〟って可能性もあるだろ？　なんで〝奪った〟の一択なんだよ。それこそおかしいだろ？」

「う、うるさいわね！　なんなのよ、あんた!?　頭おかしいんじゃないの!?」

　力の限りに指を差し、そう声を荒らげる少女に、烙那もどうしたものかと頰を搔かく。

　すると、少女は苛いら立だった様子で、踵きびすを返しながらこう言い放った。

「まったく冗談じゃないわ！　なんで私が悪いみたいな話になるのよ！　──ほら、行くわよ！　こんなやつに付き合ってらんないわ！」

「ちょ、ちょっと待ってよ～……」

　足早に歩き出した少女の後を追うように、もう一人の少女が一礼してから駆け出す。

　どうやらあちらの少女は、今回の件にあまり乗り気ではなかったようだ。

「あ、おい、待てよ！」

　最中、烙那は憶測で散々言われたフレイヤに、一言謝らせるべきだと考え、彼女らを止めようとする。

　が。

「まだ話は──って、うおっ!?」

　途中で道端に転がっていた石につまずき、体勢を崩してしまった。

　そして。

「おっとっと!?　──のわあっ!?」

　──ずるっ。

「……えっ？」




　──後ろから気の強そうな少女の、そのショーツごとスカートをずり下ろしてしまった。




「ひゃわっ!?」

　横にいた気弱な少女の顔が真っ赤になる中、

「あいたたた……げっ!?」

　烙那の見上げた先には、形のよい桃尻が、ぷりんっとその姿を露わにしていた。

　もちろんその他にも、色々と見えている気がしなくもなかったのだが、とくに烙那の目についたのは、彼女のすべすべな美尻であった。

「な、ななななっ!?」

　事態に気づいた少女の顔が、みるみる紅潮していく。

「す、すすすまん！　こ、これには深いわけがぶふっ!?」

　烙那が顔面を踏みつけられたと同時に、大絶叫が響き渡ったのは言うまでもないだろう。







　少女たちが怒声とともに去っていった後、烙那は踏まれた顔を擦りながら、フレイヤのところへと戻ってくる。

「いってぇ……」

「だ、大丈夫か？」

「おお、すまん」

　フレイヤからポケットティッシュを受け取った烙那は、それを鼻血の滴る方の穴に詰め込み、ほっと一息吐く。

　すると。

「……すまない。私のせいで、お前にまで嫌な思いをさせてしまったな……」

　フレイヤが申し訳なさそうに、そう謝罪してきた。

「気にすんなよ。別に大したことじゃないし。それより、お前の方こそ大丈夫か？」

「ああ……。まあ、いつものことだからな……」

　呟つぶやくように返事をするフレイヤの顔は、未だに曇ったままだったが、

「そうか。ならいいや。じゃあ行こうぜ。遅刻すると締め出されちまうからな」

　烙那は鞄を拾い、何事もなかったかのように登校を続けようとする。

　と。




「……何も、聞かないのか？」




　途中でフレイヤにそう問われ、烙那は再び足を止め、振り返った。

「いや、だって別に聞いて欲しいようなことでもないだろ？」

「それは、まあ……うん」

「なら聞かないさ。でもお前が聞いて欲しいって言うんなら、いつでも聞いてやるから、その時は遠慮せずに言ってくれよ」

　烙那がにっと笑いかければ、フレイヤは一瞬呆ほうけたように固まった後、頰を桜色に染めながら、静かに頷いた。

「……うん、分かった。その……ありがとう、烙那」

「おう、いいってことよ」

　再度笑いかけた烙那は、フレイヤが少しだけ元気になってくれたことに、内心安あん堵どしつつ、登校を再開すべく前を向く。

　そうして足を動かそうとした烙那の目には、青々しく澄んだ空と、そこに浮かぶ綿あめのような雲、そしてこちらへと向けて真っ直ぐに飛んでくる、赤髪の少女の姿が映っていた。

　なんとも平和な日常である。

　とくにあの赤髪の少女なんて──。

「──って、なんですとーっ!?」

　驚きのあまり両目を限界まで見開く烙那だったが、




「──お姉さまをいじめるなああああああああああああああああっっ!!」




　途端に少女の声が辺りに響き渡り、それが現実であることを再認識させられた。

「……トール？」

「やっぱりお前の知り合いか──って、うぼあっ!?」

〝トール〟と呼ばれた少女の突撃を食らい、烙那はアスファルトの地面に後頭部を打ち付ける。

　危うく死にかけた烙那だが、彼の不幸はそこで終わりではなかった。

「あいたたた……ひゃうっ!?」

　ふいにトールが何やら嬌きよう声せいを上げたからだ。

　どういうことかと状況を確認しようとするものの、烙那の視界は〝何か〟に塞がれており、身動きがまったく取れなかった。

「ぐももももっ!?」

　だが烙那は自身が置かれたこの状況に覚えがあった。

　顔面を包むほのかな温もりと、それを発する柔らかい〝何か〟を覆った、布地状の感触。

　そして石せつ鹼けん臭しゆうに混じって微かに香る、甘酸っぱくも淫いん靡びな匂い。

　そう、フレイヤを押し倒し、彼女のスカート内に顔を突っ込んでいた時と、ほぼ同じと言っても過言ではなかったのだ。

　違うのは、あの時よりも一層強く──〝上〟から圧迫されているということであろうか。




　──まるで昨夜の浴室内での体位が如く。




「やっ……ちょ、う、動いちゃダメですぅ～……」

「もごごごごごっ!?」

　そうは言われても、このままでは窒息してしまう。

「～～っ!?」

　足をばたつかせながら、なんとか脱出を試みようとする烙那だが、

「あ、んっ……そ、そこはまだ誰にも……んんっ!?」

　状況は悪化の一途を辿たどるばかりだった。

「……はあ、まったくお前というやつは……」

　そんなフレイヤの呆あきれたような声を聞きつつも、それから数分の間、烙那は天国と地獄の両方を垣間見ることになるのだった。







「ひ、酷い目に遭いました……」

　トールがフレイヤの陰に隠れながら、ぷるぷると身を震わせる。

　歳は結灯やヴォルヴァよりも少し上──一四歳くらいであろうか。

　燃えるような赤髪をツインテール状に結っており、顔つきはまだあどけなさが残るものの、芯の強さを窺うかがわせるような緊張感を持っており、やはり美少女の部類に入るほど端整であった。

　先ほどの少女たちにも言えることなのだが、フレイヤにしろ、このトールにしろ、戦女神というのは、妙に顔立ちの整った者が多いように思える。

　美人のみで構成されているのではないかと思えるほどだ。

　まあその中でも、オーディンは飛び抜けて美しいと言えるのだが。

「いや、いきなり突っ込んできたのはお前だろ……」

　そう半眼を突き刺す烙那だが、トールは唇を尖とがらせながら反論してきた。

「だ、だからって人の下着を舐なめ回まわすのはどうかと思います！」

「そ、そんなことしてねえだろ!?　ほら、お前が変なことを言うから、フレイヤがめちゃくちゃ睨にらんでるじゃねえか!?」

　烙那の言ったとおり、じーっと軽蔑の眼差しを向けてくるフレイヤ。

　が、彼女はふいに烙那から視線を外し、未だ自身の腰元にしがみついているトールに向けて、こう尋ねた。

「ところで、どうしてお前がここにいる？　確かお前の任務は姫さまの──〝王宮警護〟のはずだろう？」

「そ、それは……」

　あからさまに動揺しているトールの姿に、フレイヤも思うところがあったのか、少々語気強めに問とい質ただす。

「まさか抜け出してきたのではないだろうな？」
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「い、いえ、決して無断で抜け出してきたわけでなく……。きちんと姫さまにもお許しをいただいてますし……」

「ならばどうしてそんなに後ろめたそうなんだ？　お前、何か隠しているだろう？」

「うっ……」

　フレイヤの容赦ない詰問に、思わず言葉を詰まらせるトール。

　彼女らの事情はよく分からないが、トールはまだ年とし端はもいかないような少女である。

　何もそんなに詰め寄らなくてもよいのではないか──そう感じた烙那は、とりあえず仲裁に入ることにした。

「まあまあ、その辺にしておけよ」

「いや、そういうわけにはいかん。それに、これは私たちの問題だ」

「そう言うなって。こいつにだって、何か事情があるんだろ？　なあ、トール……だったか？」

「え、えっと……あっ」

　下を向き、もごもごと言い淀むトールの頭を撫でながら、烙那はフレイヤを諭す。

「ほら、お前が怖い顔をするから怯おびえてるぞ？」

「べ、別に怖い顔などしていないだろう!?」

　失礼な！　とそっぽを向いたフレイヤの頰には、微かに朱が散っているようだった。

「……まあいい。個人的には釈然としないのだが、姫さまのお許しを得ているというのであれば、これ以上私が言うことは何もない。そういう〝密命〟を受けているという可能性もあるからな」

「だそうだ。よかったな、トール」

「え、えっと……」

　烙那に笑いかけられたトールは、少々戸惑っている様子だったが、やがてフレイヤに対し、深く頭を下げ始めた。

「その……ごめんなさい、お姉さま……」

「別に構わん。だが私に謝るよりも、先にやることがあるだろう？」

「うっ……」

　フレイヤにそう促されたトールは、気が進まなそうにしていたのだが、ついに観念したのか、烙那に向き直り、勢いよく頭を下げて言った。

「あ、ありがとうございましたぁ！」

「おう、まあ気にすんな」

　と言いつつ、烙那は先ほどから気がかりだったことをトールに問う。

「ところで、だ。どうしてお前はうちの学校の制服を着ているんだ？」




　そう──何故かトールは、〝フレイヤと同じ制服〟に身を包んでいたのである。




　もっとも、この状況だ。

　別に問わずとも、大方の想像はついているのだが……。

「も、もちろんお姉さま……ではなく、《終末の王》たるあなたをお守りするためなのです！」

「まあ、それしかないわな……」

　予想が見事に当たり、烙那はもう好きにしてくれと脱力するのであった。







　やはりというかなんというか、トールもまたフレイヤ同様、烙那と同じクラスへの転入生だった。

　そもそも彼女の年齢（見た目的に）では、高一でも無理がありそうなものなのだが、そこはやはり神の力的なものが働いたのであろうか。

　すっかりクラスの妹ポジを獲得したトールは、フレイヤとはまた違った意味で渦中の人となり、今も皆に愛でられていた。

　人付き合いの苦手なフレイヤとは違い、感情表現が豊かゆえ、クラスの皆も馴な染じみやすかったようだ。

　と。

「か、片かた桐ぎりくん、ちょっといいかな？」

「おう、なんだ？」

　ふと姫乃に呼ばれ、烙那は彼女とともに、人ひと気けのない屋上入り口へと移動する。

　一応姫乃には、トールのことを簡単に説明しておいたのだが、何か腑ふに落ちない点でもあったのだろうか。

　そう考え、烙那が姫乃の言葉を待っていると、彼女はほのかに赤い顔をしながら、深呼吸した後、決意のこもった眼差しで言った。




「──わ、私の胸を吸って欲しいの！」




「……はっ？　えっ？　はあ!?」

　当然、意味が分からずに啞然とする烙那だが、姫乃はお構いなしに話を進めてくる。

「か、片桐くんは、フレイヤさんから〝聖蜜〟を吸わないといけないんだよね？　そうしないと、いつかは世界を滅ぼしちゃうんだよね？」

「ま、まあそうらしいんだけど……」

「だ、だったら迷ってる暇はないと思うの！　だからお願い！　私の胸を吸って！」

「い、いやいやいやいや!?　さすがにそれはダメだろ!?」

　烙那が両手を振りながら拒むと、姫乃は泣きそうな顔で訴えかけてきた。

「ど、どうして!?　やっぱりフレイヤさんくらい大きくないと嫌なの!?　私の胸は吸いたくない!?」

「い、いや、そうじゃなくて……」

　確かに姫乃の胸は、フレイヤに比べると、大きさ的に大分劣るが、問題はそこではない。

「その、詳しくは俺も知らないんだけどさ、〝聖蜜〟って戦女神からしか得られないんじゃないかなって……」

　そう、そこなのである。

　聖蜜は、いずれ〝母〟になるであろう戦女神たちの持つ、〝創造〟の力。

　オーディンはそう言っていた。

　ゆえに、人から得るのは物理的に無理なのではないか──烙那はそれを言いたかったのだ。

「で、でも私だって女の子だし……。も、もし相手がいてくれるのなら、いつかはお母さんになれるんだよ？　あ、赤ちゃんだって……」

「う、うん、それは分かってるんだけど……」

　こればかりはオーディンか、もしくはヴォルヴァ辺りにでも聞かないと、正確なことは分からないのだが、あいにく今日は二人とも、こっちの世界には出向いておらず……。

「…………」

「…………」

　重苦しい静寂が二人を包み、どうしたものかと烙那が頰を搔いていると、




「……みようよ」




「……えっ？」

　ぽつり、と姫乃が何かを呟き、烙那はきょとんとする。

「い、委員長？」

　すると、姫乃はぎゅっと烙那の手を取りながら、真っ赤に染まった頰で上目を向け、こう告げてきた。




「……じゃあ、試してみようよ」




「──なっ!?」

　突然の提案に、烙那がぎょっと目を見開いていると、彼女は赤い顔のまま、烙那の手を自身の胸元へと誘いざなっていった。

「ちょ、ちょちょちょっ!?」

　制服越しだが、手のひらに広がる柔らかな感触に、烙那の鼓動が爆発的な高鳴りを見せる。

　こ、こんなところを誰かに見られたら……!?　と慌てて辺りを警戒する烙那に、姫乃は息遣いを少々荒っぽくしながら言った。

「……どう？　何か感じる……？」

「い、いや……」

「……そっか」

　辿たど々たどしく答えた烙那に、些か残念そうな反応を見せた姫乃は、彼の手をそのまま制服の中へと導いていく。

「お、おい!?　さ、さすがにそれはまずいって!?」

「で、でも吸う時は直接触るんでしょ……？」

「そ、それは……」

　本気で拒否するのならば、もちろん強引にでも手を引くべきなのだろう。

　だが烙那にはそれが出来なかった。

　今までに見たことがないくらい、姫乃が色っぽかったからというのも、理由の一つではある。

　しかしそれ以上に、姫乃がここまでの覚悟を決めてくれたことを、なんとか尊重してあげたい自分がいたのだ。

　こんなにも顔を紅潮させるほど、彼女は恥ずかしい思いをしているのに、ここでその思いを無む下げにしてしまえば、逆に彼女を傷つけてしまうのではないか。

　そう思うと、烙那は流れに逆らうことが出来なかったのだ。

「──っ!?」

　そうして烙那の手が到達したのは、先ほどよりも柔らかさを増したものの、少々ごわごわする触り心地の布だった。

　それが〝ブラジャー〟というものだとすぐに理解した烙那は、震える指に少しだけ力を込める。

「あっ……」

　瞬間、姫乃の口から熱い吐息が漏れ、烙那の理性にヒビが入った。

　そしてそれが引き金となり、烙那の行動をさらにエスカレートさせる。

「い、委員長！」

「や、片桐くん……」

　烙那が姫乃の腰を抱くように引き寄せると、彼女が甘い声で名を呼んできた。

　──やってやる！

「んっ……」

　多少強引に制服を捲り上げると、可愛らしいフリルの付いた純白のブラジャーが、その姿を現した。

　この奥に姫乃の乳房があり、それは烙那に吸われることを心待ちにしている。

「……っ」

　ごくり、と烙那の喉が大きく鳴り、口内を唾液が満たす。

　下腹部に血液が集まるのを感じつつ、ブラジャーの縁ふちに指をかけ、烙那がこれを一気にずり上げようとすると、




「……なんなら《結界呪》を張る？」




「のわあっ!?」「ひゃうっ!?」

　どこからともなくヴォルヴァが現れ、烙那たちは揃って驚きの声を上げた。

　慌てて離れた二人に、ヴォルヴァは相変わらず抑揚のない声で言う。

「……これは失策。声をかけなければ、今頃ご懐妊だった」

「そ、そんなわけないだろ!?　つーか、なんでいるんだよ!?」

　烙那に声を荒らげられたヴォルヴァは、やはり動じた様子をおくびも見せずに言った。

「……これでもわたしは《神託の巫み女こ》。何か面白そうなことが起きそうな気がしたので、来てみたらお取り込み中だった」

「「～～!?」」

　茹で上がる両者に、ヴォルヴァはぱちぱちと両手を叩たたきながら言った。

「……でも、その気概は称賛すべきもの。確かに戦女神の胸からしか、聖蜜を吸うことは出来ない。けれど、現状、フレイヤは羞しゆう恥ち心しんが勝って難色を示している。もしあなたが戦女神であれば、今すぐにでも役割を交代したいくらい」

「ほ、本当ですか!?」

「……ええ、本当。でもあなたは戦女神ではなく人の子。である限り、どんなに頑張ったところで、聖蜜を生み出すことは出来ない」

「そ、そんな……」

　それを聞き、姫乃は悲愴感に満ちた顔で項うな垂だれてしまう。

　そんな彼女の姿が痛ましくて、烙那はどう言葉をかけてあげたらいいか悩むが、それでは余計に姫乃を傷つけてしまうだけだと拳を握る。

「その……ごめんな、委員長。せっかく勇気を出してくれたのにさ……」

「…………」

「でも委員長の気持ちは凄く嬉うれしかったし、それだけで俺は十分頑張れる。だから本当にありがとな」

「片桐くん……」

　弱々しく顔を上げた姫乃に、烙那が笑いかければ、同時に休み時間の終了を告げる鐘の音が鳴った。

「おっと、そろそろ戻らないとな」

「そうだね……。あ、ちょっとヴォルヴァちゃんに聞きたいことがあるから、片桐くんは先に戻っていてくれるかな？」

「そうか？　ん、分かった」

　傷心中だし、今は姫乃の好きにさせてやろう。

　内心そう頷き、烙那は一人教室へと戻る。

　が、その後、姫乃はいつまで経っても現れず、後に早退したという連絡を受けることになるのだった。







　烙那たちが午後の授業に勤いそしんでいた頃。

　神皇宮は玉座の間にて、オーディンのもとを訪れる人影があった。




「まさかあなたがここに来るとは思わなかったわ──水みな瀬せさん」




　そう、姫乃である。

　あれからヴォルヴァに頼み、オーディンのところへと連れて行って貰ったのだ。

「いきなりお邪魔してごめんなさい、オーディンさん……。でもどうしてもお願いしたいことがありまして……」

「なるほどね」

　一目で訳ありだと見抜いたのだろう。

　オーディンは一言そう頷いた後、

「でもその前に──ヴォルヴァ」

「……何？」

　と、姫乃の横に佇む、もう一人の少女──ヴォルヴァへと半眼を向けた。

「……あなた、一応ここの規則を知ってるわよね？」

「……もちろん。よほどの事情でない限り、神天界に人を招いてはならない」

　淡々と答えるヴォルヴァに、オーディンは大きく嘆息する。

「あなたのその図太さが時折羨ましく思えるわ……」

「……それはどうも。褒め言葉として受け取っておく」

「……はあ」

　再度肩を落としたオーディンに、静観していた姫乃が声を上げる。

「あ、あの、私が無理を言って連れてきて貰ったんです。ですからヴォルヴァちゃんを、あまり怒らないであげてくれませんか……？」

「……姫乃。あなたはとてもいい子」

　ぐっと親指を立てるヴォルヴァだが、

「そういうあなたは少し反省なさい」

　オーディンからの突っ込みが鋭角で飛んできた。

　そうして三度目のため息を吐ついたオーディンは、気分を転換させるかのように、足を組み直してから言った。

「まあいいわ。で、私にお願いしたいことというのは何かしら？　授業を放ってまで来たくらいだし、それなりに重要な事柄だとは思うのだけれど？」

「はい。実はその……」

　一瞬言い淀むも、ここで引いてはわざわざ来た意味がないと気持ちを引き締め、姫乃は真っ直ぐオーディンの目を見ながら告げた。




「──私を〝戦女神〟にして貰えませんか？」




「──っ！」

　これには少々驚いた様子のオーディンだったが、しかし努めて冷静に、かつ親身になって耳を傾けてくれる。

「……冗談、ではないみたいね」

「もちろんです。ヴォルヴァちゃんに聞きました。〝神を人にする方法〟はないけれど、〝人を神にする方法〟はあると。だからお願いです。私を神に──〝戦女神〟にしてください！」

「…………」

　ぎゅっと両目を閉じ、恭うやうやしく頭を下げる姫乃の姿を、オーディンはしばし無言で見据えていたのだが、ふいにこう切り出してきた。




「──あなた、烙那が好きなんでしょ？」




「えっ!?」

　突然のことに、ばっと赤い顔を上げた姫乃は、そのまま固まってしまう。

　すると、オーディンはおかしそうに笑いながら言った。

「ふふ、別に隠す必要はないわ。大体そんな気はしていたし。でもここに彼はいないのだから、もっと素直になりなさいな」

「え、えっと……私は……」

　こくり、と小さく頷いた姫乃に、オーディンはなるほどと椅子から腰を上げ、一歩ずつ歩を進めながら言った。

「にもかかわらず、いきなりフレイヤが現れ、しかも烙那は彼女の聖蜜を吸わなければならない上、すでに二人は同居済み。いくら妹の結灯ちゃんがいるとはいえ、当然、烙那に思いを寄せるあなたからすれば、気が気でないわよね？」

「……っ」

　悔しさを滲にじませながら俯うつむく姫乃に、オーディンは続けて尋ねる。

「ヴォルヴァから聞いたのだけれど、烙那に聖蜜を与えようとしたんですって？」

「……はい。私だって女の子ですし、もしかしたら力になれるんじゃないかなって……」

「……そう」

　だがそれは無理だとヴォルヴァに言われた。

　人の身では、どんなに頑張ったところで、聖蜜を生み出すことは出来ないのだ、と。




　──そう、〝人の身〟では。




　ゆえに、姫乃は烙那を先に戻らせ、ヴォルヴァに問うたのだ。

〝人から戦女神になる方法〟はないのか、と。

　そして彼女は頷いた──〝人を神にする方法は存在する〟と。

　だから一いち縷るの望みを胸に、無理を言ってオーディンのもとを訪れたのである。

「お願いします！　私、片桐くんの力になりたいんです！」

「それは痛いほど理解しているし、同時に申し訳なくも思っているわ。でもね、よく考えてみてちょうだい。神になるということは、〝この争いに関与する〟ということ。烙那に聖蜜を与えるということは、その力で昨日あなたを襲ったウトガルザのような──〝敵対する神々を殺すかもしれない〟ということなのよ？　あなたにその覚悟があるの？」

「そ、それは……」

「それに、一度神になれば、二度と人に戻ることは出来ないわ。寿命も神の方が遥はるかに長いし、あなたは親しい人たち全ての死を、それこそ最後の一人まで、見送らなければならなくなる。それでも、あなたは本当に神になりたいと思うの？」

「…………」

　そうオーディンに詰め寄られた姫乃は、堪たまらず口を噤んでしまう。

　が、オーディンはさらなる〝追撃〟を以もつて、姫乃を追い詰めてきた。




「あなたには言ってなかったけれど、実は私──烙那にプロポーズされているの」




「──っ!?」

　それを聞き、姫乃の顔から一瞬にして血の気が引く。

　だがオーディンは容赦なく続ける。

「だから私は条件を出したわ。もしこの戦いを勝利で終わらせることが出来たのならば、その時は喜んであなたのものになってあげるってね。つまり彼が躍起になって聖蜜を求めているのは、他ならぬ私を手に入れるためなの。それでもあなたは戦女神になりたいと思うの？　他の女を求める想い人に、人の生を捨ててまで、自らの全てを捧ささげることが出来ると言うの？」

　これ以上ない〝追撃〟を放ち、さすがの姫乃も諦めると思ったのだろう。

「分かったら諦めなさい」

　オーディンはくるりと踵を返し、玉座へと戻っていった。

　が。




「……さ……ます」




「……えっ？」

　彼女の足は途中で止められた。

　ぽつり、と呟くように絞り出した姫乃の声が、その耳に届いたからだ。

　振り返ったオーディンに、姫乃は一片の曇りもない眼をぶつけながら言った。




「──捧げます！　それでも私は、片桐くんと一緒に生きていきたいから！」




「水瀬さん、あなた……」

　驚いたように双そう眸ぼうを見開くオーディンの衣服を、ヴォルヴァがくいっと引いて言う。

「……これが恋する乙女の覚悟。そろそろ折れてもいい頃合い」

「あなたねえ……」

　呆れたような視線をヴォルヴァに向けた後、オーディンは小さな息を吐いてから、首を縦に振った。

「──分かったわ。そこまでの決意を秘めているというのであれば、もう何も言うことはありません。でも人が神になるためには、それ相応の〝試練〟を受けなければならないわ。その覚悟は出来ているかしら？」

「はい！」

　即答。

　今の姫乃には、もう一ひと欠片かけらの迷いもありはしなかった。

　決めたのだ──烙那とともに生きると。

　たとえ彼が、オーディンに想いを寄せていたとしても、だ。

「なら結構」

　と、半ば諦めたように、姫乃の覚悟を受け入れた様子のオーディンだったが、ふと何かを思い出したらしく、姫乃にこう告げてきた。

「ああそれと、さっきのプロポーズの話なのだけれど」

「は、はい」

「一応誤解のないように言っておくけれど、あれは烙那が寝ね惚ぼけて口を滑らせたようなものだから、本当に心の底から言ったわけではないと思うわ」

「えっ……。そ、そうなんですか……？」

　真偽のほどは分からずとも、微かな喜びが含まれている姫乃の問いに、オーディンは頷きながら言った。

「ええ、だから心配しないでちょうだい。まあその後の〝約束〟の方は本当なのだけれど、そうなる前に、あなたが彼の心を摑つかめばいいだけだしね。でもあなたの頑張りが足りなければ、私が盗とっちゃうかもしれないから、そこは覚悟しておくように」

「は、はい！　私、頑張ります！」

「ええ、期待しているわ」

　ぐっと胸元で両拳を握る姫乃に、そう微笑んだオーディンだが、




「──じゃあこれからは、とにかく烙那とえっちなことをしなさい」




「……えっ？」

　突如そんな指示を出してきて、驚きのあまり、姫乃の口は半開きになった。

「水瀬さん」

「は、はいっ」

　しかも、未だ状況が理解出来ていない姫乃のことなどお構いなしで、オーディンは再び彼女に近づき、人差し指を立てながら、ある問いを投げかけてくる。

「人が神になるためには、必ず必要なものが一つあるのだけれど、それがなんだか分かるかしら？」

「い、いえ……」

　首を横に振った姫乃に、オーディンはどこか蠱こ惑わく的てきな仕草でこう告げてきた。




「それはね──神の〝体液〟よ」




「た、体液……？」

「そう、体液。それを取り込み続けると、いずれ人は神の気を纏い、ある時を境に〝神しん化か〟するの」

「な、なるほど……。──ひゃうっ!?」

　神妙に頷く姫乃のおへそから、指先をつーっと上へと走らせたオーディンは、胸元を経由し、それを口元に持っていきながら言う。

「でも体液だからって、輸血すればいいってものではなくてね。この可愛らしいお口で得なければならないの。要は〝経口摂取〟というやつね」

「は、はい……」

　そして指先でぷるんっと姫乃の唇を弾いたオーディンは、そのまま彼女の耳元で囁ささやくように言った。

「だからあなたは、これからいっぱい取り込むの──烙那の体液を、ね。もちろん一番効力があるのは……言わなくても分かるわよね？」

「──っ!?」

　悪いた戯ずらっぽい笑みを浮かべ、愕がく然ぜんとする姫乃から離れたオーディンは、最後にこう念押ししてきた。

「あ、でも最後までしちゃダメよ？　聖蜜は〝純潔〟の戦女神からしか得られないのだからね。もしどうしてもしたくなった時は、〝後ろ〟で我慢しておくように。いいわね？」

「う、〝後ろ〟って……」

　ま、まさか……っ!?　と驚愕の表情を浮かべる姫乃に、オーディンは一層小悪魔的に笑い、つんつんと自身の豊満なヒップを指差した。

「こ・こ♪」

「～～っ!?」

　その瞬間、姫乃の顔がポストよりも赤くなった。







　一方その頃。

　やっとこさ本日の授業を全て終え、烙那たちは放課後を迎えていた。

　いつの間にやら早退していた姫乃のことは気になるが、今は〝彼女〟の方が優先である。

「しかし人間界の学校というのも、なかなか楽しいものですね、お姉さま」

「ああ、そうだな」

　そう、トールだ。

　フレイヤ同様、ちゃっかりクラスメイトとして転入してきたのはいいものの、なんでも人間界に興味があるとかで、烙那に街の案内を頼んできたのだ。

　しかも。

「ところで、本当に私はついて行かなくても大丈夫なのか？」

「もちろんです！　お姉さまのお手を煩わずらわせるほどのことでもありませんので！」

　というように、トールと二人での行動になりそうなのだ。

　個人的には、彼女と付き合いが長いであろうフレイヤが同伴してくれた方が、何かと気が楽なのだが、このように本人が大丈夫だと言い続けているため、それも難しそうであった。

「ならば私は、結灯とでも過ごさせて貰うとしよう。一度ゆっくりと話をしてみたかったからな」

「ええ、そうしてください。この人は私がきっちりと見張っておきますので」

「いや、なんで俺が危険人物みたいな扱いになってるんだよ……」

　そうジト目で突っ込みを入れた烙那だったが、途端にじろりとトールに睥睨され、何故睨まれたのかと首を傾げていた。

「ではあまり遅くならないようにな。何かあった時は、すぐに連絡をするように。分かったか？」

「おう」「はいです！」

　揃って頷いた烙那たちに背を向け、フレイヤが帰路へと就く。

「じゃあ適当にぶらつくか」

　それを見送った烙那は、トールにそう提案してみたのだが、




「──ああ、ご案内は結構です。それよりちょっとお付き合いして貰えませんか？」




「えっ？」

　ふいにそんなことを言われ、思わず呆けてしまった。

「お、おい、どこに行くんだよ？」

　だがその間にも、トールは足早に歩き始め、

「いいからついてきてください」

　そう言われてしまったものだから、烙那としても、大人しく従うことしか出来なかったのだった。







「──やっと二人きりになれましたね」

　そうして人ひと気けのない工場跡地へと連れてこられた烙那に、開口一番トールが言った言葉がそれだった。

　わざわざフレイヤを先に帰らせ、このような場所に招いた挙げ句、そんなことを言ってきたのだ。

　ならば彼女の用件はこれしかないだろう。

　烙那は全てを察し、トールに対して真摯な面持ちで告げた。




「──すまん。お前とは付き合えない」




「そ、そんなぁ……って、何を言わせるんですか!?　というか、一体何を勘違いしているんですか、あなたは!?」

　これでもかと指を差して抗議してくるトールに、烙那は小首を傾げる。

「あれ？　違うの？」

　普通はこういうシチュエーションの場合、女の子からの告白というのが、セオリーだと思っていたのだが……。

「ち、違いますぅ！　大体、私とあなたはまだお会いしたばかりじゃないですか!?」

「いや、でも〝一ひと目め惚ぼれ〟ってこともあるだろ？」

「ないですよ!?　少なくとも、あなたに対しては断言出来ます！」

「そうなのか……」

　ちょっと期待したのに……、とあからさまにがっかりする烙那に、

「いや、さっきお断りしてたじゃないですか……」

　と、半眼を突き刺したトールだったが、はっと気づいたように咳せき払ばらいし、本題に入ってきた。

「そ、そんなことはどうでもいいんです！　ここにあなたをお呼び出ししたのは、他でもないお姉さまの件です！」

「フレイヤの件？　なんのことだ？」

　言っている意味が分からず、烙那はぽかんとする。

　が。




「──とぼけないでください！」




　トールは再び指を差し、そう声を張り上げた。

「《終末の王》こと片桐烙那──さん！」

　あ、そこはちゃんと〝さん〟をつけるんだ。

「何故破壊者であるあなたのために、我らのお姉さまが凌りよう辱じよくされなければならないのですか!?　そんなの、私は断じて認めません！」

「いや、俺は別に破壊するつもりはないんだけど……。それに〝凌辱〟するつもりもないし……」

「黙らっしゃい！　誤魔化そうったってそうはいきません！　そもそも覚醒を防ぐために、戦女神のお胸を吸わなければならないなんておかしいです！」

「うん、確かに」

「ど、同意しないでください！　調子が狂うじゃないですか!?」

「えぇ……」

　じゃあどうしろと……、と白目をむく烙那に、トールが忠告してくる。

「と、とにかくお姉さまのお胸は絶対に吸わせません！　私の尊敬するお姉さまのお胸を、あなたのような、どこの馬の骨とも知れない人に吸わせるほど、私は戦女神が出来てはいないんです！」

「酷い言われようだな……」

　でも……、と烙那は口元を和らげ、トールの小さな頭を撫でながら言った。

「お前はフレイヤのことが大事なんだな」

「～～っ!?」

　途端に顔を真っ赤にさせたトールは、烙那の手を振り払い、ささっと距離を取った。

「い、いきなり何をするんですか!?　そ、そんな風に優しくされたって、私は一切なびきませんからね！」

「いや、そんなつもりはまったくないんだけど……」

　ぽりぽりと頰を搔きつつ、烙那は言う。

「でも安心しろよ。俺だって、別にフレイヤの嫌がることはしたくないからな。吸わないで済むならそうしたいし。だからもし、そういう方法を探す手立てがあるってんなら、是非協力してくれると助かる」

　このとおりだ、と頭を下げる烙那に、トールも些か困惑しているようで、

「はぅ～、調子が狂いますぅ～……」

　と、頭を抱えていた。

「はは、悪いな。でもまあそんな感じだからさ、お前もそんなに思い悩むなよ。それに、あのフレイヤが、そう簡単に聖蜜を吸わせるタマか？」

「そ、それは……」

「だろ？　俺なんか、もう何発ビンタを貰ったことか……」

　今までの一撃を一つずつ思い出し、烙那は涙ながらに頰を擦る。

　肉体的にもそうだが、何より女の子のビンタが、こんなにも心に響くとは、烙那自身、思いもしなかったからだ。

　滝のような涙を流す烙那に、トールも思うところがあったのか、そっぽを向きながら言った。

「ま、まあ確かにあのお姉さまが、そう簡単にお胸を吸わせるはずがありません。それに関しては、癪しやくですがあなたに同意します」

「おう、ありがとよ」

「べ、別にお礼を言われるようなことではありません。それに、〝本題〟はここからなんですからねっ」

「えっ？　そうなのか？」

　予想外の物言いに、烙那は思わず目を丸くする。

　と。

「でもそれなら都合がいいです」

　トールはそう烙那の方に向き直り、しかし頰を朱に染めながらこう言った。




「──で、でしたら、これからは私のお胸を吸ってください！」




「……はっ？」

　当然、目が丸を通り越して点になった烙那だが、トールは真剣そのもののようだった。

「な、なんですかそのお顔は!?　た、確かに私のお胸は、お姉さまに比べると些か小振りではあります！　で、でも純潔の戦女神である以上、条件は満たしているはずです！」

「いや、そういう問題じゃないだろ!?」

　というか、サイズ比に関しては、〝些か〟どころではない気が……。

「じゃ、じゃあ何が問題だと言うのですか!?　私はお姉さまのお胸を吸わせたくない！　でもあなたは吸わないといけない！　だから私が代わりに吸わせる！　何も問題ないじゃないですか!?」

「いやいやいやいや!?　問題大ありだろ!?　つーか、そもそもお前は俺の話を聞いてたのか!?　女の子の嫌がることはしたくないって言っただろ!?」

「だ、だから私が代わると言っているんです！　あなたこそ、ちゃんとお話を聞いてください！」

「いや、だから！」

　一層声を張り上げた烙那に、トールがびくっと肩を震わせる。

　そんな彼女に、烙那は至極真面目な顔をして言った。




「──俺はお前が嫌がることもしたくないんだよ！」




「……えっ？」

　呆然と固まるトールの両肩に手を添え、烙那は諭すように言う。

「確かにお前がフレイヤを大事にしているのは分かる。でもだからって、お前が代わりに嫌な思いをして、本当にフレイヤが喜ぶとでも思っているのか？」

「それは……」

「ああ、きっとあいつは喜ばない。それどころか、お前を引ひっ叩ぱたくほどに怒ると思う」

「…………」

　しゅんっと下を向いてしまったトールに、烙那は柔和な口調で続ける。

「別に責めようってわけじゃない。お前が優しいやつだってのは、よく分かってるつもりだからな」

「べ、別に私は……あっ」

　ぽっと頰を桜色にするトールの頭を、烙那はそっと撫で、笑いかける。

「だから一緒に考えてくれよ。お前たちの胸を吸わなくても、なんとかなりそうな方法をさ」

　そう結論を述べた烙那だったが、ふと両手をわきわきさせながら付け加えた。

「でもまああれだぞ？　お前が本当に嫌がってなくて、俺のことが好き好き大好きって言うんなら、今すぐにでも吸わせていただくところだぞ？」

「な、なななっ!?　そ、そんなことあるわけないじゃないですか!?　や、やっぱりあなたはただの変態です！」

　自身の身体をぎゅっと抱き、そう言い放ってくるトールに、烙那は胸を張り、鷹おう揚ように笑った。

「はっはっはっ！　まあな！」

「まったく……」

　それに頰を膨らませるトールだが、彼女の口元には、薄らと笑みが浮かんでいるようにも見えた。

「さて、話も一区切りついたし、そろそろ帰るか。フレイヤにも遅くなるなって言われてたしな」

「そうですね。分かりまし──っ!?」

　頷きかけたトールが、突如険しい顔で警戒態勢に入る。

「おい、どうし……なっ!?」

　すると次の瞬間、辺りの景色がぐにゃりと歪ゆがみ、




『──迂う闊かつなり、トール。貴様はすでに我が術中よ』




　どこからともなく男性の声が響き渡った。

　このしわがれた声には聞き覚えがある。

　──ウトガルザだ。

「くっ!?　か、片桐さん、私から離れ──……」

「お、おい、トール!?　どこだ!?」

　途中で声が途切れたどころか、その可か憐れんな姿までもを、煙の如く消失させてしまったトールに、烙那は狼ろう狽ばいしつつも辺りを懸命に探す。

　周囲の景色は未だにぐにゃぐにゃに揺れており、《結界呪》とはまた違った様相を見せ続けていた。

「くそ!?　一体どこに行ったんだ!?」

　唇を嚙み締め、周囲を警戒する烙那だが、ふいに背後から気配を感じ、急いでその場から離脱した。

　──ドガンッ！

「うおっ!?」

　瞬間、大地に稲妻が走り、先ほどまで烙那がいた場所を大きく削る。

「お、おい!?　いきなり何するんだ!?」

　烙那が訝いぶかしそうに問うも、件くだんの一撃を振り下ろした本人からの返答は、一切戻ってはこなかった。

　そして〝彼女〟は、再度その雷を纏った巨大なハンマーを振りかぶり、烙那に敵意のこもった視線を向けてきた。




「──消えてくださいっ！」




「や、やめろって!?　何考えてんだよ、トール!?」

　そう、烙那に攻撃を仕掛けてきたのは、他でもないトールだったのだ。

「はあっ！」

「ぐっ!?　おま、本当に洒しや落れになってねえぞ!?」

　堪らず烙那が[image: ]りつけるも、トールの手が休むことはなく、

　──ブンッ！

「──がっ!?」

　ついに彼女の一撃が烙那を捉えてしまう。

「──ぐふっ!?」

　が、ぎりぎり烙那のガードが間に合ったため、致命傷にはならず、彼はコンクリートの床を転がった。

「……ぐぅ……一体どうして……っ」

　震える膝に鞭むちを打ち、烙那がなんとか体勢を立て直そうとすると、またもやどこからか、ウトガルザの声が響き渡った。

『──どうじゃ？　《王》の器よ。親しき者の手で嬲なぶられる気分は』

「て、てめえ、トールに何をしやがった!?」

『かっかっかっ、その小娘には特段何もしてはおらぬさ。むしろ儂わしが手を加えたのは、貴様の方なのじゃからな』

「なんだと!?」

　目を見張る烙那に、ウトガルザは愉快そうに告げてくる。

『貴様も聞いたのじゃろう？　儂は〝幻術使い〟のウトガルザ。ゆえに、我が力は決して逃れることの出来ぬ幻術の極致。はてさて、トールには貴様がどう見えておるのじゃろうな？』

「てめえ……っ」

　どこから俯ふ瞰かんしているとも分からないウトガルザに、烙那は憤りを孕はらんだ眼光を向ける。

　だがやつには、それすらもが愉快でならなかったようだ。

『かっかっかっ！　儂が憎いか？　儂が許せぬか？　それは結構──儂は貴様のその顔を見るだけで、存分に興じることが出来るわい！』

「くっ……」

　確かに同士討ちなんて姑こ息そくな真似をしてくるやつだ。

　この上なく腹も立つし、怒りに混じって憎しみをぶつけている自分もいる。

　しかし今はそれどころではない。

「トール！　俺だ！　片桐烙那だ！　しっかりしろ！」

「ぎゃあぎゃあ喚わめかないでください！　耳障りです！　そして──いい加減、死んでくださいっ！」

　──ブオンッ！

「しまっ──!?」

　ハンマー自体は躱かわしたものの、そこから放たれた峻しゆん烈れつの稲妻を、烙那は避よけることが出来なかった。





四章　戦女神ヴアルキユリアの聖蜜




　とある民家の一室──そのベッドの上で、何やらもぞもぞと動く影があった。

　室内を照らすのは、カーテンの隙間から入ってくる月明かりだけで、それに映し出されたのは、互いの最も大事な部分を愛あい撫ぶし続ける一組の男女──烙らぐ那なと姫ひめ乃のだった。

　オーディンの言いつけ通り、二人は寝所にて関係を結んでいたのだ。

　室内に充満するメスの匂いは、もちろん姫乃から放たれたもの。

　絶えず情欲をかき立てるその香りが、とくに強く発せられる姫乃の秘部に、烙那は優しく、しかし丹念に舌を這はわせていた。

「……はむっ……んっ」

　当然、姫乃の目下には、天を衝くかの如ごとく怒張した、烙那のものがあったが、それも今は彼女の口内で、包み込まれるように愛されている。

「……んちゅ……はあ……凄く固い……」

　最初見た時は少々驚いたが、今となっては愛しくて堪たまらなくなったそれを、姫乃はうっとりとした瞳で見やる。

　それはとても熱く、そして力強く脈打っていた。

「やっぱりお前は〝ここ〟が弱いようだな」

　最中、くちゅりと水音を響かせながら、姫乃の秘部に烙那が触れる。

「だ、ダメ……。ま、また……ああっ」

　堪らず姫乃の口から甘い吐息が漏れ、秘部の潤いが一段と増した。

　すでに姫乃は三回ほど達しており、身体は敏感の一途を辿たどっていたからだ。

「そんなに〝ここ〟がいいのか？」

「んんっ!?　は、あ、ああああああっ!?」

　四度目の絶頂を迎え終えた姫乃の意識は、すでに正常にはほど遠く、目も虚うつろだったが、愛しい彼のものはまだ滾たぎったままだ。

　自分だけ満足したままでは終われない、と再びそれを咥くわえようとするが、




「──や、そ、そこは違っ……き、汚いから……」




　突とつ如じよ臀でん部ぶに走った衝撃に、姫乃は思わず口を離してしまった。

「何言ってんだ。お前の身体に汚いところなんて、一つもあるはずないだろ？　〝ここ〟だって、俺にとってはとても愛おしい部分だ」

　そう言って、烙那は再びそこに口をつける。

「んんっ!?　だ、ダメぇ……」

　羞恥が姫乃の顔を熱くさせるも、それ以上の快楽が、臀部を中心に広がっていく。

「あ、や……ま、また来ちゃう……!?」

　今度は姫乃がしてあげる番だったのに、いつの間にやら烙那の方が主導権を握っているなんて……。

　と。

「あっ……」

　ふいに上り詰めていた快楽が途切れ、姫乃は物欲しそうな顔で振り返る。

「うん？　どうした？」

「え、いや、その……」

「ほら、ちゃんと言わないと分からないだろ？　続けて欲しいのか？　それともやめた方がいいのか？」

「や、やめないで……欲しい……」

　言わずもがな、姫乃にはＭの気質があった。

　そんな彼女が、一番気持ちよくなれるような方法を、烙那は上手く探り当てていたのだ。

「そうか。ならちゃんとおねだりしないとな。じゃないと、俺もやめたくなっちまうし」

「そ、そんな……」

「心配するな。ちゃんと言ってくれさえすれば、もっと愛してやるからさ」

「も、もっと愛してくれるの……？」

　ごくり、と姫乃の喉が鳴り、彼女の秘部から溢あふれ出だした女の蜜が、太ももを伝っていく。

「ああ、もちろんだ。お前が望むだけ愛してやる。だから恥ずかしがらずに教えてくれ。お前はどこをどうされるのが好きなんだ？」

「そ、それは……あっ」

　普段よりも固くなった部分を指で擦られ、姫乃は両りよう股ももを閉じてしまいそうになった。

「ここか？　それとも──」

「んっ、あ、あ……」

　今度は一番奥を刺激され、堪らず意識が飛びそうになる。

「となると、やっぱり〝ここ〟だな」

「──は、あっ、んんっ!?　ひ、あ……っ」

　周縁部をなぞるように周回していた指が、ゆっくりと姫乃の〝後ろ〟に押し込まれる。

　烙那の唾液と、姫乃自身の蜜で散々濡ぬらされた〝そこ〟は、なんの抵抗もなく、彼の指をずぶずぶと吞のみ込こんでいった。

「あ、あ、あぁ……」

　それは、本当におかしくなってしまいそうなほどの快楽だった。

「ほら、早く言わないと抜いちまうぞ？　ああ、もう抜けちまいそうだ」

「──っ!?」

　その瞬間、姫乃は涙ながらに懇願した。

「ぬ、抜かないでぇ！　お、お尻で、お尻で気持ちよくしてぇぇぇ！」

「よし、いい子だ。なら──」

「あっ……」

　ふいに身体を起こした烙那は、姫乃を俯うつぶせにし、その豊かなお尻を持ち上げる。

「えっ、あっ……」

　何事かと振り向いた姫乃の視線の先にあったのは、先ほどよりも一層大きく──内側から張り裂けんばかりに怒張した、烙那のものだった。

「な、え、片かた桐ぎりくん!?」

　当然、姫乃は啞あ然ぜんとする。

　この体勢ですることなど、一つしかない。

　だがそれをすると、姫乃は聖蜜を与える資格を失ってしまう。

　本音を言えば、もちろん一つになりたい。

　烙那は姫乃がずっと想いを寄せていた人だし、ここまで来た以上、流れに身を任せてしまいそうにもなる。

　でも今はまだダメ！　と最後の理性を振り絞る姫乃だが、そんな彼女の気持ちを、烙那は慮おもんぱかっていたと思われ、後ろから優しく肩を抱いてきてくれた。

「大丈夫だ、姫乃。俺だってお前にはずっと側にいて欲しいんだ。だからこの戦いが終わるまで、俺はお前の純潔を奪うようなことはしない」

「片桐くん……」

「でもお前のことは、もっと気持ちよくしてやりたいと思っている。だから二人で一緒に気持ちよくなろう」

「二人で一緒に……？」

「ああ。ほら、お前の〝ここ〟は、もう俺のこれを欲しいと泣きそうだぞ」

「はあっ……んっ……」

　シーツに染みを作るほどに溢れた蜜で、再度姫乃の敏感な部分をほぐした烙那は、その中心に、自らの隆起したものをあてがう。

「さあ、一つになろう──姫乃」

「うん……来て……」

　そして。

「──あっ!?　や、ああああああああああああああああああああっっ!?」

　烙那は一気にそれを突き入れ、同時に姫乃は五度目の絶頂を迎えたのだった。

　が。




「──わあああああああああああああああああああああっ!?」




　その瞬間、姫乃はベッドから勢いよく飛び起きた。

「……はあ、はあ……あれ？　夢……？」

　乱れた呼吸を整えつつ、室内を見渡すと、壁掛け時計の音だけが響いており、当然、烙那の姿はどこにもなかった。




　──そう、全ては姫乃の夢だったのだ。




「……はあ、もう最悪……」

　膝を抱えて俯うつむきつつ、姫乃はそう嘆息する。

　大方、日中オーディンに言われたことが、思ったよりも強く頭の中に残っていたのだろう。

　というより、それ関連のことを考えていたら、いつの間にかうたた寝してしまったのだ。

　何かしら夢に影響を与えたとしても、おかしくはないと思うのだが……。

「だからってこんな夢……」

　少しだけ顔を上げた姫乃の顔は、今にも燃え出しそうなほど、真っ赤に染まっていた。

「でも、ああいうことをしないと、私は戦女神にはなれないんだよね……」

　ならばもう覚悟を決めるしかない。

　だって今姫乃が動かなければ、近い将来、先ほどの夢の中での姫乃が、フレイヤに置き換わってしまうかもしれないからだ。

「……うん。頑張れ、私」

　そう自分を鼓舞した姫乃だったが、

「うっ……。と、とりあえずシャワーを浴びないと……」

　思いのほか下着を汚してしまったことに気づき、慌てて浴室へと向かったのだった。







　同時刻。

「う、ぐぅ……」

「こら、動くな。傷が開く」

　自室にて。

　ベッドに寝かされた烙那は、フレイヤから治癒術を施されていた。

　命があったのは、まさに〝奇跡〟と言う他ないだろう。

　何せ一時は、トールの一撃を受け、意識も朦もう朧ろうの──〝瀕ひん死し状態〟へと陥っていたのだから。

　しかし、そこは腐っても《終末の王》と言うべきか。

　半覚醒状態になって以降、治癒力も格段に上がっていたらしく、フレイヤの治癒術も相まって、今はなんとか意識も取り戻し、小声で喋しやべれる程度には回復していた。

「悪いな……面倒をかけて……」

「まったくだ。私はあまり治癒術が得意じゃないというのに……」

　そう言いつつも、フレイヤは額の汗を拭い、治癒術をかけ続けてくれる。

　そんなフレイヤの姿に、烙那がふっと口元を和らげていると、彼女は眉をハの字にして言った。

「なんだ？　人の顔をじろじろと」

「いや、お前やっぱり優しいやつだなって……」

「なっ!?」

　その瞬間、治癒術の挙動が大きく乱れた。

「い、いきなり何を言うんだ!?　わ、私は別に優しくなど……」

　まったく……、と頰ほおを桜色に染めながら、フレイヤは治療に専念する。

　最中、再び口元を緩め、彼女の温かさを心地良く思いつつ、烙那は今一度考えを巡らせた。

　烙那が瀕死になるほど、絶望的な状況だったにもかかわらず、同じく襲われたトールは、ほぼ無傷で救出された。

　それは純粋に喜ばしいことなのだが、問題はウトガルザが同士討ちを引き起こした後、幻術を解除して撤退していったことだ。

　おかげで烙那たちも助かったわけだが、仕留められるチャンスを意図的に逃した以上、何かしらの考えがあるのは明白だ。

　ゆえに、フレイヤは神しん天てん界かいのオーディンに指示を仰ぎ、烙那に縁ゆかりのある者たちへの警護を、今よりも一段と強固なものにしてくれた。

　これでウトガルザも迂う闊かつに手を出すことが出来なくなったわけだが、当然、やつもオーディンたちが、そういう手段に出ることは想定済みであろう。

　にもかかわらず、何故自ら撤退していったのか。

　そして何を企んでいるのか。

　これだけはどんなに考えても、結論を導き出すには至らず、烙那たちの胸には、なんとも釈然としないもやもやだけが残っていた。

　しかも問題はそれだけに留まらず……。

「それより、トールはどうだ？　まだ落ち込んでるのか？」

「ああ、やはり責任を感じているのだろうな……」

　フレイヤが沈んだ表情で頷うなずく。

　幻術にかかっていた以上、仕方のないことではあるのだが、あれ以来、トールはどこか思い詰めたような表情で、膝を抱え続けていたのだ。

　さすがに今だけは、オーディンに側にいて欲しいと思う烙那だったが、残念ながら彼女も多忙ゆえ、そういうわけにもいかなかった。

「別にあいつのせいじゃないんだけどな……いてて」

「おい、まだ寝ていた方がいいんじゃないのか？」

「いや、もう大丈夫だ。《終末の王》の力だかなんだか知らんが、なんかやたらと治癒力が上がってるみたいでな」

「ならいいんだが……」

「おう、ありがとな」

　不得手にもかかわらず、ずっと治癒術をかけ続けてくれたフレイヤに、烙那は心から礼を言い、苛いら立だちのこもった口調で拳を握った。

「それにしても、あのクソジジイ。次に会ったらぜってえぶっ飛ばしてやる」

「ウトガルザか。やつは神天界でも随一の幻術使いだという話だからな。確かにシンプルな接近戦が得意なトールとの相性は、まさに〝最悪〟と言ってもいいだろう」

「そうなのか？」

「ああ」

　素直に頷いた後、フレイヤは腕を組み、神妙な面持ちで言った。

「まあ私も似たようなものだから、人のことは言えないのだが、トールの長所は、あの小柄な体たい軀くからは想像出来ないほどに、強力な一撃を繰り出せることだ。小こ賢ざかしい手は一切使わず、力押しで戦局を切り開くことを得意とし、事実それをこなせるだけの力も有している。ゆえに、遠距離攻撃型──それも基本的には身を隠して行動する、幻術タイプが相手では、分も悪くなるというものだ」

「なるほど。じゃあその幻術タイプってのが苦手にするのは、一体どういう感じのやつなんだ？」

「ふむ、〝苦手〟というほどではないのだが、〝幻術は幻術を以もつて制する〟のが基本でな。同じ幻術タイプをぶつける作戦が、しばしばとられたりする。我らのような近接型では、相手をするだけ時間の無駄だからな。ならばそれに通ずる者を使い、足止めをするに限るというわけだ」

「そうなのか」

　そうフレイヤに説明を受けた烙那だったが、ふと気になることがあり、それを彼女に尋ねることにした。

「ところで、その〝幻術〟ってのは、一種のトリックみたいな感じなんだよな？」

「ああ、平たく言ってしまえばそんなところだ。見えている情景を狂わせたり、別のものに変えたりと、とにかく外部から五感を刺激し、〝相手の感覚を奪うこと〟に重きを置いているのが幻術だ。要は〝強力な錯覚〟というやつだな」

「つまり〝実際には何も変わってない〟わけだな？」

「まあ、そうだな。それがどうかしたのか？」

　意味深な烙那の問いに、フレイヤは怪け訝げんそうな表情をするが、

「いや、なんでもない。とにかく分かったぜ。さんきゅー」

「？」

　気にしなくていいとばかりに礼を言われ、彼女は一人小首を傾げていた。

　と。




「……なあ、烙那」




「うん？　どうした？」

　ふいに名を呼ばれ、どうしたのかと烙那が視線を向けると、フレイヤは何かを決めたかのように、ぐっと拳を握りながら言った。

「……その、よければお前に聞いて欲しいことがあってな」

「おう、なんだ？」

　烙那の問いに、フレイヤは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で続ける。

「姉の……フレイのことだ」

「……いいのか？　別に無理しなくてもいいんだぞ？」

　フレイヤの心情を慮ってそう告げるも、彼女はゆっくりと首を横に振った。

「いや、お前には聞いておいて欲しいんだ。私がお前に並び立てるからとか、そういうことではなく……ただ、聞いて欲しいんだ。だからわがままを承知の上で頼む……。どうか私の話を、聞いては貰もらえないだろうか……？」

　こんなにも慎つつましやかに切願してくるフレイヤの頼みを、一体誰が断れようか。

　むしろ、烙那にそんなつもりは端はなからなかった。

　彼女が自ら話してくれると言うのであれば、最初から必ず聞く腹積もりだったからだ。

　ゆえに、烙那は一切の逡しゆん巡じゆんなく頷いた。

「ああ、もちろんだ。聞かせてくれ」

「……うん。ありがとう、烙那」

　そうして語られたのは、仲なか睦むつまじかった姉妹が袂たもとを分かつことになる、忌むべき日の出来事だった。





◇






　その日、フレイヤは姉のフレイとともに、玉座の間へと赴いていた。

　フレイヤにとって、彼女は宝剣──《レヴァンテイン》を与えられた、自慢の姉だった。

　一卵性の双生児として産まれた二人は、当然、瓜うり二ふたつの容姿を持っていたが、性格は正反対の上、天才肌のフレイとは違い、フレイヤは才といえる才には恵まれなかった。

　だがそんなことは、フレイヤにとって些さ事じでしかなかった。

　誰に対しても分け隔てなく接する優しさを持ち、剣を振るえば、それこそ鬼神の如き活躍を見せるフレイを、姉としても、そして戦女神としても誇りに思っていたからだ。

　だからフレイの従者として、玉座の間への同行を許された時は、本当に嬉うれしかった。

　ついに努力が認められたのだ、と姉妹揃そろって泣いて喜ぶほどに。

「──フレイ及びフレイヤ、ここに参上いたしました」

「よく来たわね、二人とも。楽にしてくれて構わないわ」

　恭うやうやしく跪ひざまずく二人に、そう促したのは、この神天界を治める王──オーディンだった。

　彼女はいつも通り、優雅に足を組み、玉座に頰ほお杖づえを突きながら腰かけていたのだが、それよりもフレイヤが気になったのは、傍らに見慣れぬ少女が付き添っていたことだった。

《神託の巫み女こ》──ヴォルヴァ。

　神々よりも上位の〝理ことわり〟から、〝神託〟を受け取ることの出来る無二の存在。

　王たるオーディン同様、フレイヤのような下級の戦女神からすれば、この場に同席することすらおこがましいと言えるほど高位の者である。

　いくらフレイの従者として同行したとはいえ、これはさすがに分不相応と言わざるを得ず、フレイヤはオーディンの言葉とは裏腹に、青い顔で頭を垂れ続けていた。

（ふふ、そんなに緊張しなくても大丈夫よ、フレイヤ）

（し、しかし……）

　そういった時でも、さりげなく気を使ってくれる──フレイはそういう少女だった。

「さて、あなたたちを呼んだのは他でもないわ。いよいよ《神々の黄昏たそがれ》が始まるらしくてね。それに伴って、一つ気になる神託が下りたらしいのよ」

「気になる神託、ですか？」

「ええ。そして何故か、そこにあなたの妹──フレイヤの名前があってね」

「えっ？」

「まさかフレイヤが……？」

　突如名を呼ばれ、呆ぼう然ぜんと固まってしまったフレイヤを、同じく驚いたように見やったフレイは、再びオーディンらの方へと向き直り、詳細な説明を求める。

「それは、一体どういうことでしょうか？」

　フレイの問いに答えたのは、寝ね惚ぼけ眼まなこで佇たたずむ少女──ヴォルヴァだった。

「……《終末の王》──あなたはこの名を知っている？」

「はい。確か〝世界に終しゆう焉えんをもたらす者〟だと記憶しております」

「……ええ、そのとおり。だからこそ、わたしたちは《終末の王》たる者を見つけ、これを討たねばならないと考えていた」

　何故なら……、とヴォルヴァはフレイヤが耳を疑うようなことを告げてきた。




「……この戦争は、わたしたちが〝負ける〟と預言されているから」




「──っ!?」「はい」

　しかしフレイはとくに驚いた様子を見せず、淡々と受け答えをする。

　恐らくはすでに承知済みの事柄だったのだろうが、今もそのために備えているフレイヤにとっては、まさに寝耳に水の話だった。

　驚きよう愕がくの事実にフレイヤが打ちのめされる中、ヴォルヴァはさらに驚くべきことを言った。

「……でも、先日こんな神託が下った。《終末の王》に唯一並び立てる者──それは緋ひ色いろの剣持つ双生の片割れ」

　その、忌むべき名を。




「──フレイヤ゠ヴァナディース」




「「──なっ!?」」

　愕然と互いの視線を交差させるフレイヤたちに、今度はオーディンが困惑した顔で言う。

「《原初の王》でさえ、《終末の王》に〝並び立てる〟とは一切言われなかった。にもかかわらず、そこのフレイヤが〝唯一並び立てる〟と言われた。それがどうにも分からなくてね。ヴォルヴァとも、再三にわたって協議をしてみたのだけれど、結局答えは出なかったわ」

「お、恐れながら、それは何かの間違いではないでしょうか？　私は、剣の腕も、人望も、フレイ……いえ、姉には遠く及びません。その私が《終末の王》に並び立てるなど……」

「フレイヤ……」

　事態の深刻さに身体を震わせるフレイヤを、フレイが複雑そうな表情で見つめていると、ヴォルヴァは子どもっぽく頰を膨らませながら、こう問うてきた。

「……わたしの神託に誤りがあると？」

「い、いえ、そのようなことでは決してなく……」

　土下座もかくやという姿勢で弁解するフレイヤを、オーディンは庇かばうように言う。

「ほら、そんなに責めないであげなさいな。あなただって、彼女がそのように思う気持ちも分かるでしょう？」

「……確かに。でもだからこそ分からない。わたしの神託は絶対に外れない。彼女の言うように、フレイの名が出るのであれば、わたしも納得が出来た」




「──でも出なかった」




　そう断言するオーディンに、フレイの肩が一瞬跳ねたのを、フレイヤは見逃さなかった。

　彼女が今どんな気持ちでいるかは、さすがに双子のフレイヤでも分からない。

　だがここでフレイの名が出ていれば、あのような悲劇は起こらなかったのかもしれない。

「〝緋色の剣〟が《レヴァンテイン》なのは確実として、問題はこの一文が、果たしてどちらを指すかね。それによっては、これの所有者も変えなくちゃいけないでしょうし」

　オーディンが言う一文とは、〝緋色の剣持つ双生の片割れ〟のことであろう。

　この一文は、〝《レヴァンテイン》を持つフレイの片割れ〟という意味と、〝《レヴァンテイン》を持つフレイヤ〟という意味の二通りに解釈することが出来るからだ。

　前者であれば、《レヴァンテイン》はフレイが持ち続けた方がいいだろうし、後者であれば、当然、フレイヤに譲渡すべきだとオーディンは考えているのだと思う。

　しかし《レヴァンテイン》は、フレイが自らの功績により与えられた勲章のようなもの。

　言わば、彼女が〝最高の戦女神〟であるという証でもあるのだ。

　ゆえに、なんの成果も挙げていないフレイヤが、受け取っていいようなものではない。

　そう、思ってはいたのだが……。

「…………」




　フレイヤは──何も言えなかった。




　だって、ずっと目指してきたから。

　フレイのようになりたい、と今まで頑張ってきたから。

　だから、下劣な欲が出てしまったんだと思う。

　技量ではまったく及ばないのに、人を惹ひきつける才能もないのに、《レヴァンテイン》さえ手にすることが出来れば、憧れの姉に追いつけるのだ、と。

　そう、思ってしまったんだと思う。




　──それがフレイを傷つけるとも知らずに。




　そうして話はさらなる協議が必要と判断され、その場はお開きになったものの、それからのフレイはどこかよそよそしく、たった二人の姉妹なのに、会話も少なくなっていった。

　任務で同行することもなく、隊も違うため、食事をともにすることも出来ず、交わることのない、ただただ忙せわしない日々を過ごした末──フレイヤはとある任務へと赴く。

　それが、フレイとの実に久しい邂かい逅こうであり、




　そして──彼女との最後の邂逅になるとも知らず。




　任務内容は神天界の下層──〝煉れん冥めい界かい〟との境界付近を視察するというものだった。

〝煉冥界〟は、この神天界で唯一、オーディンの統治が及ばない地域である。

　集まるのは無法者ばかりで、境界には神天界を支える〝世界樹〟をエネルギー源とする、強力な《結界呪》が張られており、生身では、この防壁に触れることすらままならないという。

　今回の任務は、その《結界呪》に異常がないかを調べるということなのだが、驚いたことに、それを任されたのは、フレイヤたちヴァナディース姉妹であった。

　何故たったこれだけの任務に、最上級クラスの戦女神であるフレイが選ばれたのか、など、浮かぶ疑問は多々あったが、任務である以上、従う他なく、フレイヤは若干の気まずさを抱きつつも、指定された場所へと赴いた。

　だが内心、フレイヤはフレイと仲直りが出来るのではないかとも期待していた。

　きちんと話し合い、あの時何も言えなかったことを謝って、彼女が許してくれたのなら、また仲の良い姉妹に戻れるのではないか、と。

「久しぶりね、フレイヤ。じゃあ行きましょうか」

「あ……うん」

　しかし口下手なフレイヤは、なかなか話を切り出すことが出来なかった。

　フレイの方も、最低限のやり取り以上のことは口にせず、二人は静寂の中、風切り音だけを耳じ朶だに入れながら空を駆け、目的の場所へと向かった。

　しばし飛んだ後、二人が降り立ったのは、強力な《結界呪》によって、陽の光が遮られているポイント──〝境界〟と呼ばれる、神天界と煉冥界の狭間だった。

《結界呪》の手前に着地したフレイヤは、手はず通り、任務を遂行しようとするのだが、




「──ねえ、フレイヤ」




　なんの前触れもなく、フレイがそう声をかけてきた。

「……うん？」

　フレイヤが何気なく振り返ってみると、フレイはじっとこちらを見据えていた。

　その表情は寂しそうでありつつも、どこか嬉しそうな感じにも見えた。

　だが次にフレイが口にしたのは、フレイヤが思いもしなかった言葉だった。




「──私ね、この争いには関わらないことにしたの」




「えっ……」

　一瞬何を言われているのか分からず、フレイヤが呆ほうけていると、

　──がしゃんっ。

「なっ!?」

　フレイはフレイヤに向けて、《レヴァンテイン》を鞘さやごと放り投げた。

「ほら、これもあげるわ。どうせ私にはもう必要ないし」

「な、何を言ってるんだ!?　これはフレイが授かったものだろう!?」

　そう声を張り上げるフレイヤに、フレイは薄ら笑いを浮かべながら言った。

「あなたも聞いたでしょ？　この戦は私たちが負け、姫さまもフェンリルに殺されるわ」

「姫さまがフェンリルに……っ!?　そ、それは本当なのか!?」

「あら、そういえば、あなたはまだ知らなかったわね。ええ、そうよ。それが分かっていて、どうして戦う必要があるの？　だったら生き延びる方法を考えた方がいいじゃない」

「そ、それは……。だ、だがそれでも、もしかしたら神託が覆るかもしれないだろう!?」

　フレイヤが猛然と反論すると、フレイはおかしそうにくつくつと笑った。

「神託が覆る？　今まで全部当たってきたのに？」

「で、でも……」

「あなたはいいわよね。だって──《終末の王》に並べるのだから」

「──っ!?」

　やはりフレイはずっと気にしていたのだ。

　天才の自分ではなく、落ちこぼれのフレイヤが選ばれたことを。

「だからそんなに余裕でいられるのでしょう？　私がどんな気持ちでいたかも知らずに」

「ち、違……私は……」

「ふふ、ごめんなさい。少しいじわるが過ぎたわ」

「…………」

　ばつが悪そうに俯くフレイヤに、フレイは手を差し伸べながら言った。

「ねえ、一緒に逃げない？　私だって、双子のあなたを失いたくはないもの。生きてさえいれば、何度でもやり直せるわ。そうでしょう？」

「そう、かもしれないな……」

　フレイヤが小さく頷くと、フレイは嬉しそうに微笑んだ。

「ふふ、あなたなら分かってくれると思っていたわ。じゃあ」

　が。




「──でも、それは出来ない……」




「……なんですって？」

　途端に声のトーンが下がったフレイに、フレイヤは投げ捨てられた《レヴァンテイン》を大事に拾いながら言った。

「……私は、お前を誇りに思っていた。不器用な私とは違い、かっこよくて優しい姉だと。いつかはお前のようになれたらと願い、今までずっと目標にもしてきた」

「…………」

「だがお前は、姫さまはおろか、今までともに歩んできた友たちすら見捨て、自分だけが助かればいいかのような口振りで、この《レヴァンテイン》を投げ捨てた。私の誇りだった姉は、そんなことをするような者ではなかったのに……っ」

　悔しさから、血が出そうなほど唇を嚙み締めるフレイヤだが、フレイに彼女の思いが伝わることはなかった。

「それは全てあなたの独りよがりよ、フレイヤ。あなたはただ私に、自分の理想を押しつけていただけ。いいえ、あなただけではないわ。私は皆から理想を押しつけられていた。フレイは凄い、フレイならなんとかしてくれる、フレイなら優しいから許してくれる、フレイなら！　フレイなら！　フレイなら！　そんなのはもうたくさん！」

　その艶やかな銀髪を振り乱し、フレイは今までに見たことのないような形相で吼ほえる。

「違うの！　私だって失敗するの！　でも皆がそれを許さないの！　だから失敗しないよう、皆が喜ぶよう頑張った！　頑張って！　頑張って！　頑張り続けた！　なのに争いには負け、姫さまは殺され、挙げ句あなただけが祭り上げられる！　じゃあ私は一体なんのために頑張ってきたの!?　《神々の黄昏》で殺されるため!?　教えてよ、フレイヤ!?」

「お前、そこまで……」

　顔をぐしゃぐしゃにして詰め寄ってきた彼女の心情を慮り、フレイヤはぐっと拳を握る。

　天才ゆえに、周囲の期待を裏切れないし、裏切ってはならない。

　プレッシャーに押し潰されそうな日々の中、それでも笑顔で本心を欺き、ずっと天才で在り続けたにもかかわらず、結局は争いに負けて終わるのだ。

　自暴自棄にもなりたくなるだろう。

　だが……。

「……確かにお前の気持ちは、私にも分からなくはないし、同時に申し訳なくも思う……。しかしそれで《神々の黄昏》を生き延び、お前はどうするのだ……？　姫さまや、親しき者たちがいなくなった世界が、お前にとって幸せな場所なのか……？」

「…………」

「少なくとも、私はそんな世界はご免だ。たとえ先の見えている戦いであったとしても、私は最後まで抗いたい。今は、そう思う」

　どうか自分を省みて、自慢の姉だった頃のフレイに戻って欲しい──そんな思いを胸に、フレイヤは自身の気持ちを包み隠さず伝える。

「……そう」

　が、フレイは一言そう返した後、一歩、また一歩と後あと退ずさっていき、




「……やっぱり、あなたも同じなのね」




　落胆したように、微笑んだ。

「違う！　私はもうお前に何も押しつけない！　素のお前を受け入れたいだけだ！」

「うるさい！　私は騙だまされない！　そうやってあなたはいつも私に期待の瞳を向ける！　その瞳が、あなたのその真っ直ぐな瞳が──私はずっと嫌いだった！」

「やめろフレイ！　落ち着け！」

　遠距離攻撃系の術式を発動させるフレイを、フレイヤは必死に止めようとする。

「うわあああああああああああああああああああああああああああっっ!?」

　しかし彼女は聞く耳を持たず、エネルギーの集束した術式は、臨界を超えて弾け飛んだ。

「ぐっ!?」

　当然、フレイヤにこれを防ぐ手立てはなく、身を固くすることしか出来なかったのだが、

　──キュインッ！

「なっ!?」

　フレイヤの抱えていた《レヴァンテイン》が、彼女を守るように術式を跳ね返した。

「──きゃあっ!?」

「ふ、フレイいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっっ!?」

　そうしてフレイが吹き飛ばされたのは、世界樹の力で構築された、触れるだけで身体が消し飛ぶほどの防壁──《結界呪》だった。





◇






　それから先は、あまり覚えていないという。

　気づけば玉座の間におり、任務というのもフレイの捏ねつ造ぞうだったため、とくに罪に問われることはなかったのだが、それでもフレイ殺しの汚名を着せられたフレイヤは、周囲から浮いた存在になった。

　それに拍車をかけたのが、フレイの愛剣である《レヴァンテイン》を、彼女の代わりに授けられたということだった。

　これは神託が下ったがゆえの判断だったのだが、他の者たちには神託の内容自体が開示されなかったため、余計な誤解を生んでしまったらしい。

　配慮不足だった、と後でオーディンたちに謝られたそうだが、フレイの命を奪ったのは事実ゆえ、フレイヤも特段気にはしていないという。

「ただの事故だったと言えば、そうなのかもしれない……。だが直接フレイを死に追いやったのは私だ……。私がもっと彼女の気持ちを汲くみ、穏やかに話を進めていれば、もしかしたら、今とは違う結末を迎えていたかもしれないからな……」

「…………」

「だから今朝の彼女らのような、フレイを慕っていた者たちには、私を責める権利があるのさ。もちろんお前が庇ってくれたのは、とても嬉しく思っている。だがそれでも、私は自分の罪を償わなければならない。でなければ、フレイも安らかではいられないだろう？」

　自嘲の笑みを浮かべて問うフレイヤに、烙那は腕を組み、うーんと頭を悩ませてから、親指を立てて言った。




「──なるほど、分かった。なら半分は俺が背負ってやる」




「えっ……」

　呆けたように固まるフレイヤだが、烙那は気にせず続ける。

「いや、だってそうだろ？　そもそも俺がその《終末の王》なんだぜ？　だったら責任は俺にもあるだろ？」

「い、いや、だがこれは私の問題で」

「何言ってんだよ。お前は〝唯一俺に並び立てる〟んだろ？　だったら俺たちは一いち蓮れん托たく生しようみたいなもんじゃねえか」

「し、しかし……」

「しかしもカカシもあるか。大体、フレイを喜ばせたかったら、きちんとこの戦いを〝勝利〟で終わらせるのが一番だろうが。なのに負けるだの、姫さんがフェンリルに殺されるだの、そんな重要なことは先に言えってんだ。それを知ってりゃ、俺だって最初からやる気満々だったっての」

「烙那……」

　烙那の言葉に、フレイヤはぎゅっと胸元で拳を握る。

「……本当に、頼ってもいいのか……？」

　その問いに、烙那は力強く頷いた。

「当然だ。こうしてお前は自分から話してくれたわけだしな。だったらもう一人で抱え込まなくたっていい。一緒に背負ったまま、きちんとゴールまで走りきってやるからよ」

「……うん。ありがとう、烙那……」

「おう、いいってことよ」

　双そう眸ぼうに薄らと涙を浮かべるフレイヤに、烙那は再度親指を立てながら笑う。

　そんな烙那に釣られたのか、涙を拭うフレイヤの顔にも、微笑みが浮かび始めた──その時だ。




　──こんこんっ。




「うん？」

　ふいにドアがノックされ、二人は揃って音のした方を振り向く。

　何かと思えば、ドア越しに結灯むすびがこう尋ねてきた。




『──ねえ、そっちにトールちゃん行ってる？　いつの間にかいなくなっちゃったんだけど……』




「「──っ!?」」

　それを聞いた瞬間、烙那たちは即座に顔を見合わせ、ともに部屋を飛び出した。







　外はすでに夜の帳とばりが下りており、烙那たちは電灯が照らす薄暗い住宅街を、とにかく縦横無尽に駆け続けていた。

「くそっ、一体どこに行ったんだ!?」

　しかしどこを探してもトールの姿はなく、二人は乱れた息を整えつつ、別の捜索方法を模索する。

「くっ、このままでは埒らちが明かん。他の戦女神に聞いてみるから、少し待ってくれ」

「ああ、頼む」

　烙那が頷くと、フレイヤは地面に何やら光る文字を描く。

　すると、文字を囲うように円形の術式が浮かび上がり、フレイヤはその中心に手をかざしながら、静かに瞳を閉じた。

「──」

　そのまま待つこと十数秒。

「──分かったぞ。〝北〟だ」

　フレイヤがかざしていた手を離すと、術式は効力を失ったらしく、跡形もなく消え去った。

「北、か。でもなんで北なんだ？」

「分からん。教えてくれた戦女神も、〝それらしき後ろ姿を見た〟だけらしいからな。だがあてもなく探し回るよりはいいだろう。とにかくここから北の方を中心に探そう」

「ああ、分かった」

　頷き、再び走り出した二人だが、途中、烙那は並走するフレイヤに、ずっと疑問に思っていたことを尋ねた。

「そういえば、トールのやつは随分お前に懐なついてるんだな」

「ああ。あいつと私は似た者同士だからな。自おのずと惹かれ合ったのかもしれん」

「似た者同士？」

　烙那がそう問うと、フレイヤは少しだけ駆ける足を緩め、ぽつりと語り始めた。

「ああ、あいつも私と同じく、戦女神たちの中では浮いた存在でな。幼いながらに強大な力を持っていたトールは、同年代の者たちからは恐れられ、上の者たちからは疎まれるという、孤独な幼年時代を過ごしてきたんだ」

「そうだったのか……」

　その孤独な少女の股間に顔を埋うずめてしまったなんて……、と烙那は罪悪感から白目をむく。

　だが今は頭を抱えている場合ではない。

　烙那は余計な考えを払拭すべくかぶりを振り、フレイヤの言葉に耳を傾ける。

「ああ。そして私も先ほど話した出来事をきっかけに、皆と距離を取るようになっていてな。一人剣の稽古をしていた際、たまたま彼女と出会ったのだ」

「なるほどな」

「うむ。想像出来ないだろうが、トールも出会った当初は、ヴォルヴァさまよりも口数が少なくてな。心を開かせるまで難儀したものだが、今となってはあの変わり様だ。たぶん元々明るい性格だったのだろうさ」

「そうだな」

　フレイヤの意見に同意した後、烙那は笑いながら告げる。

「あいつ、言ってたぞ？　お姉さまの胸は絶対に吸わせない、吸うなら自分の胸を吸えってな」

「ふ、トールらしいな」

　微笑ましそうに口元を緩めたフレイヤだったが、途端に胡う乱ろんな視線を向けながら言った。

「で、まさかとは思うが、言われるまま、あいつの胸を吸ったんじゃないだろうな？」

「そんなわけないだろ……」

　と、烙那がジト目を向け返せば、フレイヤはそう返答するのが分かっていたかのような口振りで、こう笑ってきた。

「冗談だ。お前がそういうやつではないということは知っているよ」

「お、おう」

　思わぬ返しに少々戸惑いつつも、烙那は話を続ける。

「ま、まあこれは俺の勝手な想像なんだが、たぶんトールのやつは、俺からお前を守るために、わざわざやって来たんじゃないか？」

「そう、かもしれないな……」

　まったく……、と呆あきれつつも、フレイヤの表情からは、何か母性のような温かさが感じられた。

　まるで結灯を心配する烙那のような──〝家族〟に近い温もりである。

　トールがフレイヤを姉のように大事に思っているように、フレイヤもまたトールのことを、妹のように大切に思っているのだろう。

　それを実感した烙那の口は、意識せずとも勝手に動いていた。

「やっぱりお前は優しいやつだよ。あいつが慕う理由がよく分かった気がする。面倒見のいい姉ちゃんタイプなんだろうな」

「な、なんだいきなり!?　そ、そういうことは……まあ……うん」

　ありがとう……、と向こうを向きながら呟つぶやいたフレイヤの顔は、耳まで赤くなっているようだった。

「おう。じゃあさっさと見つけてやろうぜ──お前の大事な〝妹〟をよ」

「ああ、了解だ！」

　互いに頷き合い、烙那たちは、再び駆ける足を速めたのだった。







「──なんじゃ、随分と早かったのう」

　口調とは裏腹に、ウトガルザは心底愉快そうな顔でこちらを振り向いた。

「トール！　大丈夫か!?」

「…………」

　そしてその足元には、ボロ雑巾のようになったトールが俯せで倒れており、烙那が呼びかけるものの、彼女は一切反応しなかった。

　もう少し早く駆けつけていれば、状況も違ったのだろうが、今は自責の念に囚われている場合ではない。

　一刻も早くトールの無事を確認しなければ……。

　ともあれ、〝北〟という情報を元に、烙那たちが向かったのは、夕刻、ウトガルザに襲われた、件くだんの工場跡地だった。

　別段確証があったわけではないのだが、責任を感じたトールがこう出ることを、ウトガルザが予見していたと考えれば、彼女が向かう場所はそう多くはない。

　何故なら、トールもまた汚名を返上すべく、タイマンでの雪辱戦を望んでいるだろうからだ。

　つまりトールの向かった先に、高確率でウトガルザが姿を現すはずだ、と烙那たちはそう考えたのである。




　そして予感は的中──トールは現状知る、〝最も周囲への影響が少ない場所〟へと赴いた。




　トールが人間界に来てからの足取りを、再度他の戦女神たちに確認して貰ったところ、彼女は《虹の橋》をくぐって以降、烙那たちのもとを訪れるまで、一度も地上には降りていなかった。

　今回が初めての人間界だという話から、烙那たちが導き出したのは、学校か工場跡地かの二択。

　そこに件の〝北〟という条件を当てはめれば、自ずと答えは出てくる。

　ゆえに、烙那たちは一いち縷るの望みを胸に、この工場跡地へと急いだのだ。

　が、やはり相性の悪さからか、烙那たちがそこへと到着した時には、すでにトールは敗れ去った後──《結界呪》も消失していた。

「──《レヴァンテイン》ッ！」

　再度フレイヤが《結界呪》を張り直しつつ、抜剣した彼女の刃から出いでた炎が、ごうっとウトガルザを吞み込む。

「かっかっかっ、さすがはフレイヤと言ったところか。味方を巻き込むやもしれぬこの状況で、躊ちゆう躇ちよなく一撃を見舞うとはのう」

　しかし手応えは皆無。

　炎に包まれたはずのウトガルザは、いつの間にやら烙那たちの背後へと移動していた。

　──〝幻術〟だ。

「舐なめるな。味方を巻き込むほど、鈍い腕はしていない。──今のうちにトールを」

「ああ、分かった！」

　フレイヤに促され、烙那がトールを抱き起こす。

「うっ……」

　見たところ、彼女はまだ息があるようだった。

　だがたとえ息があろうとも、外から見ただけでは、どれだけのダメージを負っているか、皆目見当もつかない。

　早く安全な場所で治療を行わなければ……、と烙那がトールの肩を抱いていると、フレイヤがウトガルザに睨にらみを利かせながら問うた。

「それで、貴様らは一体何を考えている？　何故こんな回りくどい真似をする？」

「決まっておろう──それが〝必要なこと〟だからだ」

　瞬間、下から突き上げてきた火柱がウトガルザを包んだ。

「戯れるな。私は無駄な問答が嫌いだ」

「やれやれ、せっかちな小娘じゃのう」

　再び何事もなかったかのように姿を現したウトガルザは、烙那たちの遥はるか上方──天井を支える鉄骨の上へと移動していた。

「じゃがおぬしらはもう儂わしの術中──たとえ《王》の器たる小僧が力を解放したとて、以前のようには到底ゆかぬ。はてさて、どう抗う？」

「くっ……」

　じりじりとフレイヤが烙那たちの側まで後退してくる。

　恐らくはフレイヤのことだ。

　乗るかどうかは別として、現状、最も戦力の高い彼女が囮おとりとなり、トールの救出を最優先として、烙那たちの退路を開くという手も考えてはいるはずだ。

　が、幻術で同じところを周回させられる可能性もある上、前回の教訓からか、無闇に離れるのは危険と判断したに違いない。

　烙那たちを庇うように構えるフレイヤに、ウトガルザは含み笑いを浮かべながら言った。




「──ほれ、おぬしらがもたついておるから、大事な仲間が死んでしまったぞ？」




「「──なっ!?」」

　揃って烙那たちがトールの方を向く。

　と──どちゃっ！

「「──っ!?」」

　途端にトールの身体が弾け飛び、辺りに夥おびただしい量の血ち飛沫しぶきが舞った。

「と、トール……？　う、う、うわああああああああああああああああああっっ!?」

　眼前で起こった出来事が信じられず、声が嗄かれんばかりに絶叫する烙那を、フレイヤがなんとか正気に戻そうと身体を揺する。

「お、落ち着け！　これもやつの幻じゅ──がっ!?」

「……えっ？」

　しかし途中で彼女の声が途切れ、同時に烙那の顔に、何か生温かい液体が飛んできた。

　ぽたりぽたりと滴るそれは、弾け飛んだトールの残骸同様、鮮やかな赤色をしていた。

　完全に思考が止まった状態で、烙那が顔を上げると、フレイヤの豊かな胸の間から、鮮血に塗まみれた杖の石突きが飛び出していた。

「──他た愛あいなし」

　フレイヤの背後からそれを突き刺していたのは、言わずもがな、ウトガルザだ。

「……ぐふっ」

　ウトガルザが荒々しくこれを抜き去ると、フレイヤは糸の切れた操り人形のように、どちゃりと血ち溜だまりの中へ倒れ込んだ。

「……フレ、イヤ……？」

　烙那が呆然と手を差し伸ばすも、本人からの返答はない。

　しかも。

　──ばちゃっ！

「ひっ!?」

　トールの時と同じく、フレイヤの身体もまた、ただの肉塊へと姿を変えた。

「これで二人目じゃのう」

「──うっぷ!?」

　口に手をあて、烙那が込み上げる吐き気を必死に堪こらえていると、




「──片桐くん！」




「──っ!?」

　ふいに自分の名を呼ぶ声が聞こえ、烙那はばっと声のした方へと視線を送った。

　この場所を誰に聞いたのか、そこにはこちらへ向けて駆けてくる、姫乃の姿があった。

　それも。




「──お兄ちゃん！」




　姫乃の隣には、自宅に置いてきたはずの結灯までいるではないか。

「騒がしいのう」

「──っ!?」

　や、やめ──、と手を伸ばした烙那の直訴も、ただただむなしく終わった。




　何故なら──すでに結灯と姫乃の首は、胴と離れていたからだ。




　遅れて二人の胴から噴水のように血が噴き出す。

「……う、あ、あ、い、ああ、あ、あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっっっ!?」

　絶叫。

　烙那の髪はこの上ない絶望で真っ白に染まり、血涙が絶えず頰を濡らしていく。

　思考は停止を超え、言語化出来ない〝何か〟で渦を巻き続け、烙那は頭を抱えながらコンクリートの床を転がった。

　何度も床に頭を打ちつけ、烙那自身の血で床を赤く染めていくも、彼はこれを止やめない。

　打ちつけ、

　打ちつけ、

　打ちつけ、

　打ちつけ、

　感覚すらもがなくなるほどに頭を打ちつけ、視界の全てが真っ赤に染まった時。




「──烙那！　しっかりしろ！」




　いきなりそんな声が耳朶を打ち、烙那ははっと正気を取り戻した。

「……えっ？」

　呆然と固まる烙那の目に映ったのは、心配そうにこちらを見つめているフレイヤの姿だった。

「あ、あれ……？　フレイ、ヤ……？」

「そうだ！　私だ！　しっかり意識を保て！　やつの幻術に惑わされるな！」

「幻、術……？」

　フレイヤの言葉を反はん芻すうするように口にし、烙那は油の切れたロボットのような挙動で辺りを見渡す。

「うぅ……」

　烙那の傍らには、苦痛に顔を歪ゆがめているトールが横たわっており、そのさらに数メートル先では、愉快そうに笑みを浮かべているウトガルザの姿があった。

「え、あ……」

　それ以外に人の姿はなく、当然、結灯や姫乃がいたという痕跡も、何一つ残ってはいなかった。




　そう──全ては〝幻〟だったのだ。




「…………」

　いつから幻術をかけられていたのかとか、そんなことは、正直、どうでもよかった。

　今までの光景が全て幻であった以上、恐らくは結灯や姫乃もまた無事であろう。

　だが烙那の胸に残ったのは、安あん堵どよりも虚無感だった。

　無事でいてくれたのは、素直に嬉しい。

　しかし先ほどまで見せられていた光景は、現実とも見み紛まごうばかりに克明で、今も烙那の頭の中に纏まとわりつき続けている。




　それはつまり──烙那にとっては〝現実で彼女らを失ったも同じ〟だったのだ。




「──フレイヤ」

　静かだが、その口調には溢れんばかりの憤りが込められていた。

「な、なんだ？」

　空気が凍り、フレイヤは冷や汗を垂らしながら応える。

　しかし烙那はフレイヤの方を一切向かず、ただ前だけを──〝憎き仇かたき〟だけを見据え続けていた。

「──悪い。一度だけでいいから力を貸してくれ」

「そ、それはどういう……」

　と言ったところで、フレイヤも気づいたのだろう。

「ま、まさか!?」

　両目を見開き、驚愕の表情を浮かべていた。

「ああ、そうだ。あいつの幻術を破るには、今の俺の力じゃ足りない。かと言って、お前だけの力でもダメなはずだ。出来るなら疾とうにやってるはずだからな」

「た、確かにお前の言うとおりだが……」

「分かってる。俺たちが力を合わせるってことは、お前の〝聖蜜〟を吸わなくちゃいけないってことだからな」

「……ああ」

　やはり気の進まなそうな返事をするフレイヤに、烙那は唇を嚙み締めながら言った。

「でも、俺はあの野郎を絶対に許すわけにはいかねえ……っ。ただの幻かもしれない……っ。けれど、あいつはトールを！　委員長を！　結灯を！　そして──お前を嬲なぶり殺ごろしにしやがったんだっ！」

「烙那……」

　限界まで拳を握り、怒りを露わにする烙那の胸中を察してくれたのか、フレイヤも真剣な眼差しを向けてくれていた。

　最中、彼らの思いを無に帰きすかのように、ウトガルザが高笑いを響かせる。

「かっかっかっ！　睨んだとおり、神になりたての貴様は、幻術への耐性が極端に低いと見える！　おかげで見事な嵌はまりぶりじゃったわ！　実に愉快じゃったぞ！　親しき者を誰一人救えず、己の無力を嘆き、絶望に喘あえぐその無様な姿はのう！」

「……っ」

　その瞬間、烙那の身体から黒いオーラが噴出した。

　歯茎を剝むき出だしにして嚙み合わされた歯は、いつ欠けてもおかしくないほど、ぎりぎりと悲鳴を上げており、血走った双眸は、さっきから一度のまばたきもしてはいない。

　このままあの時同様に胸を搔かけば、烙那の意識は《終末の王》とやらの意志に吞み込まれ、やはり暴走状態へと陥ることだろう。

　だがそれでもこいつをぶちのめせるのならば！　と烙那がかぎ爪状に固定した右手を、自身の胸元へと持っていくと、




「──落ち着け」




「！」

　すっと何か温かなものが、横から烙那の手を優しく包み込んだ。

「……フレイヤ？」

　そう、フレイヤが両手で烙那の手を握ってくれたのだ。

　再び視線を交わしたフレイヤの眼光からは、すでに何かを覚悟しているであろう、一本芯の通った〝強さ〟とも言える力を感じた。

　そして、彼女は真摯に頷きながら言った。

「──いいだろう。私の力、全てお前にくれてやる」







『──もしこの子があなたの聖蜜を心から求める時が来たのならば、それはきっと、彼にとって譲れない〝何か〟が起きた時でしょう』

　以前、オーディンはフレイヤにそう言った。

　もしそれが起こった際、フレイヤが烙那の側にいて、彼の思いに共感することが出来たのならば、その時はどうか力になって欲しい、と。

　オーディンがそうなることを予見していたかどうかは分からない。

　だが事実、オーディンの言ったとおり、〝その時〟は訪れた。

　しかも烙那が激げき昂こうした原因には、フレイヤ自身も含まれていた。




　──まだ出会って数日ほどの仲にもかかわらず、だ。




　なのに烙那は本気で怒り、今まさに《終末の王》の力を暴走させかけている。

　確かに指輪のせいで色々と酷い目には遭ったが、それは烙那自身が望んだことではないし、彼は聖蜜について、きちんとフレイヤの気持ちも汲んでくれていた。

　自分がいつ《終末の王》として目覚めるかも分からないのに、だ。

　フレイヤたちの前では、欲望を剝き出しにして、喜ぶ素振りを見せていたが、冷静に考えてみれば、自分のせいで大切な人たちを傷つけてしまうかもしれないと言われ、誰が両手を挙げて喜ぼうか。

　恐らく、彼はフレイヤたちに気を遣わせないよう、わざと明るく振る舞っていたに違いない。




　それに──烙那は言ってくれた。




　フレイヤが実の姉を──フレイを死に追いやってしまった、あの悲惨な出来事を、

　フレイヤが姉殺しとして、孤独に陥ることになった、あの忌まわしき出来事を、

　烙那は笑顔で〝背負ってやる〟と、そう言ってくれたのだ。

　──もう一人で抱え込まなくていい、と。

　そこまで他人を思いやれる彼が、フレイヤが嫌がると知ってもなお、その力を求めてきているのだ。

　ならばフレイヤのすべきことなど、考えるまでもなく決まっている。




　──そのために、フレイヤは今ここにいるのだから。




「──っ」

　そうフレイヤが内心決意を固めていると、




「──だったら私が時間を稼ぎます……っ」




　いつの間に意識を取り戻したのか。

　トールが傷だらけの身体を起こしながら言ってきた。

「お前、気がついたのか……」と烙那。

「はい……。少しお昼寝をしすぎました……」

「……いいのか？　たとえ私が聖蜜を授けたとしても、こいつが勝てる保証はどこにもないのだぞ？」

　フレイヤの問いに、トールは微笑みながら頷く。

「大丈夫です……。私はお姉さまのお力を信じていますから……」

「……そうか。すまない、トール」

　フレイヤが申し訳なさそうに頭を下げると、トールは再度微笑し、

「──行きます！」

　己が得物を手に大地を蹴った。

「死に損ないめ！　むざむざ命を捨てに来るか！」

「ご冗談を！　私は死にません！」

　両者が苛烈にぶつかり合い、辺りに衝撃波が巻き起こる。

　最中、フレイヤたちは工場内に置き去りにされた、大型機械類の陰へと身を隠し、互いに見つめ合う。

「……本当にいいんだな？」

「……ああ」

　こくり、とフレイヤが静かに頷くと、

「あっ……」

　彼女の腰に烙那の手が回され、ぐいっと彼のもとへと引き寄せられた。







　抱き寄せただけで熱っぽい声を発したフレイヤに、烙那は思わず手を放してしまう。

「す、すまん……。で、でも時間がないから……」

「わ、分かっている。だがその……こ、こういうことをするのは生まれて初めてでな……。少々気恥ずかしかっただけだ……」

　からん、と胸部を覆っていた鎧よろいを外したフレイヤは、準備が整ったことを告げてくる。

「も、もう大丈夫だから……その、続けてくれ……」

「お、おう……」

　これに頷き、再びフレイヤの腰に手を回すと、彼女はもぞもぞと堪こらえるように、身体を動かしていた。

「じゃ、じゃあ行くぞ……」

「うん……」

　真っ赤な顔で頷いたフレイヤが、あまりにも可愛くて、一気に唇を奪ってしまいそうになる。

　が、そこはぐっと耐え抜き、烙那はゆっくりと、下着に包まれた胸元へ、手を伸ばしていく。

「あ、んっ……」

　そうして豊かに実った乳房に烙那の手が触れると、ふにゅりと柔らかい感触が手のひらに広がった。

「あ、ダメ……」

「フレイヤ、お前……」

　その瞬間、烙那の手に、何やら固いものが当たった。

　それが彼女の〝乳首〟だと瞬時に理解した烙那は、フレイヤがきちんと感じてくれていることに、なんとも言えぬ喜びを覚えていた。

　──もっと気持ちよくしてあげたい。

　ふとそんな思いにとらわれた烙那は、躊躇なくフレイヤの乳房を包んでいた下着に手をかけ、これを半ば強引に取り払った。

「や、もっと優しく……」

「悪い。でも凄く綺き麗れいだ」

　余計なものが一切取り払われたフレイヤの乳房は、あの時浴室で見たものよりも、一段と輝かしく見えた。

　ごくり、と生唾を吞み込み、烙那は下から持ち上げるように、フレイヤの生乳に触れる。

「は、あっ……」

　途端にびくっとフレイヤが身体を震わせるものの、烙那の意識は、その全てが右手に集中しており、揉もむ手が止まることはなかった。

　なんという柔らかさであろうか。

　物心ついてから初めて触れたそれは、まるで高級なマシュマロのような柔軟さで、烙那の右手を沈ませていった。

　もちろん手のひらの中心には、小指の爪程度に膨れた乳首が、今も固く隆起し続けている。

　と。

「──あ、や、んんっ!?」

「お、おい!?」

　急にフレイヤがぎゅっと烙那の首元にしがみついてきた。

　少し手を動かそうとしただけなのだが、どうやら手のひらで、その敏感な突起をざらりと擦ってしまったようだ。

「はあ、はあ……」

　荒く呼吸するフレイヤの呼気が、烙那の耳元に何度も吹きかけられる。

「～～っ!?」

　それだけで身体の奥底が熱くなり、烙那の〝男〟の部分に血を巡らせていく。

　絶対に気づかれているであろうが、今は状況が状況だ。

　烙那も仕方のないことだと自分を納得させ、愛撫を続けようとする。

　あの時、オーディンは言っていた。




　──聖蜜は〝性的絶頂〟を迎えた時にしか得られない、と。




　どうすればそれを迎えさせることが出来るのか──そんなことは分からない。

　そもそも烙那にそういった経験は皆無なのだ。

　知識は、お年頃ゆえ、ヴォルヴァにバレた書物などで熟知済みだが、如何いかんせん実戦経験がない。

　その烙那がフレイヤを絶頂に導くことなど、果たして出来るのか。

　いや、もう〝やる〟しかないのだ。

「フレイヤ……」

　ゆえに、烙那は少しだけフレイヤと身を離し、互いの視線を交差させる。

「烙那……」

　そして熱っぽく烙那の名を呼ぶフレイヤの、その腰に回していた手を、徐々に上へと移動させ──一気に抱き寄せた。

「──んんっ!?　……っちゅ」




　そう──フレイヤの〝唇〟を奪うために。




「……んちゅ……ん……」

　本当はもっと早く彼女と唇を重ねたかった。

　でも拒否されるのが怖かったから、一度は躊躇してしまった。

　けれど、彼女はこうやって優しく烙那に身を任せてくれた。

「……ん……れろ……っちゅ」

　それが嬉しくて、烙那は一層強く彼女を抱き締める。

　すると、フレイヤも同じく烙那を強く抱いてくれた。

　周囲では、トールとウトガルザが激しい戦闘を繰り広げているはずなのだが、烙那の耳には、一切そういう類の無骨な音は届いていなかった。

　ただ感じるのは、己の舌に絡みつくフレイヤの甘い温もりと、それに混ざって届く吐息の熱さ、そしてぴたりと合わさった胸元から届く、彼女の高鳴った鼓動だった。

「あっ……」

　互いの間に唾液の糸を作りながら唇を離せば、フレイヤは物欲しそうな瞳でこちらを見つめていた。

　──大丈夫、怖いことは何もない。

　そう烙那が瞳で訴えかけると、フレイヤはこくりと小さく頷いた。

「……ん……あっ!?」

　次の瞬間、烙那はフレイヤの胸元で隆起する、桃色の突起を指先で転がした。

　堪たまらずフレイヤの口から吐息が漏れ、その白磁の乳房にも、じわりと汗が浮かんだ。

「だ、ダメ……っ」

　だが烙那の愛撫は、容赦なくフレイヤの敏感な部分を刺激し続ける。

　背に回していた手も、今は少し下がり、臀部を優しく擦っていた。

「ま、待って……。そ、そんなにされたら……んんっ!?」

　びくびくっ、とフレイヤの身体が小刻みに痙けい攣れんする。

　胸だけでこの反応なのだ。

　ならばスカートの中──ショーツのさらに奥にある〝そこ〟に触れたのならば、一体どうなってしまうのか。

　いや、むしろそれは最後に取っておかなければならないだろう。

　そこが女性の──フレイヤの最も敏感な部分だと、烙那も重々承知していたからだ。

「……行くぞ」

「──っ!?」

　どくんっ、とフレイヤの鼓動が、一層の高鳴りを見せたような気がした。

　それが期待なのか、それとも恐怖なのかは分からない。

　が、どちらにせよ、今はもう進むしかなかった。

「はぅ……んっ……」

　烙那の唇が、いよいよフレイヤの豊かな胸の先で、つんっと上を向いている、敏感な突起へと向かう。

「んっ……や、あ……」

　すると、フレイヤの吐息がさらに熱っぽくなり、艶あでやかに彼女の色香を彩っていった。

「あっ……。ら、らぐ……」

　その時だ。

　フレイヤが腰をくねらせるように動かし、両股に力を込めてきたのは。

「──っ！」

　──今だ！

　そう直感した烙那は、胸から徐々に移動させていた手を、素早くスカートの中へと潜り込ませた。

「ちょ、ちょっと待って……。そ、そこはまだ──あっ!?」

　フレイヤがその手を押さえようとしてくるが──時すでに遅し。

　烙那の唇は、フレイヤの乳首へと到達し、またスカート内に潜らせていた右手も、ぐっちょりと濡れそぼったショーツの中で、やはり固くなっていた突起を捉えていた。

　こんなにも濡れるものなのかと驚く間もなく、烙那の右手は、辺りにぐちゅりと水音を響かせる。

「あ、い、いや、ダメ……あ、ああああああああああああああああああっ!?」

「──っ!?」

　瞬間、抱え込むように押さえつけられた烙那の口内に、頭が吹き飛びそうなほどの力の奔流が、凄まじい勢いで流れ込んできた。
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「──何っ!?」

　最初にその〝変化〟を感じ取ったのは、予想以上の抵抗を見せたトールを、やっとの思いでねじ伏せたばかりのウトガルザだった。

　何故なら、トドメを刺そうと繰り出した一撃が、すんでのところで受け止められていたからだ。

「……ちょっと遅いですよ……？」

　すでに虫の息なトールが、それでもどこか嬉しそうに告げる。




「──悪い。でももう大丈夫だ」




　彼女の言葉を背で受け、そう微笑み返したのは、未だウトガルザの拳を摑み続ける一人の少年だった。

　だがその雰囲気は、以前とはまるで別人で、髪の毛は真っ白に染まり、全身を漆黒の外装が覆っていた。

　見たところ、何やら尻尾のようなものまで生えているではないか。

「大丈夫か？　トール」

「お、お姉さま……」

　遅れてフレイヤが現れ、トールを抱きかかえる。

　何故か鎧を身に着けていないことが気になったが、それよりも今はこの少年である。

「……なんじゃ？　随分と見てくれが変わったのう？」

　言いながら拘束を解こうとするも、少年の握力は尋常ではなく、今にも拳が握り潰されてしまいそうだった。

「ああ、おかげさまでな」

　あの時同様、《王》の力を引き出したことは間違いないだろうが、この落ち着き様は一体なんなのか。

　まさか《王》の力を制御しているとでもいうのだろうか。

　──分からない。

「……っ」

　ロキの話にはなかった状況の訪れに、ウトガルザも些いささか動揺する。

　しかし見た目が変わったくらいがなんだというのか。

　ウトガルザは、神天界でも〝随一〟と言われるほどの幻術使いだ。

　事実、オーディン勢の中でも、〝最強〟の呼び声高いトールがあの様ざまである。

　ならば恐れることは何もない。

　ただ今まで通り、自らの役目を全まつとうするだけだ。

「かあっ！」

　──ごうっ！

　爆術系の技を放ち、ウトガルザは強引に拳を引き抜いて距離を取る。

　多少腕に痺しびれは残るが、さしたる問題はない。

「……ふんっ」

　ウトガルザは杖を構え直し、警戒体勢を取った。

　かなり強めの術を放はなったはずなのだが、煙の中から姿を現した少年は、ぱっと見、無傷のように思えた。

「かっかっかっ、なかなかやるようになったではないか」

「そりゃどうも。あんたは逆に弱くなったんじゃないか？」

　言われ、びきっとウトガルザの額に青筋が浮かぶ。

「ほう、随分と大口を叩たたくようになったのう。些か自うぬ惚ぼれが過ぎるのではないか？」

「そうか？　そういうのはよく分からんけど──」

　そこで言葉を区切った少年は、自信に満ちた顔でこう続けた。




「──でもあいにく、今は誰にも負ける気がしないんでな」




「……ほう」

　戯ざれ言ごとを……っ、とウトガルザは内心毒突く。

　いくら《王》の力を得ているとはいえ、たかだか十数年生きた程度の小こ童わつぱ風情が、このウトガルザを前によくほざけたものだ、と。

　──いいだろう。

　ならばその希望に満ちた顔を、再び絶望の色に染めてくれるわ！

　そう大きく口元を歪めたウトガルザは、高笑いを響かせながら告げた。

「──いきがるなよ、小僧！　我は神天界最高の幻術使い──ウトガルザ！　我が幻術の極致──とくと味わうがよい！」







　ウトガルザの姿が闇の中に消えた瞬間、烙那の視界はぐにゃりと歪み始めた。

「気をつけろ！　幻術だ！」

　それはフレイヤたちも同じだったらしく、警戒するよう声を張り上げてくれる。

「──大丈夫だ。お前たちはそこにいてくれ。あ、でも《結界呪》だけは絶対に切らさないようにな」

　だが烙那は慌てる様子をおくびも見せず、彼女らに笑いかけた。

「う、うん……」

　それが意外だったのか、虚を突かれたように頷いたフレイヤは、そのまま言われたとおり、ぎゅっとトールを抱いていた。

　その様子に改めて微笑んだ烙那は、再び前を見据える。

　しかしすでに眼前の光景は、先ほどまでの、烙那の見知っていたものとは異なり、足元もあるかないかというような感じであった。

　最中、反響するようにウトガルザの声が響く。

『どうじゃ？　どこに何があるのか、自分が今起きているのか寝ているのかさえも分かるまい。今、おぬしの五感は、そのほとんどが失われている状態じゃ。すでに戦女神どもの姿も、その声もおぬしには聞くことが叶かなわぬ。さあ、恐れよ！　我が力の前にひれ伏すがよいわ！』

　かっかっかっかっかっ！　と耳障りな哄こう笑しようが耳朶を打つ中、烙那は瞳を閉じ、以前交わしたフレイヤとの会話を思い出していた。




　──そう、幻術は〝実際には何も変わってはいない〟ということを。




『さあ、どこから刻んでやろうかのう？　腕か？　それとも足か？』

　それならば、現状、ウトガルザを倒す方法は一つだけ存在する。

　そしてそのために、烙那はわざわざフレイヤの力を借りたのだ。

　ウトガルザは先ほど、フレイヤたちの存在を感じられないと言った。

　姿も見えないし、声も聞くことが出来ないのだ、と。

　──冗談ではない。

　ならば今こうして烙那の身体を満たしている温もりは、一体誰のものなのか。

　絶対零度の冷気ですら、凍てつかせること叶わぬこの柔らかな温もりは、一体誰のものなのか。




　決まっている──フレイヤのものだ。




　彼女の存在が、今も烙那とともにあるからこそ、こうして温かな気持ちでいられるのだ。

　そんなフレイヤの存在を消すことなど、たかが幻術程度に出来ようものか。

「──烙那！」

「ああ、任せろ！」

　大きく頷き、烙那は右の拳をぐっと握る。

『何っ!?　何故フレイヤの声を聞くことが出来る!?　貴様は我が術中のはず!?』

　すると、烙那の拳に赤と黒の炎が渦巻き、一つの輝きとなって力が集束していく。

『いや、今のはただの偶然じゃ！　そこまで儂をコケにするか!?　《王》の器よ！』

　集束した炎は激しい火花を散らし、烙那はこれを限界まで振りかぶる。

「そういえば、一つ言い忘れてたぜ」

『ぬうっ!?』

　そして。




「──器、器ってなあ、人を物みたいに呼ぶんじゃねええええええええええええっっ!!」




『──が、がああああああああああああああああああああああああああああああっっ!?』

　床に向けて放たれた拳を中心に、天高く光の柱が昇った。

　それは仇あだ為なす全ての災厄を焼き払い、塵じん芥かいへと化す──煌きらめきの焰ほむら。

　破壊のためではなく──〝守る〟ために放たれた〝白い炎〟だった。





エピローグ




「──も、申しわけございませんでしたぁ～!?」

　渾こん身しんの土下座で謝罪するのは、もちろん烙らぐ那なである。

　あれからウトガルザを、幻術ごと広範囲攻撃で仕留めた烙那たちは、片かた桐ぎり家けへと帰還し、トールの治療などを行った。

　フレイヤが《結界呪》を張っていた上、場所が場所だったので、巻き込まれた人はいなかったのだが、あれだけの騒ぎを起こしたのだ。

　当然、オーディンの耳にも即座に情報は届き、彼女はとても怖い笑顔で、片桐家を訪れた後、烙那にお[image: ]りの言葉をきっちりと授けた。

　あまりの迫力に、素で泣きそうになった烙那だったが、確かに行動は軽率だったと反省し、今もフレイヤに対して、心からの謝罪をしている最中だった。

　思えば、胸を吸えばいいだけなのに、唇を奪った上、ショーツの中に手まで突っ込んだのである。

　あの時は、そうしないと絶頂に導けないと思っていたのだが、いざ冷静になってみると、なんてことをしてしまったのかと後悔で死にたくなっていたのだ。

「も、もういいから思い出させるな！　私まで恥ずかしくなってくるだろう!?」

「いや、そう言われてもだな……」

　と、ふいに、赤い顔で声を荒らげるフレイヤと、烙那の視線が重なる。

「「～～っ!?」」

　途端に烙那の脳裏に、あの時のフレイヤの姿が思い起こされ、ぼんっと頭から湯気が吹き出しそうになった。

　しかしそれはフレイヤも同じだったらしく、互いにばばっと後ろを向き、何故か正座で固まってしまう。

「はいはい、ご馳ち走そうさま」

「……さま」

　そんな二人の様子を、結灯むすびとヴォルヴァがお茶菓子をつまみつつ、半眼で見据える。

　と。




「──あ、あの！」




「「？」」

　ふと両者の間に入ってきたのは、治癒術によって、すっかり元気を取り戻したトールだった。

「お、おう……どうした？　姫さんのお許しも出たんだし、もう謝らなくてもいいんだぞ？」

　若干辿たど々たどしくも、烙那がそう尋ねると、トールはもじもじと頰ほおを桜色に染め、恥ずかしそうに言ってきた。

「い、いえ、そうではなくてですね……」

「うん？」

「そ、その……た、確かに今回は仕方なかったので、お姉さまのお胸を吸うことを許可しましたけど……で、でも私はやっぱり反対なんです！」

「そ、そうか……」

　ちらり、とそのお胸を吸われたフレイヤの方を見やると、

「うぅ……恥ずかしくて死にそうだ……」

　と、彼女は真っ赤な顔で頭を抱えていた。

「は、はい……。そ、それで、私は改めて考えたのですが……」

　トールはそう伏し目がちに言った後、




「──ど、どうぞお吸いくださいませぇぇぇ～っ！」




　ばっと自分の服を捲まくり上あげ、その小振りな胸をさらけ出した。

「ぶーっ!?」

　堪たまらず吹き出す烙那だが、当然、他の女性陣からも驚きよう愕がくの声が上がる。

「……これは意外。でもいいこと」

「ちょ、何してるのトールちゃん!?」

「は、離してください！　私はお姉さまの代わりに、烙那さんにお吸われするんです！」

「だからどうしてそうなるのよ!?　というか、お兄ちゃんはこっち見ないで！」

「あ、はい……」

　結灯に怒られ、烙那がくるりと方向転換すれば、

「うぅ、気持ちよかったなんて口が裂けても言えない……」

　相変わらずフレイヤは、そんな感じで塞ぎ込んでいた。

「私、烙那さんに言われて気づいたんです！　嫌々吸わせるのがダメなら、自主的に吸わせればいいと！」

「いやいや!?　さっきまで嫌がってたじゃない!?　どういう心境の変化なの!?」

「えっ!?　そ、それは、あの凜り々りしい背中に……（ぽっ）」

「え、なんなのその〝ぽっ〟って!?」
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「……はあ」

　一段と騒がしくなったリビングで、烙那は一人ため息を吐く。

「ふふ、これから楽しくなりそうね」

　すると、一連の騒ぎを微笑ましく見守っていたオーディンが、そう他ひ人と事ごとのように笑い、

「いや、まあ……はい」

　と、やはり大きく肩を落とす烙那だった。





◇






　烙那たちが賑にぎやかに騒いでいた頃。

「…………」

　手のひらサイズの燭しよく台だいを片手に、薄暗い地下の空間を歩く、一つの人影があった。

　人影はフードを目ま深ぶかに被り、〝何か〟を肩に担いでいる様子で、ゆっくりと坂道を下っていく。

　そうして人影が到達したのは、壁一面が氷で覆われている、かなり開けたフロアだった。

　人影はフロア内をさらに進み、やがて天井高く続く、とある氷壁の前で足を止める。

「──がっ!?」

　そこで人影が担いでいた荷を下ろすと、途端に喘あえぐような声が聞こえた。

　そう、人影が担いでいたのは〝男の魔神〟だったのだ。

「……あ、が……」

　だが彼は全身が焼やけ爛ただれており、死んでいないのが不思議なくらいだった。

　──ウトガルザである。

　烙那の一撃で消滅せず、件くだんの人影──〝ヘル〟に助けられていたのだ。




　が──ずりゅりっ。




　氷壁から伸びてきた触手状のものが、突とつ如じよウトガルザの身体に巻きついていく。

「……がっ!?　ぎっ!?」

「…………」

　ヘルはその光景をただ見ているだけで、別段助けようともしなかった。

　そうこうしているうちに、ウトガルザはずるずると氷壁の方へと引きずられていき、そのまま吞のまれるように氷壁の中へと消えていった。

　瞬間、ぼうっと氷壁の中の〝何か〟が輝く。

　それは巨大な人型のもので、どうやら氷漬けになっているようだった。

「……後七人」

　ぼそり、と呟つぶやいたヘルの声は、当然、誰の耳にも届いてはいなかった。





あとがき




　まず拙作をお手に取ってくださったこと、本当にありがとうございます。

　講談社ラノベ文庫さまでははじめての刊行になります、草くさ薙なぎです。

　あとがきから読まれる方もいらっしゃると思いますので、ネタバレにならない程度に、本作のご紹介をさせていただければと思います。




　さてさて、この物語は、ふとしたことから世界を滅ぼす運命を背負わされた主人公が、美少女や美女たちと、とにかくえっちぃことをしながら戦うお話です！

　ええ、それはもうおっぱいやらお尻やら太ももやらと、口絵などを見ても分かるとおり、驚愕の肌色率でございます！

　登場するヒロインたちも、クールな巨乳美少女や、妖艶な爆乳お姉さま、癒し系美乳美少女、ロリ系ぺったんこ美少女などなど、よりどりみどりのシチュエーションを、存分に堪能出来るようになっております！

　カバー袖の著者プロフにも書かせていただいたように、どこぞの研究では、毎日のおっぱい鑑賞が、日々の健康にも繫がるそうですからね！

　さすがだぜ、おっぱい！　そしてありがとう、おっぱい！

　もちろんただえっちぃだけのお話ではなく、ヒロインたちのために戦う主人公のかっこよさや、彼に惹かれていくヒロインたちとのラブコメなど、他の見所も満載ですので、是非是非楽しんでいただけたら幸いです！




　と、まあそんな感じで、少々名残惜しくはありますが、謝辞に移らせていただければと思います。

　エロ可愛いことこの上ないイラストで本作を彩ってくださった、絵師の瀬せ奈な茅ち冬ふゆ＊さま。

　講談社さまのパーティで、「一緒にラノベをやりましょう」とお声をかけていただいた上、刊行まで辛抱強くお付き合いしてくださった、担当の庄しよう司じ智さとしさま。

　及び、本作の刊行に携わってくださった、全ての皆さま。

　そして今このあとがきを読んでくださっているあなたさまに、心よりの御礼を申し上げます。

　願わくば、またどこかでお会い出来ますことを。





二〇一七年四月吉日　ツチノコ印の草薙アキ
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本作品は、二〇一七年六月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。
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